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　　　第十五話　毛むくじゃらの逃亡者










　　　　　１




「十一月の終わりに学芸会があるでしょ」

　開かい口こう一番、小こ林ばやし先生はそう言った。

「先生ね……………劇にしようと思うの。赤ずきんちゃん！　どうかな？」

「え～～～～～」

　特大のブーイングが起こった。劇なんかやってられっか！　赤ずきんちゃんなんてやってられっか！　だっさいぜこのやろ～ってなブーイングだ。もちろん子供なんだから容よう赦しやなんてしない。

　でも小林先生だって負けてなかった。くるって黒板に振り向くと、思いきり爪つめをたてた。

　ギギギギギって殺人的不ふ協きよう和わ音おんが四年一組に響ひびいた。

　たまたま近くを飛んでたカラスが泡あわを吹いて落っこちてった。

　いまだに免めん疫えきの出来てない生徒も三人ばかし、泡あわを吹いて意識を失った。

「反対意見ある人？」

　皆一いつ斉せいに首を横に振った。

「やっぱり、分かってくれると思ってたわ」

　小こ林ばやし先生は満足気に微笑ほほえむと、クラスで一番しっかりしてそうな顔の生徒に目を向ける。

「それじゃ委員長、あとは任せたからね」

　それだけ言うと、さっさと自分の席に腰を下ろした。

「それじゃ皆さん、役を決めたいと思います」

　やれやれって感じに、委員長が前に出て来ると指し揮きをとり始める。

　盛り上がらない学級会が進む中、真まん中なか辺りの席に座ってる銀ぎん花かははあってため息を吐き出した。

「小林先生の思いつきにも困ったもんだな。せっかく今日きようは早く帰れると思ってたのに」

「それじゃ、赤ずきんやりたい人。赤ずきんやりたい人はいませんか？　推すい薦せんでもいいです」

　委員長の少年が声を張り上げるが、残念ながらイマイチ反応がない。

　クラス内がけだる～～い空気に包まれた時だ。一人の少女がすっと手を上げた。

　少女の意外な行動に、銀花は目をぱちくりさせた。

「桃もも花かちゃん」

　銀花の親友、おっとりオーラでは誰にも負けない国くに渡わたり桃花が、は～～いは～～～いって間ま延のびした声と一緒に手を上げてるのだ。

「桃花ちゃんが赤ずきんねぇ」

　銀花は、ちょっと頭の中でイメージしてみた。

『おば～～～～ちゃん～～～。ど～～～して～～おば～～ちゃんの～～、お口は～～、そんなに～～大きいの～？』

『それはお前を食べちゃうためさ。がおぉぉぉぉぉぉぉ』

『…………………あ～～れ～～～』

　限りなくスローテンポな劇となるだろう。終わるまで何時間かかるか想像も出来ない。

「ま～～、味があるって言えば味があるかもね」

　苦笑してる銀花に委員長の声が届く。

「駒こま犬いぬさん。いいですか？」

「え？　いいんじゃないの？　銀花は賛成だよ」

　何で自分に質問が飛んで来るかわかんなかったけど、銀花はこくこくと頷うなずいた。

「分かりました。それじゃ…」

　委員長少年は一ひと呼吸すると、最高にとんでもないことをのたまった。

「赤ずきん役は、駒犬銀花さんに決定です」

「え～～～！」

　銀ぎん花かは机ぶっ叩たたいて立ち上がった。

「なんで銀花が」

「だって、いいって言ったじゃんか。国くに渡わたりさんの推すい薦せんに」

　委員長の一言で、銀花は全すべてを理解した。桃もも花かが手を上げたのは立候補じゃなく推薦のためだったのだ。そして肝かん心じんなとこを、おっとり赤ずきんを想像してて聞き逃してたのだ。

「それじゃ次に、おばあさん役を」

「は～～い」

　呆ぼう然ぜんとしてぶつくさ違う次元の人と会話してる銀花を後しり目めに、桃花が元気よく手を上げていた。

「私、おばあさんやりたです～～」




「ねえねえ、銀花ちゃん銀花ちゃん」

　右の鼓こ膜まくに飛び込んで来るまったり声で、銀花はびくって動いた。

「何ぼ～～～っとしてるの？　も～～すぐ出番だよ。ほら、猟りよう師しさんが眠ってるオオカミに近づいてる。お腹なか切ったら出なくちゃいけないんだよ。アタシたち食べられてるんだから」

　おっとり親友の桃花が律りち儀ぎに一から説明してくれた。ちなみにその出いで立ちはちっちゃな作りものの眼鏡めがねなんか掛けたおばあさんルックだ。

「大丈夫だよ」

　赤ずきんをかぶった銀花は苦笑しながら言った。

「ちょっと、思い出してただけ。銀花がど～～してこんな格好するハメになったかってこと。桃花ちゃんに知らない間に推すい薦せんされてたあの事件のこと」

「あたしね、おばあちゃんやりたかったの。だけど一人だと心細いから銀花ちゃんを…………駄だ目めだったかな」

　桃花が悲しそうな瞳を見せた。ただでさえ大きくてうるうるしてる瞳だ。こんな瞳されちゃ叱しかるに叱れない。

「別にいいよ。もうここまで来ちゃった訳だし。銀花もけっこう楽しいからさ。ほら、出番だよ。行こ」

「うん」

　二人はにっかり笑うと、机をとっぱらった教室の中央へと出て行った。




「はい、今日きようはご苦労様でした。みんな、土曜日の放課後にちょっと残って練習してもらって悪かったわね」

　銀花の通う飯いい波なみ第一小学校。四年一組担たん任にんの小こ林ばやし先生は、にこやかな笑顔で言った。

　失恋した時なんか超サディスティックお姉様になるけど、基本的にはい～～感じの先生だ。ちょっと個性的だけんど。

「本番は来週の火曜日だけど、日曜日に遊びすぎて台詞せりふを忘れないように。役についてる人は一回は台だい本ほんを見直すように。それじゃ皆さんさようなら」

「さよ～～なら」

　こうして、演技練習は締しめられた。

「銀ぎん花かちゃ～～ん」

　ざわざわとしてる教室の中、桃もも花かがてこてこやって来た。

「もう本番までちゃんとした練習ないって。私なんか不安だな」

　特大の瞳一いつ杯ぱいに不安色しよくが浮かんでた。見てる方が不安になってくる催さい眠みん効果の強い瞳だ。

「ダイジョーブ。なんとかなるよ」

　ばしばしと桃花の肩を叩たたいたけど、それぐらいじゃ不安色は拭ぬぐいきれない。

「う～～ん」

　しばし考えてから、銀花は提案した。

「今日きよう土曜日でまだ暗くなるまで時間あるし、ちょっと練習してく？」

「銀花ちゃんあたまい～～」

　桃花がぱちぱちと拍手した。

「それじゃ早さつ速そく人を集めなくちゃね。お母さん役の美み香かちゃ～～ん」

「御ご免めんなさい。美香今日きようお母さんとおでかけなの。またね」

　美香は手を振って帰って行った。

　気を取り直して、銀花は叫んだ。

「猟りよう師し役の、裕ゆう二じ君！」

　裕二君はもう教室にいなかった。目もく撃げき者の話によると、モジモジローを取りに行くと言い残してさっさと出て行ったらしい。

　ちなみにモジモジローってのが何なのかは超ちよう特とく盛もりの謎なぞだ。だけど、そんなもんに悩んでるほど暇ひまじゃないのだ。

「ま、仕方ないか。せめてオオカミだけいれば」

「そうだね、オオカミだけいれば」

　二人はそろって、首をオオカミの役者に向けた。

「真まさ雄お！」

「え？」

　鞄かばんにいろんなもん詰め込んでた真雄は、きょとんと二人を見た。

「何か用かよ？」

「ちょっとちょっと、今日さこの後さ、ちょっとだけ練習してかない？」

「やなこった」

　真まさ雄おは〇・一秒もかからず即そく答とうした。世界記録狙ねらえるくらいのスピードだ。

「俺おれこれからダイスケたちと遊ぶんだもんね。そんなことやってらんねえよ。やりたきゃ勝手にやんな。じゃ～～な」

　真雄はそれだけ言い残すとさっさと飛び出してった。

「相変わらずやな奴やつ」

　真雄の出て行った出口に向かって、銀ぎん花かは力一いつ杯ぱいにい～～って歯を剝むき出してやった。

「みんないなくなっちゃった」

　桃もも花かがのんぽり呟つぶやいた。

「どうする？」

「そうね、別に銀花たち二人だけでやったっていいんだけど、せめてオオカミだけは欲しいわね」

「誰かに頼む？」

「それしかないか」

　でも、そこで二人はぴったり押し黙った。

　せっかくの土曜日の放課後に、そんなことにつきあってくれるお人よしが果たしているのか？

　教室を見渡した限り、顔ぶれから考えてもその可能性は低そうだ。本命のお人よし顔たちはもう教室にはいない。

「誰かオオカミになってくれる人いないかなぁ」

　桃花の何気な～～い一言に、銀花の頭にある人物がひょっこり顔を出した。

　オオカミになってくれる人って言うか、あるものを見せるだけでオオカミになっちゃう人だ。

　なるなよ、なったら殴なぐるぞって言ったってなっちゃうしかない人だ。

　銀花はポンって手を打つと、力一杯叫さけんだ。

「いたぁ！！！！！」




　　　　　２




「それじゃ～～ね、銀ぎん之の介すけ君」

「おうっ、唐とう子こ。また月曜にな」

　いつも通り唐子に別れをつげると、銀之介は団だん子ご坂ざかの自宅へと足を向けた。

　土曜だから当然帰りも早い。世の中の健全な高校生としちゃどこかへ遊びに行きたいとこなんだろうけど………。

　タケコプターつければ飛んで行きそうなくらい軽いサイフの銀之介としてはそうもいかないとこだ。

　だから、学校帰りに唐とう子こと楓かえでの三人で肉にく饅まん食べただけで、まっすぐお家うちに向かってるのだ。

　唐子の家がある商店街から銀ぎん之の介すけの家がある団だん子ご坂ざかまではそんなに距離はない。歩いたって十分ほどだ。

　ゆるやかな勾こう配ばいをえいこらのぼると、ちょっとした高台になってる。そこに建っているごくごく普通の一戸建て住宅が銀之介の住まいだ。

　レンガ敷きの階段を二、三段上った銀之介は自宅の扉とびらを勢いよく開けた。

「ただいまっとな」

　玄関にて靴を脱ぐ銀之介の目の端はしっこに、小さな人ひと影かげを発見する。

「ん？」って顔を上げると、人影は居間の方へすっと姿を消してしまった。

　はっきりと見た訳じゃないけど、あの人影が誰の人影さんなのかなんて簡単に理解出来る。

　あのお子様ランチなサイズの人影さんを持ち合わせてるのは、この家では一人しかいないはずだ。

「何だよお銀ぎん。いきなり隠かくれやがって。隠れんぼでもやってんのか？」

　なんてぶつくさ呟つぶやきながら自宅へ靴くつ下したを踏み出した時だ。

「あ、銀兄ぃお帰り」

　トイレのドアをバイーンと開けて、銀ぎん花かが飛び出して来た。

「待ってたんだよ」

「お！　お銀！」

　銀之介は釣つられたてのコイみたく口をぱくぱくさせた。

　確かに自分はお子様な人影を見た。お子様な人影は居間に入って行った。なのにこの家が抱える唯ゆい一いつのお子様、銀花は反対側のトイレの扉からやって来た。

　それじゃ、それじゃさっきのお子様な人影は……。

　銀之介はしばらくコイキングの物まねやってから、真剣そのもので呟つぶやいた。

「もしや……座ざ敷しきわらし」

「は？　銀兄ぃってば何言ってんの？」

　銀花は、完全無む欠けつにあきれ顔してから、居間に向かってちょいちょいと手招きした。

「ほら、桃もも花かちゃん。挨あい拶さつ挨拶」

　居間から女の子がにょっこりと頭を出した。キノコが生はえたぞって感じに突き出された頭は、銀之介を見るとまた引っ込んでしまった。

「も～～、何恥はずかしがってるの？」

　またゆっくりとキノコが生えた。長い黒くろ髪かみが印象的な瞳の大きな女の子。

「君は…………桃花ちゃん」

　桃花はとことこと銀之介の前にやって来るとぺっこりと頭を下げた。

「こんにちは」

「え？　ああ、こんにちは」

　銀ぎん之の介すけはあたふたと頭を下げた。

　駒こま犬いぬ銀之介と国くに渡わたり桃もも花か。この二人は初しよ対面じゃない。それどころか、ちょっと訳ありなのだ。

　あれは先月のことだ。何だか分かんない集団に捕まってる銀ぎん花かと桃花を銀之介が救い出したのは。

　華か麗れいなる竜たつ巻まき旋せん風ぷう脚きやくにて、かっこつけたがり屋さんで人の話を聞かなくて自分勝手な八はつ極きよく拳けんの使い手、コージを見事に打ち砕くだいたのは。

　それでもって、桃花から熱～～いラブレターをもらっちゃったのは。

　そのラブレターを受け取り、銀之介がどうしたのか？　それを少し回想してみようと思う。





　　　　　回想




「ローリーローリーロリロリローリー」（クラスメイトたちの合唱）

「ねぇ、銀之介君。何で泣いてるの？」

「いや、何で僕がこんな目にあわされるのかと思うとなんか泣けてきてさ」

「運が悪かったと思って諦あきらめるしかないよ。それよりどうするの？」

「何が？」

「何がじゃないよ」

　唐とう子こは銀之介の手の中の手紙をばしっと指さした。

「手紙のことだよ。まさかＯＫする気じゃ」

「馬鹿言うなよ。ＯＫなんかする訳ないだろ」

「そ～～だよね」

「このまま知らんぷりしてるさ」

「それは駄だ目めだよ！　銀之介君」

　唐子の真剣三〇〇パーセントな瞳に、銀之介は思わず半はん歩ぽ下がった。

「何だよ唐子。いきなりそんな深刻な顔しやがって」

「いい、桃花ちゃんは真剣なんだよ。真剣にその手紙を書いたんだよ。分かる？」

「分かるさ。こんな手紙なんだ。鼻クソほじほじしながらじゃ書けないだろ」

「だったら、銀之介君もやっぱ真剣に対応しなくちゃ駄目だと思うよ」

「真剣にね[image: 三点][image: 三点][image: 三点][image: 三点][image: 三点]お断りの手紙でも書くか」

「そうだね、それが一番だと思うよ」

　準備のいい唐子がさっそく机の上にレターセットを広げた。クラスに呼びかけて調達したのだ。

「さ、書きなよ。あとで国渡先せん輩ぱいに頼めばいいよ。桃花ちゃんに渡してもらうように」

「気が早い奴やつだな。まったく」

　ぶつくさ呟つぶやきながら、銀ぎん之の介すけは椅い子すに腰を下ろした。

「え～～～と、僕はローリ駒こま犬いぬじゃないから申し訳ないんですけど、おつきあいするって訳には」

「そんなこと小学生に言ったって分かんないってば」

「じゃぁ」

「やっぱり、年の差ってとこをやんわりと説明して」

「そうだな。え～～、僕が十七歳さいだろ。で桃もも花かちゃんがお銀ぎんと一緒だから九つか十歳か。約七歳違うってことか。でも七歳くらいなら世間じゃザラだもんな。桃花ちゃん将来美び人じんになりそうだし、もしかしたら光ゲンジ作戦って奴やつでこれはおいしい話なのかも」

　そこで銀之介はびくっとした。なにかものすごい鬼き気きってのを背後に感じたのだ。

　さりげなく振り返ると、やっぱり鬼おにがいた。

「ぎ～～ん～～の～～す～～け～～。あんたは子供相手に何なに考えて」

「冗じよう談だんだ！　冗談！　ちゃんと書く！　書くから」

　慌あわてて便せんにペンを走らせる。

「桃花ちゃんの気持ちは嬉うれしいけど、僕は桃花ちゃんよりもずっとずっと大きいんだ。だから[image: 三点][image: 三点][image: 三点][image: 三点][image: 三点]」




　　　　　回想終わり






　桃花の姉である国くに渡わたり先せん輩ぱいに手紙は渡した。だから桃花には届いたのだろう。その後は別に何もなかった。

　ま、子供の気き紛まぐれだからもうとっくの昔に僕のことなんか忘れてるだろうと銀之介は思ってた。

　その桃花が目の前にいる。何な故ぜかいる。

　ど～～してかいる。

　銀之介はとりあえず優しく微笑ほほえみかけてみた。もともと柔にゆう和わな顔立ちだから笑顔は似に合あうのだ。

「実はね。銀ぎん花かちゃんのお兄ちゃんにね。お願いがあるのぉ」

　桃花はもじもじしながらそう言った。

「お願いね。何かな？」

　銀之介は辛しん抱ぼう強く待った。でも目の前のもじもじ虫は待てど暮らせど鳴いてくれない。

　お銀ぎんに通訳を頼むかって銀之介が視線を動かしかけた時だ、もじもじ虫がわりと大きな声で鳴いた。

「銀花ちゃんのお兄ちゃん！」

「何だい？」

「……………オオカミになって、それで私を襲おそって！」

　銀ぎん之の介すけの脳のう味み噌そが、軽く爆発した。

　単純に考えても二通りの意味が考えられる。

　一つは文字通りオオカミに変身してがおぉぉって襲うこと。

　もう一つは…………ちょっとアダルトなこと。

　でもどっちにしたって危ない。危なすぎる。なんて言うか、ものすごい危ない。危ないって言ったら危ない。

「あ～～～～？？？」

　桃もも花かは、自分の言うべきことは全部言いましたって顔つきで、銀之介に大きな瞳を向けてる。

　銀之介は、自分のすかすか脳味噌じゃ対処しきれない現実にひたすらあわあわ言ってた。

　そんな二人に、銀ぎん花かはやれやれと首を振った。

[image: ]

「桃花ちゃん。ちゃんと説明しなきゃ駄だ目めだよ。銀兄ぃの頭じゃ推すい理り出来ないから」

　桃花には聞こえてないようだった。ひたすら銀之介を見つめて返事を待っている。

　銀之介にも聞こえてなかった。ひたすら頭を抱えてあわあわしてる。

　このままほっといたら何時間くらいこうしてるんだろって銀花はふっと試してみたくなった。でもそんな考えはすぐにドブにすてた。

　なんか、余よ裕ゆうで明日あしたの朝まで続きそうだからだ。

　銀ぎん花かは二人の間に割って入ると、銀ぎん之の介すけをしっかりと見み据すえ言った。

「銀兄ぃ、赤ずきんって知ってるでしょ」

「え？　赤ずきんって、あの童話のか？」

「そ～～そ～～。ちょっと説明してくれない？　大だい体たいの内容でいいからさ」

「赤ずきんちゃんがいて、森に住んでるおばあさんとこへワインとか運ぶんだよ。でその途中にオオカミと会うんだ。赤ずきんちゃんがおばあさんの家に行くって知ったオオカミは先回りしておばあさんの家に行くんだ。それで赤ずきんちゃんのふりしてドアを開けさせると中に飛び込みおばあさんをげろりんと飲み込む。それで……」

「そのおばあさんを桃もも花かちゃんがやるんだよ」

　銀花の言葉に、銀之介は目をぱちくりさせた。

　どれぐらい時がたったろうか。

　銀之介はぽんと手を打った。

「な～るほど～」

「時間かかりすぎだよ。銀兄ぃ」

「うるせー」

　ぎろって銀花を睨にらみつけてから、銀之介は上下に何度も頷うなずいた。

「そ～か、そ～～いや～～お前まえ言ってたな。学芸会で赤ずきんの劇をやるとかなんとか。その練習につきあってくれって訳か」

「そ～～ゆ～～こと」

「なんだ、そうだったのか。オオカミになって襲おそってなんて言われたから、僕はもうてっきり………なはははは」

　銀之介は僕ってばしょ～～ね～～な～～ってな感じに笑った。

「僕がオオカミ役をやればいいんだろ。それでおばあちゃんとのシーンを練習すれば」

「あと赤ずきんとのシーンもお願いね」

「何だ。赤ずきんちゃんも来てるのか？　どこにいるんだ？」

　きょろきょろする銀之介に、銀花は嬉うれしそうに言った。

「目の前にいるでしょ」

「え？」

「もう、前に話したじゃない」

　銀花はおたふく風か邪ぜにかかったフグみたくふくれると、ちょっと待っててって言い残して居間へと引っ込んでった。

　しばらくしてから、赤ずきんちゃんが出て来た。もちろん銀花ちゃんだ。

「アタシ赤ずきんちゃん。おばあちゃんとこヘパイを届けに行くの。うふふ」

　シ～～ンとした沈ちん黙もくが痛かった。

「ちょっと銀兄ぃ。なんとか言ってよ！」

「いや、お前が赤ずきんね」

「おかしくないでしょ」

「おかしくもないしそれなりに似に合あってるけど、よく考えるとなんか妙みような話だからな。オオカミ少女が赤ずきんなんてね」

　銀ぎん之の介すけは一人で苦笑してから、大きく息を吐き出した。

「ま、手伝ってやるよ。別に僕も暇ひましてる身だしな。台だい本ほん貸してくれよ」

　伸ばされた銀之介の手に、銀ぎん花かははいってお椀わんを載っけた。

「こりゃまた漆うるし塗ぬりのおもむきのある台本だなって、こりゃお椀じゃね～～か。僕が言ったのは台本、お椀なんかじゃなくて……」

　銀之介はそこで喋しやべれなくなった。理由はとてつもなく単純だ。究極の快楽と至し高こうの苦痛が全身をかけめぐったからだ。

　お椀の中で大きな瞳を開いてた生なま卵たまごのおかげで、銀之介は無事にオオカミに変身を遂とげた。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　お決まりに一発天てん井じようめがけて吠ほえてから、銀之介は銀花を睨にらみつけた。

「おい、お銀ぎん。一体ど～～ゆ～つもり……」

「やっぱりオオカミ役をやってもらうんだもん。オオカミになってもらわないと気分出ないじゃん」

　それもそ～だなって銀之介は思った。おそらく、演技力はともかくとして外見だけならここまでオオカミになれるのは日本中探さがしてもそうはいないだろう。

「でもだからっていきなりは……」

「ふかふか………えへへ」

　桃もも花かは桃花で銀之介の手に頰ほおをすりすりして喜んでるみたいだ。

　銀之介ははぁぁぁぁぁぁぁって観念したって息を漏らした。

「分かったよ、この姿で練習につきあってやるよ」

「ありがと銀兄ぃ。もう居間にセット作ったからさ。大丈夫だよちゃんとカーテンは閉めたから。おじさんおばさんもお出かけしてて留る守すだし、うるさいこと言う人もいないよ」

　二人に手を引っ張られ、銀之介は居間へと連れてかれた。
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「どうしておばあさんのおめめはそんなに大きいの？」

「それはお前をよく見るためさ、赤ずきん」

「どうしておばあさんのお鼻は濡ぬれてるの？」

「それは、お前の匂においを嗅かぐためさ。赤ずきん」

「どうして彼女が出来ないの？」

「縁えんがないからだよ、赤ずきん………って何なに言わすんだよ」

　ソファーで毛布をかぶってた銀ぎん之の介すけががばって起き上がった。一いち応おう衣装ってことで、西洋童どう話わのばあさんがよく着るようなネグリジェも着てるし、よくかぶってるような帽子も着用してる。銀ぎん花かが学校の衣装箱ばこから持ってきたものだ。

「ごめんごめん。ちょっと疑問に思っちゃってさ」

　すっかり赤ずきんになってる銀花が、かはかは笑いながら言った。

「でも、縁がないって理由だけじゃないと思うよ」

「それじゃ何だって言うんだよ」

　ぶすっとして尋たずねる銀之介に、銀花はちっとも考えず即そく答とうした。

「頼りなくて情なさけなくてど～～しよ～～もないからじゃない」

　自分でもうすうすとは感づいてた。平へい時じの自分の頼りなさと情けなさとど～～しよ～～もなさは。

　でもこう面と向かって言われると頭にくる。とくにこのこまっしゃくれた従妹いとこが相手だと。

「お銀ぎん。お前そんなに泣かされたいのか？」

　キバをぎちぎちと鳴らし、すごみのある顔で銀之介が言った。腐くさってもオオカミ男だ。本気になればそれなりに迫力はある。

「やるの？　言っとくけど銀兄ぃに泣かされるほど銀花弱よわくないから」

　銀花も銀花で、キッて銀之介を睨にらみ上げる。

「いいだろ。さっさと台所行って変身してこいよ」

「あとで泣いたって知らないからね」

　銀花はてこてこっと台所へ向かうと、お手軽に変身して戻って来た。

　普通じゃない二人の普通じゃない戦いが居間にて始まった。

「ね～～～」

　壮そう絶ぜつな戦いを瞳にうつしながら、桃もも花かが言った。

「駄だ目めだよケンカしちゃ。練習しよ～～よ」

　残念ながら聞いちゃくれなかったようで、とっくみ合いのケンカを続けてる。

「困ったなぁ」

　桃花はかわいらしく、くねって首をひねてから、不意にぽてんと手を叩たたいた。

「そ～～だ」

　にんまりしながら鞄かばんを物ぶつ色しよくする。引っ張り出したのは長細い筒つつ状じようの笛ふえだ。

　桃花はその小さな笛を思いきり吹き鳴らした。

　桃花の耳に音は聞こえなかった。

　だけど、とっくみ合いしてた二人は両耳押おさえて転げ回った。

「桃もも花かちゃん。それって」

「これ、犬いぬ笛ぶえ。あ、ご近所の星ほし野のさんとこにはね、ジョンっていう大きな犬さんがいてね」

　桃花の律りち儀ぎな説明が始まった。

「一昨日おとといの帰り道、星野さんとジョンが川原で遊んでてさ、星野さんが笛をふくと音はしてないのにちゃんとジョンが戻って来るからすごいなって思ってさ。で、貸してもらってジョンと遊んでたんだけど、笛だけ返すの忘れちゃったんだ。でもいいなぁ銀ぎん花かちゃんも銀花ちゃんのお兄さんもこの音聞きこえるんでしょ。いいなぁ」

　しきりに羨うらやましがられたけど、二人にしちゃちっとも嬉うれしいことじゃない。いまだ脳のう味み噌そががんがんしてる。

　こいつは顔のわりに物ぶつ騒そうなもんを持ってる。しかもその物騒さを分かっていない。逆さからわない方がいいぞ。

　これが二人の脳のう細さい胞ぼうで一瞬にして組み立てられた方ほう程てい式しきだった。

「さ、赤ずきんちゃん。練習しよっか」

「そ～だね。オオカミさん」

　こうして練習は再開した。

「どうしておばあちゃんのお口はそんなに大きいの？」

「それはお前を食べちゃうためさ。がおぉぉぉぉ」

　演じてるのが二匹のオオカミだってことを抜かせば、それなりに決まってた。




　そして、ちょこっと時は流れて。




「ありがと、銀兄ぃ。これで自信がついたよ」

「ありがとうございました。銀花ちゃんのお兄さん」

　深々と頭を下げられ、銀ぎん之の介すけは照れくさそうに濡ぬれた鼻の頭をぽりぽりと搔かいた。

「ま～～いいよ。本番もがんばるんだよ」

「は～～～い」

　お子様の元気のいい返事が居間に響ひびいた。

「それじゃ銀花ちゃん。私、もう帰らないと」

「え～～、まだ三時だよ。ちょっと遊んでこ～～よ」

「星野さんにジョンのお散歩頼たのまれてるの」

「あ、それならアタシも行く！」

　一方的にそう言うと、銀花は桃花の手を握った。

「さ、行こ！」

「おいこらおいこらおいこら」

　飛び出そうとする銀ぎん花かを銀ぎん之の介すけは慌あわてて捕まえた。

「お前、今の姿を忘れたのか？」

「え？」

　きょとんとした銀花は改めて自分の姿に目を落とした。

　とっても素敵に毛け深ぶかかった。

「あ、いっけな～～ぃ。オオカミのままだった」

「いっけな～～いじゃないよ、まったく。普段からたるんでるからそ～～ゆ～～失敗をするんだ。自分が変身してるかどうかぐらい常に把は握あくしとけってもんだ」

　銀之介の説教にぺろって舌を出しながら、銀花は星形ペンダントをいじくりまわした。

　十分ほどたち、見事につんつるお肌はだに戻った銀花は、桃もも花かと一緒に家を出て行った。

「困ったもんだ。まったく」

　やれやれって首を振った銀之介は、ソファーによいこらしょと腰を預けた。

「学芸会か………懐かしいな」

　小学生時代の思い出がぼろぼろってこぼれ落ちた。

　学芸会で桃もも太た郎ろうをやった時の思い出だ。元気に犬を演じたあの日のことだ。

「僕も成長したもんだな。練習とはいえオオカミやれたんだもんな」

　なんか妙みような満足感を覚えて、銀之介はくふくふと笑った。

「ふわ～～～～」

　特大の欠伸あくびが出た。チビちゃん二人がいなくなって途と端たんに威い張ばり出した静けさが、眠り中ちゆう枢すうをちくちく刺激したよ～～だ。

「それはお前を食べちゃうためさ～～、むにゃむにゃ」

　ほどなくして、銀之介は眠りの世界に旅立った。

　とある重大なことを忘れていたが、それに気がつくほど、脳のう味み噌そに余よ裕ゆうはなかった。
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　ある所にこそ泥どろがいた。

　昔は業界内でも、すり足のトメ吉きちっていえばそれなりに名の知れた存在だったけど、今となってはそれも過去の栄光。

　そろそろ引退しよかなって考えてる時に、その家が現れた。

「これは神様がまだまだ引退するなって言ってるに違いない」

　自分勝かつ手てにもそう思い込んだトメ吉は、その家に侵入を試みた。

　幸い裏うら手ての窓が開いてた。

　トメ吉は家に侵入した。

　昔むかし取ったなんとかって奴やつで、足音は全くしない。仲間うちでは幽ゆう霊れいが歩くと噂うわさされるほどのすり足なのだ。

　早速たどりついた台所にて、トメ吉はあれこれと物ぶつ色しよくを始めた。

　何も出て来なかった。現金、三千円ばかし入った封ふう筒とうが一つだけだ。

　なんか気の毒になって、その封筒はそのままにして次の部屋へと向かった。

　そこでトメ吉は硬直した。

　ソファーで寝ね息いきをたててる奴の存在に気がついたのだ。

　すぐに逃げようと思ったけど、考え直す。かなり深く眠ってくれてるようだし、危険はないと判断したのだ。

　トメ吉きちは大きく息を吐き出すと、改めて寝息をたてる人物を見やった。

　さいきんめっぽう目が悪くなってクリアには見えないけど、かぶった毛布の隙すき間まから見える衣装や、頭に装着された帽子やらで判断する。

「ばあさんか。そのまま眠っててくれよ」

　いざ仕事へって向かおうとしたけど、ごんとソファーから転がり落ちた腕に目が釘くぎづけになる。

「………にしても、えらく毛け深ぶかいばあさんだな」

　不ふ明めい瞭りような視界を上へと持っていくと、毛布から突き出る口があった。おかしいくらい突き出てる口元だ。

「えらくでかい口してやがるな」

「むにゃむにゃ、それは、お前を食べちゃうためさ」

　なんて寝ね言ごとが返ってきた。

「あ？」

　トメ吉は二、三度目をしょぼしょぼさせてから、自分のポケットに手を突っ込んだ。あれこれとまさぐったすえ取り出したるは、度どの強そうな眼鏡めがねだ。

「あったあった。老ろう眼がん鏡きようだがこれで見えるだろう」

　トメ吉は老眼鏡を装そう着ちやくすると、改めて眠ってる人物を見やった。

　ゆっくりと顔を近づけると焦点が合った。

「な………！」

　毛け深ぶかいなんて次元の話じゃない、口が大きいねなんて次元の話じゃない。

　そこに寝ね転ころがってるのはど～～見たって普通の人間じゃない。怪かい物ぶつだ。

　口をぱくぱくさせてるトメ吉の前で、怪物はむっくりと起き上がった。

　眠そうに目をこすりながら、怪物は言った。

「どちらさまですかぁ？」

　もちろん、トメ吉の耳にはこう聞こえていた。

「食っちゃうぞ～～」

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　トメ吉は抜けた腰を必死に持ち上げ走り出した。全速力で入った窓から飛び出し、逃げて行く。

「も、もう引退します！　神様！」

　そんなことを口走りながら。




「何だったんだ？」

　完全に寝ね惚ぼけたままの頭で、銀ぎん之の介すけはぼそりと呟つぶやいた。

　ふと見ると部屋が荒らされてた。

「さっきの人がやったんだな。も～～」

　しょ～～がね～～な～～ってぶつくさ呟きながら銀之介はまたソファーに横になった。

「しかし誰なんだろあの人」

　しばしソファーの上でむにゃむにゃやってから、銀之介はがばって起き上がった。

「ああああああああああ!!」

　人の家に忍び込み、荒らすっていえば、あの職業しか考えられない。

「泥どろ棒ぼうだ！」

　血けつ相そうを変えて銀之介は居間を飛び出し受話器を取った。

「もしもし警察ですか？　大変です！　泥棒です！　すぐに来てください。え、場所？　団だん子ご坂ざかの駒こま犬いぬです。名前？　泥棒の名前なんて知りませんよ。え？　僕の名前。僕は駒犬銀之介。とにかく早く来てください」

　早口にそうまくしたてて、銀之介はがちゃんと受話器を置いた。

　置いた瞬間、しっかりと毛け深ぶかい自分の手が瞳に入った。

「ああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「こ、この格好で寝ちゃったんだ」

　泥棒が何な故ぜに逃げ出したのか、銀之介はやっとこさ理解した。

　思えば昔、これと同じ失敗をしたことがあった。




　一人で留る守す番をしてた時の話だ。

　ど～～しても潰つぶれてない目玉焼きが食べたくて、こっそりつくって食べた。もちろん変身したけど誰も注意する人がいなかったからばくばく食べた。

　目玉焼きを十八個ばかしたいらげたとこで眠くなり、ごろんと横になった。

　うとうとしてた時、宅たく配はい便びんの人がやって来た。なんだか分かんないけど、銀之介の顔を呆ぼう然ぜんとして見てた。

　しばらくして訪ほう問もん販売の人が来た。何な故ぜか分かんないけど、銀ぎん之の介すけの顔見たらすごすご帰ってった。

　またしばらくして宗教の勧かん誘ゆうの人が来た。なんだか分かんないけど銀之介の顔見て悪あく魔まよとか言って逃げてった。

　そのなんだかが分かったのは、警察がやって来た後だった。

　次の日、銀之介は引っ越した。

　十四歳さいの夏だった。




「あれほど馬鹿な引っ越し理由は、あれまでもあれからもなかったな」

　しみじみしてから、慌あわてて首を振る。

「いかんいかん、何まったりしてんだ。とにかくお巡まわりさん来る前に元に戻らないと。えっと積つみ木きは確かカバンに……」

　階段を上ろうと一歩足をかけた時だ。

　ピーポーピーポーピーポー。

「噓うそ………だろ？」

　噓じゃなかった。すぐにどんどんどんどんって扉とびらを叩たたく音が聞こえてくる。

「何故だぁ何故こんなに早いんだぁぁぁ」

「駒こま犬いぬさん。警察です！」

「通つう報ほうを受けて来ました。入りますよ！」

　開けられちゃ困ると銀之介は慌ててドアに飛びつくと鍵かぎをかけた。

「あの、お巡りさん。早いですね」

「ちょうどこの辺りをパトロールしてたものでね。さ、開けてくれ」

「それなんですけど……」

　銀之介は考えた。ここで開ければ、個性的な顔がもろバレしてしまう。元の顔に戻るにゃ最短でも十分かかるけど、待っててくださいなんて言うのもおかしすぎる。

「あの……僕の勘かん違ちがいでした。あははは。とゆ～～訳なんでもうけっこうです。ご苦く労ろう様さまでした」

　扉の中から、銀之介はそう声を飛ばした。

「何だって？」

「ちょっと寝ね惚ぼけてただけで。あはは、すみません。ご迷めい惑わくかけちゃって」

「いえいえ、異い状じようないなら結けつ構こう。それじゃ、本ほん官かんは失礼します」

「ご苦労様です」

　扉に向かってピシッと敬けい礼れいして、銀之介はふ～～って額ひたいをぬぐった。

「よし、どうやら危険は避けたよ～～だな。とんだ災さい難なんだよ」

　でもよくよく考えれば、泥どろ棒ぼうと出くわして正解だったかもしれない。もし泥棒と出くわさずうたた寝してた最さい中ちゆう、配達屋さんとか新聞の勧かん誘ゆうとか近所のおばちゃんとかが来てたひにゃぁ、それこそあの馬鹿らしい悲劇アゲインってことになってたろう。

「想像しただけでもぞっとする」

　銀ぎん之の介すけはぶるるって身を震わせた。

「さ、さっさと元に戻ろ。もうあの馬鹿らしい悲劇はくり返さないように」




「いや～～何事もなくてよかった」

　街の平和を愛するお巡まわりさんはにっかり微笑ほほえみながらパトカーへと戻った。

「さ、パトロールを続けようぜ」

「……………ああ」

　もう一人のお巡りさんがうかない顔で返事した。

「ど～したんだよ、なんかうかない顔して」

「僕、何かこう腑ふに落ちないんですよね」

「腑に落ちない？」

「ええ、本当に何もなかったのかなって。だっておかしいじゃないですか。顔も見せないなんて」

「ま～～、確かにおかしいが……そりゃあれじゃないか。ものすごく恥ずかしがり屋さんだとか。それに本人が何事もないんですって言ってるんだから間違いないだろ」

「もし言わされてるとしたら？」

「何だって？」

「もし、何事もないです僕の勘かん違ちがいでした……と言わされてるとしたら」

「それってつまり……」

　二人の頭に、同時に全く同じ映像が浮かび上がった。

　ずばり、背中に出で刃ば包ぼう丁ちようを突きつけられて滝たき涙なみだだーだー流してる哀あわれな青年の図だ。

「でもまさかそんな」

「そ～～ですよね。いくら何でも」

　二人があははははってぎこちなく笑ってた時だ。無線機がぴーぴーと音をたてた。

「はいこちら一いつ平ぺい、あ、部長。どうかしましたか？」

『どうかしましたかじゃない！　鮫さめ肌はだの辰たつ彦ひこが現れたぞ』

「鮫肌の辰彦？　それはどなたで？」

『連続強ごう盗とう犯はんだよ。指名手て配はい書しよを見ろ！　もうこれまでに何百軒けんって家が犠ぎ牲せいになってる。群ぐん馬まで最後目もく撃げきされてからしばらく身をひそめてたらしいんだが、ついさっき目撃情じよう報ほうが入った。一昨日おとといの夜それらしい男を飯いい波なみ駅で見つけたってな』

「何ですって！」

『ずる賢がしこい奴やつだからな。なんてったって強ごう盗とうに入った家の住人を人ひと質じちにとり、何なに食くわぬ顔で一週間も過ごしたって奴だ。客が来ても住人の背中に包ほう丁ちようをつきつけて応対させ絶対にぼろを出さなかったって言うからな。とにかく特別警けい戒かい令れいが出た。お前たちも気をひきしめろ。住人が顔を見せない家は要注意だぞ』

　スピーカーは静かになった。

　お巡まわりさん二人はゆっくりと顔を合わせ、そして同時に頷うなずいた。

「間違いない！　通報してくれた駒こま犬いぬ君は、人質になっている！」
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「こんにゃくこんにゃく三角こんにゃく、はんぺんはんぺん四角いはんぺん」

　一匹のオオカミが、そんなことをぶつくさ呟つぶやきながらおでんを眺ながめてた。

　血けつ統とう書つきに怪しい光景だけど、別に目もく撃げき者もいないから本人はさほど気にしてないよ～だ。

「こんにゃくはんぺんこんにゃくはんぺん三角四角三角四角………駄だ目めだ」

　まだまだ毛け深ぶかい銀ぎん之の介すけは、箸はしで摘つまみ上げてたこんにゃくを皿に戻した。

「やっぱ使い慣れてるあの積つみ木きじゃないと、なかなかうまくいかないよ」

　そう、銀之介は必死に元の姿に戻ろうと奮ふん闘とうしてるのだった。

　これが修業を積んだオオカミ人間ならば、自分の意志で自由自じ在ざいに変身も出来るし元にも戻れるんだけど（信じられないことに父さん出来るんだよな、銀之介談だん）まだまだ修業を積んでないオオカミ人間はそういう訳にはいかない。

　黄色じゃなくて丸じゃないものを凝ぎよう視しし、沸ふつ騰とうした細さい胞ぼうをなだめなくちゃいけないのだ。

　銀之介はいつも幼い頃から愛用してる色つき積木を使用し、所しよ要よう時間わずか数分で元に戻れるようにはなってるのだけれども。

「まさか積木袋ぶくろを学校に置いてきちまうとはな」

　はぁって銀之介はため息を吐き出した。

　積木袋がない今、何かほかで変わりになるものと物ぶつ色しよくした結果、冷蔵庫に昨日きのうの晩の残りのおでんが出てきたからそれでがんばってはいるんだけど。

　かれこれ十五分は経過してる。

　まだ元には戻れそうにない。

　感かん触しよくから考えるに、三十分程ほどはかかりそうだ。

「やれやれ、ちょっと休きゆう憩けいしてまたがんばるとすっか」

　とりあえず皿に載っかってた竹ちく輪わを丸まる吞のみし、銀之介はもぐもぐしながら大きく伸びをした。

　と、見事なお耳がぴくりぴくりって動く。

「何か騒がしいな。外が」

　人間時じとは比べものにならないくらい感度がよくなってる鼓こ膜まくが、外から聞こえてる音の集合体をキャッチした。

　車のブレーキの音。人の足音。ささやき声。

「何だ何だ？」

　銀ぎん之の介すけは立ち上がると、窓まど際ぎわに向かった。練習のため締め切ってたカーテンをちょいと開けて隙すき間まから外を眺ながめる。

　なんかよく分かんないけど、たくさんのお巡まわりさんがいた。

　なんかよく分かんないけど、たくさんのパトカーもいた。

　なんかよく分かんないけど、たくさんの野や次じ馬うまもひんひん言ってた。

「何かあったのか？」

　首を傾かしげてると、拡声器でパワーアップしたお巡りさんの声が聞こえた。

『犯人につぐ、犯人につぐ、すみやかに人ひと質じちを解放し外に出て来なさい。お前はもう包ほう囲いされているぞ』

「おいおい、大変じゃないか」

　銀之介は興こう奮ふんした口調で言った。

「どこの家だ？　おとなりの伏ふし見みさんかな？　お向かいの山やま本もとさんかな？」

　残念ながらよくは見えなかった。

　野次馬根こん性じよう丸まる出だしで、銀之介は二階の自室に駆け上がると、その窓の隙間から外を見た。

「伏見さんとこ……じゃなさそうだな。星ほし野のさんとこ………でもなさそうだな」

　そこで銀之介はおやっと首を傾げた。

　何だろ？　なんか気のせいかもしんないけど、取り囲まれてるのって僕の家っぽいよな。

　ちょっといやな予感がしたけど、銀之介は軽く笑い飛ばした。

「あっはっは。そんなはずないよな」

『犯人につぐ！　すみやかに駒こま犬いぬ銀之介君を解放し外に出て来なさい！』

　そんなはずあったもんだから、銀之介はその場で思いきり素すっ転ころんだ。

「あ！！！！！」

『犯人につぐ！　犯人につぐ！　返答がなければ突入するぞ』

「なんでだよ！　なんでこんなことになってんだよ！」

　銀之介は慌あわてた。毛け穴あながくわって開いちゃうくらい慌てた。

　誤ご解かいだ！って声を大にして叫びたいとこだけど、人ひと様さまの前に顔を見せられない現げん状況じゃ叫びたくても叫べない。

　人様の前に見せられる顔になるには、あと二十～三十分は必要だ。二十～三十分もあの方々が家の前で待ってくれてるとは思えない。

「銀之介君。大ピ～～ンチ」

　銀ぎん之の介すけは最高に楽しくなさそうな顔でそう呟つぶやいた。

「こうなったら仕方ない。唐とう子こに頭下げててっとり早く人間に戻ろう」

　人間に戻る最終秘ひ密みつ兵へい器き、乙女おとめのキッスを手に入れるため、唐子を呼ぼうと銀之介は電話機に向かって駆け出そうとした。

　と、足を止める。

「待てよ、もし唐子を呼んだとしても…………」

　家の目の前でバリケード作ってくれてるお巡まわりさんの人たちが、ひょこひょこやって来た唐子をすんなり通すとは思えない。絶対に足止めを食らうはずだ。

「あ～～～もうおしまいだ～～！　このまま突入されて正体がばれて引っ越しだ～～」




「くそ、外に出てくる気配はないな」

「仕方ない。ここは突とつ入にゆうするしか」

「突入準備を！」

「お──！」

　って盛り上がってる中、一台のパトカーが到着する。

　中から出て来たのは細ほそ面おもての初しよ老ろうの男性だ。

「あ、あなたは！」

「飯いい波なみ警察署ＮＯ１の交こう渉しよう人、小お川がわ警けい部ぶ！」

「え！　小川警部だって！」

「数々の犯人を説得したっていうあの小川警部なのか？」

　若手お巡りさんの中でどやどやとざわめきが起こった。

「しかし、小川警部は昨年定てい年ねん退職なさったはずでは」

「馬鹿者！　こんな時に定年なぞしていられるか！」

　よく分かんない理屈で怒ど鳴なりつけると、小川警部は拡声器をひったくった。

「私にまかせなさい。ねごーしえいとってものを見せてやる」




「あ～～おしまいだ、引っ越しだ、さよならだ、新しい街だぁぁぁ」

　自じ虐ぎやく的に泣きわめいてる銀之介の耳に、その拡かく張ちようされた声は届いた。

『あ～～私は飯波警察署の小川だ。今後君きみとの交渉は私が行う。早さつ速そくだが、何か要求があるなら言いなさい』

「帰ってくれよ！って言ったって帰ってくれないだろ～～な」

　はぁってため息を吐き出した。

「要求要求。唐子を連れて来てってのもヘンテコだし………………待てよ」

　銀之介の頭に、ちっちゃい豆まめ電球がぱっちりついた。

「そ～～だよ、要求すればいいんだよ」

　銀ぎん之の介すけはノートを破ると、マジックできゅっきゅと文字を並べた。




「返答ないですね。やっぱ突入した方が」

「馬鹿もの！　そんなことをしたら犯人を刺激して人ひと質じちが危険な目にあうだろう。今は待つんだ」

　てなドラスティックな刑事ドラマやってる時だ。誰かが空を指差し叫んだ。

「あれは何だ？」

　皆一いつ斉せいに空を見上げた。残念ながらスーパーマンじゃなかった。

　一つの紙かみ飛行機が、す～～っと下りてくるとパトカーの上にこつんと墜つい落らくした。

　早さつ速そく一人のお巡まわりさんが摑つかみ上げ調べる。

「文字が書いてあります！」

「よし、読め！」

「はい、え～～っと。うどんが食べたい……………」

　ど～～しよ～～もない沈ちん黙もくが辺りに漂った。

「誰か、うどんを用意しろ！」

「待ってください。まだ続きがあります」

　お巡りさんはごくって喉のどを鳴らすと、続きの文を口にした。

「ただし、うどんはこの辺りで一番おいしいうどん屋。そしてうどんを運ばせるのはその店の娘にやらせること」

「実に犯人らしい要求ですね」

「ああ、奴やつめ知能犯だな」

　小お川がわ警けい部ぶとその仲間たちはう～～むと唸うなった。

「どうします？　小川警部」

「要求通りにするぞ。そして奴の出で方かたを見るんだ」

「了りよう解かい！　この辺りで一番おいしいうどん屋って言うと……どなたか？　この辺りで一番おいしいうどん屋をご存じの方」

　野や次じ馬うまに呼びかけたら、二人組の背の高い方が手を上げ言った。

「商店街の七しち味みうどん亭ていって店が一番うまいと思うぞ。ちょうど高校生の娘がいるし」

「よし、さっそく行って来い！」

「はい！！！」

　小川警部の命令で、数人のお巡りさんが商店街に向かって走り出した。




「兄あに貴き、なんかすごいことになってきましたね」

　野や次じ馬うまやってるマサが、ニンジンぼりぼり齧かじりながら呟つぶやいた。

「そうだな。うどん屋の娘もとんだ災さい難なんだな」

　同じく野次馬やってる健けんもニンジン齧りながら呟く。

「なんかそれどころじゃなさそうですから、今日きようの計画は見送った方がよさそうっすね」

「そうだな。地上げされるどころじゃないだろ」

　健もこっくり頷うなずいた。

　健とマサのうどん屋地上げ計画は、今日はこんな感じに延期になった。
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「おっそ～～じおっそ～～じらんらんらんっとね」

　七しち味み唐とう子こはキレイ好きだった。そりゃ宿題やんないかわりに学校中を掃除しちゃうくらいのツワモノだ。掃除が嫌いだったらやってられない。

　掃除と挨あい拶さつが出来ない奴やつにろくなもんはいない！

　それが唐子の信条だった。

「うん、キレイになった」

　ピカピカに磨き上げた小さな店内を満足気げに見つめ、唐子はこくんと頷いた。

　時計を見やる。開店まではまだ一時間半ほどある。準備するにしてもまだ少し早い時間だ。

「お風ふ呂ろの掃除でもしよっと」

　店の奥へ駆け出そうとした時だ。電話機がとってもレトロな音でけたたましく鳴いた。

「はいはい。ちょっと待っててね～～」

　なだめながら受話器に手を伸ばしたその瞬間、うどん屋の扉とびらがガララララって開かれた。

　飛び込んで来たのはお巡まわりさんが三名だ。全速力で走って来たのだろう。来た途と端たんにぱったり倒れた。

「み、水」

「は、はい」

　唐子は慌あわててお巡りさん方に水を飲ました。泣きじゃくってる電話ちゃんの存在も気になるけど、今はお巡りさんの世せ話わが先決だ。こんなところで行き倒られても困る。営業妨ぼう害がいだ。

「あ、ありがとう。君はもしかしてここの？」

「はい、七味唐子ですけど」

「すぐに私たちと一緒に来てくれないか。うどんを持って」

　お巡りさんに熱っぽく言われて、唐子は目をパチクリさせた。

「あの、うち出前は基本的にはやってないんですけど」

「そんなんじゃないんだ。非常事じ態たいなんだ！」

　お巡りさんの熱気がむわっとしてきて、唐子はちょっとひるんだ。

「非常事じ態たい？」

「ああ、家にたてこもった強ごう盗とう犯人がうどんを持ってこいと言ってるんだ。しかも運ぶのはうどん屋の娘だって」

「はぁ」

　よく分かりませんって相あい槌づちを唐とう子こはした。そりゃそうだ、よく分かんないんだから。

　でも次の一言で、唐子の顔色が変わった。

「団だん子ご坂ざかを上ったとこの駒こま犬いぬさんの家なんだが」

「え！　駒犬って、もしかして銀ぎん之の介すけ君の！」

「知ってるのかい？　それなら話が早い。その銀之介君が人ひと質じちにされてるんだ」

　唐子の頭に、縛しばられて包ほう丁ちよう突きつけられてる銀之介の姿が浮かび上がった。

『助けて～～～。唐子ぉぉぉぉぉ』

　涙と鼻はな水みずをだーだー流しながら、銀之介は助けを求めてた（ＩＮ想像の世界）。

「待ってて、銀之介君。アタシすぐに行くから」

　家の中からバット持って来て飛び出そうとする唐子を、お巡まわりさんたちは慌あわてて止めた。

「君君ぃ、はやまっちゃいかんはやまっちゃ。君はうどんを運んでもらうだけでいいんだ」

「でも…」

「とにかく、大だい至急うどんを一いつ杯ぱい作ってくれ。それを持って」

「分かりました。ちょっと待っててください！」

　唐子は厨ちゆう房ぼうに飛び込むとあれこれと荷物をまとめた。

「出来ました！」

「出来ましたって、僕の目が確かならどんぶりと水すい筒とうとタッパーを持っただけに見えるけど」

「大丈夫です！　ガスコンロも持ちました。うちのうどんは作り立てじゃないと駄だ目めなんです！」

　唐子は拳こぶし固めて叫んだ。

「現地で作ります！」

　迫力に押されて、お巡りさんたちも納得した。

「さ、行こう」

「待っててね、銀之介君」

　お巡りさんを追い抜かすように唐子は飛び出して行った。お巡りさんもその後に続く。

　人口密みつ度どがすっかり低くなった店内で、ただ電話機だけがけたたましく泣きじゃくってた。すっかり忘れ去られてすねてるよ～～だ。

「はいはいはいっと。まったく。唐子の奴やつは何してるんだ？」

　店の奥から七しち味み辛から雄おがひょいひょいとやって来た。欠伸あくびをかみ殺しながら受話器を取り上げる。

「はい、もしもし。七しち味みうどん亭ていですけど………あ、銀ぎん之の介すけ君か。久しぶり、たまには遊びに来てくれよ。え？　唐とう子こかい。それがちょっと出かけたみたいなんだ。すぐに戻って来ると思うが、伝言かい。いいよ伝えておくよ。ちょっと待っておくれ」

　辛から雄おはメモ用紙とペンを用意した。

「え～～なになに、お巡まわりさんが行くと思うけど噓うそっぱちだから心配いらないよ。だけど適当にお芝しば居いしながら家まで来てほしい。詳しいことはその時に話す。なるほどなるほど、よく分かんないけど、あれこれ聞くのは野や暮ぼってもんだな。唐子に伝えておくよ。帰って来たら必ず」
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「犯人の様よう子すは？」

「まったく音おと沙さ汰たありませんです」

「そうか」

　小お川がわ警けい部ぶはしばし駒こま犬いぬ宅を睨にらみつけてから、糞くそ真ま面じ目めな顔つきで尋たずねた。

「うどんの具合は？」

　お巡りさんは肩越しに振り返った。

　そばかす少女がガスコンロでうどんを作ってた。

「出来た！」

　お巡りさんは首を元に戻すと、やはり糞真面目な顔つきで言った。

「準備出来たようです」

「うむ」

　小川警部は、うどんをお盆ぼんに載っける唐子に近寄ると、小声で囁ささやいた。

「いいか、七味君。余よ計けいなことはしなくてもいい。ただ少しでもいいから中の様よう子すを見て来てほしい。分かったな」

「分かりました。任せてください」

　唐子は堂々と言ったもんだ。

「銀ぎん之の介すけ君はアタシが助けます！」

「いや、助けなくてもいいんだ。ただ中の様子を」

「それじゃ行って来ます」

　深く頷うなずくと、唐子はすたすたと駒こま犬いぬ宅へと向かって行った。

　お巡りさんと野や次じ馬うまが固かた唾ずを飲んで見守る中、唐子がドアの前にて声を張り上げる。

「うどん、持って来たよ！」

　がっちゃりとドアが鍵かぎを外すため息を吐き出した。

　唐子は全身を硬直させた。

　きっと犯人が顔を出すだろう。顔を出した犯人にうどんを手渡す。その直後がチャンスだ。

　右足を振り上げて犯人のまたぐらを思い切り蹴けり上げる。

　右足に力を込めて待っている唐とう子この前で、ドアが半分開いた。

「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　唐子は素すっ頓とん狂きような声を頭の頂ちよう上じよう辺りから飛び出させた。

　隙すき間まから申し訳なさそうにちらちら顔を見せてるのは、見覚えのあるいやに毛け深ぶかい顔だった。

「銀ぎん之の介すけ君………」

「入って」

「え？」

「いいから早く入ってくれ」

　銀之介に腕を摑つかまれ、唐子は駒こま犬いぬ宅にお邪じや魔ました。

　すぐにがっちゃりと鍵かぎがかけられた。




　うどんを運んで行った娘は帰って来なかった。

　辛しん抱ぼう強く待ったけど、やっぱり帰って来なかった。

　クシャミをしただけでぶっ殺されそうな沈ちん黙もくが辺りを包んでた。

「小お川がわ警けい部ぶ」

　勇気を出して一人のお巡まわりさんが言った。

「もしかしてこれは、人ひと質じちが一人増えてしまったということでは」

「私としたことが、計算を間違えたか」

　悔しがる小川警部に、本当にこの人で大丈夫かいな～ってみんなが不安になった。

「犯人め！　次はこうはいかないぞ！」




「いや～～来てくれて助かったよ本当。あ、緊きん張ちようしまくりでお腹なかすいてるんだ。もらっていいかな？　うどん」

「別にいいけど」

「サンキュー。うん、おいひいおいひい」

　さっさとテーブルについてうどんをもっしゃもっしゃ食べ出す銀之介に、唐子ははあってため息を吐き出した。

「アタシが心配する必要なかったね。もうやっつけちゃったんでしょ」

「はだへれほを？」

「誰をって、犯人の人だよ」

　銀之介は二、三度目をぱちくりさせてから、ごっくりんこと音をたててうどんを飲み込んだ。

「唐子、僕の伝でん言ごん聞いてないのか？　さっき電話かけたんだけど」

「伝言？　そう言えばアタシが家出る時に電話が鳴ってたけどそれのこと？」

「多分そうだよ。そっか、それじゃ余分な心配かけちゃったかな」

　銀ぎん之の介すけは申し訳なさそうに頭の後ろをぽりぽり搔かいた。

「それで、犯人の人は？」

「唐とう子この目の前にいるよ」

「アタシの目の前？」

　唐子はよっく目の前を観察した。いたのはうどんを食べるオオカミ人間だけだ。犯人なんていやしない。

「冗じよう談だん止やめてよ。アタシの目の前には銀之介君しかいないよ」

「だから、僕なんだよ」

「何が？」

「犯人がさ」

　大きな唐子の目が、ぱっちんぱっちん音をたてた。ソバカスがちょっとナワバリ広げてる鼻の上んとこをぽりぽり搔いて、それから外ハネの髪を指でくりんくりんする。

「はぁ～～～～～」

　特大で訳わけ分かんないオ～ラを放つ唐子に、仕方ないなって感じに銀之介はことの経緯いきさつを説明した。




　かくかくしかじか。




「とまぁ、こ～～ゆ～～訳なんだ」

「ま～～、銀之介君の不注意が悪いんだろうけど、ついうたた寝しちゃうことって誰にでもあるもんね」

「そーそー。もちろん僕も悪いんだけど、一番悪いのは多分運うんだよ」

「そっか～、運が相手だとど～～しよ～～もないもんね～～」

　唐子はしみじみと吐き出してから、瞳を向け尋たずねた。

「でーアタシを呼んだ理由ってのは？」

「その……だな。さっきも話した通り、積つみ木きを学校に置いてきちまった訳でさ。おでんとか使ってがんばってるんだけど、緊きん張ちようしてるせいかぜんぜんこう元に戻れるぞ～～ってぞわぞわ感かんが湧わいてこないんだよ。だから……」

　銀之介は微び妙みように視線を動かしながら、恥ずかしそうに言った。

「だから……………唐子に頼も～～かな～～なんて思って……その……」

「最終秘ひ密みつ兵器の乙女おとめのキッス？」

「そ～～それ……なんだけど……」

　銀之介はちらっと唐子を横よこ目めで観察した。なんか難しい顔してた。少なくともニッコリ笑ってＯＫっていう表情じゃない。

「あはは、やっぱ駄だ目めだよな。そりゃ気楽に頼むことじゃないよな。イヤならいいんだイヤなら。強制したら犯罪だもんな。そ～～だ、楓かえでさんの携帯に電話して」

「ちょっと、楓ちゃんに頼むつもり！」

　唐とう子こが目を吊つり上げた。

「いや、もし近くにいたら頼んでみよ～～かな～～とかなんとか」

「楓ちゃんに頼むくらいならアタシがやってあげるよ。何回だって」

「でも、なんか嫌そうな顔してたし」

「嫌そうな顔？　違うよ。ちょっと考えごとしてただけ。あ、そりゃ～～嫌っていうかやっぱりこうもっとこう大切にしたいなっていう気持ちはあるけど、他ほかならぬ銀ぎん之の介すけ君が困ってるんだったらいくらでも協力してあげるよ」

「本当か。じゃあちょっと待っててくれ。歯磨みがいて来るから」

「ちょっと待って！」

　走り出す銀之介を、唐子は慌あわてて呼び止めた。

「ただ、アタシが考えてたのは、その後ど～するかってこと。銀之介君が人間に戻った後でお巡まわりさんたちにど～説明するかって問題」

「そんなの簡単だよ。犯人は裏うら口ぐちから逃げてしまいましたってことにすればいいんだよ」

　かっかと笑う銀之介だけど、唐子はゆっくり首を横に振った。

「残念だけどその言い訳は通じないと思うよ。だってこの家、表も裏もお巡まわりさんたちがぎっちり張り込んでるもん」

「え！」

「犯人がテレポーテーションでも使えなきゃ、誰にも見られずに逃げ出すなんてこと出来ないよ」

「そりゃまいったな」

　銀之介は頭を抱え込んで丸くなった。

　どれぐらい時が流れたろ～～か、唐子は口を開いた。

「アタシに一つ考えがあるの」

「どんなだ！」

　食らいついてくる銀之介に、唐子ははっきりとした口調で言った。

「もうこうなったら完全犯罪にしちゃおうよ」

「え？」

「完全犯罪にしちゃうの！」

　拳こぶしもおまけにつけて、唐子は叫んだ。




「あ、小お川がわ警けい部ぶ。また飛行機が窓から」

「よし、取れ！」

「あぁぁぁ、風が！」

　風に乗ってどんどん飛んで行く紙かみ飛行機を、お巡まわりさんたちが追いかける。

　十分くらいして、一人のお巡りさんがぼろぼろになって帰って来た。ほかのお巡りさんがどうなったのか、ど～～してこんなにぼろぼろになったのかとか、ものすごく謎なぞだけど、小お川がわ警けい部ぶはきっぱり無視した。

　一番大切なのは、その手に握られてる紙飛行機だ。

「早く読むんだ」

「は、はい」

　飛行機追つい跡せきに出なかったお巡りさんが、紙飛行機をひったくり開いた。

「だいたいこれぐらいになると犯人は逃走用の乗物を要求してくるものなのだ。どうだ？」

「は、はい。確かに乗物を要求してきてます」

「やっぱりか」

　うんうんと小川警部は頷うなずいた。

「それで何だ？　スポーツカーか？」

「いえ、スポーツカーじゃありません」

「それじゃ普通の乗用車か？」

「いえ、車じゃないんです」

「となると、まさかヘリコプター」

「いえ、そんなすごいものじゃなくて、どこにでも転がってそうな」

「どこにでも転がって、なるほど、バイクか。犯人はバイクで逃げ切るつもりなのか」

　深しん刻こくにそう呟つぶやく小川警部に、お巡りさんは首を振った。

「違います。近いものはあるんですけどバイクじゃありません」

「何を言うんだい君。まさか原げんチャで逃亡とでも言うんじゃないだろうな？」

「原チャじゃありません。ただのチャです」

「は？」

「チャリンコです。犯人は自転車を要求してます」

「自転車って、あの自転車か？　自分でちゃりちゃり漕こぐ」

「そうです。あの自転車です。漕がなきゃ進まないあの自転車です」

　小川警部とその仲間たちは、うっかり魂たましいが出ちゃうくらい口をポカンと開けた。

「犯人は一いつ体たい何を考えてるんだ？」
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「自転車で逃亡か。なんか間ま抜ぬけな姿だな」

「それじゃ銀ぎん之の介すけ君、車運うん転てん出来る？　バイクに乗れる？　原げんチャの免めん許きよ持ってる」

　答えは全部エヌオーだ。

「がんばって逃亡します！」

「よろしい」

　唐とう子こは満足気に頷うなずいた。

「それに、オオカミになってる銀之介君なら負けないでしょ。自転車でパトカーと競走しても」

「まぁな、走りでだって勝てる自信があるぞ。ただしその場合は四本足だけど」

「いいよ、そんなことしちゃあまりにおかしすぎるから。とにかく、銀之介君には顔とか尻尾しつぽとか隠かくれる雨ガッパか何か着てもらって、自転車で逃亡してもらうの」

　唐子はちくちくやってたお裁さい縫ほうを終えると、完成品を持ち上げ言った。

「これを背負ってね」

　銀之介はこれに目を落とした。

　これは人の形をしてた。これは銀之介の学生服を着てた。マクラカバーで作った顔にはへのへのもへじが書かれてた。

「この時期に麦むぎ藁わら帽ぼう子しもないけど、他に帽子がないから仕方ないね」

　即そく席せきで作り上げた銀之介人にん形ぎように唐子は麦藁帽子をかぶせた。

「完成。パッと見ただけなら十分誤ご魔ま化かせるよ」

「あのさ、蒲ふ団とんとか丸めて人形作っちゃったその手て際ぎわのよさには感心するけどさ」

　銀之介は眉まゆ毛げと眉毛を近寄らせると、いぶかしげに尋たずねた。

「これを背負って逃げることに何か意味があるのか？」

「も～～、分かってないな～～。銀之介君ってば」

　かぶり振って、唐子は言った。

「いい、ここで犯人、つまり銀之介君のことだよ。犯人だけが自転車に乗って逃げたとしよ。その後でお巡まわりさんたちがここに入って来て、人ひと質じちの銀之介君がいないのを見てどう思う？」

「そりゃ、おかしいと思うだろうな」

「でしょ、だったら話は簡単だよ。犯人は人質の銀之介君と一緒に逃げればいいの」

「つまりこの人形を背負って」

「そう。が～～って自転車漕こいでさっさとパトカーなんかまいちゃってさ。どっか適当に人のいないとこに隠かくれちゃえばいいわけ。時間さえかければ元に戻れるんでしょ」

「まあな」

「元に戻ったら、この人形の服を着て出て来るの。人質は無事に発見されたけど、犯人は逃亡。それが筋すじ書がきだよ」

「後で警察に聞かれたらどうするんだ？」

「僕は何も知りませんって言えばそれまでだよ。銀之介君の頭の中までは調べられないんだからさ」

「なるほど～～」

　銀ぎん之の介すけは顎あごに手をあてると何度も頷うなずき感心した。

「唐とう子こってなんだかんだで頭いいんだな。僕尊そん敬けいの眼まな差ざしで見ちゃうよ」

「止やめてよ照れるから。それから」

　唐子は銀之介に何な故ぜかロープを握らせ言った。

「さ、アタシを縛しばって」

「へ？」

「だから、縛って！」

　オオカミは二、三度毛け深ぶかい目蓋まぶたをパッチンパッチンさせてから、ぼそっと呟つぶやいた。

「そ～～ゆ～～趣味があったのか？」

「馬鹿アホ変へん態たい！　違うよ！」

　キックをオオカミのすねに入れてから、唐子は説明した。

「私はうどんを届けに来て人ひと質じちにされちゃった女の子なんだよ。銀之介君が逃げてった後でお巡まわりさんが入って来た時、アタシはどんな顔してればいいわけ？　アタシ演技なんて出来ないから、縛ってもらってた方がありがたいの」

「そっか、人質だもんな。分かった。縛るよ」

「はい、あんまりきつくしないでね」

「こうか？」

「そうそう、あ！　ダメ！　ちょっときつい。いたいいたいいたたたた」

「御ご免めん御免。オオカミ状態だってことうっかり忘れて力こめちゃった。こんなんでどう？」

「うんうん、いい感じだよ」

　無事に唐子を縛り上げた銀之介は、自分の胸に手をあてて首を傾かしげた。

「なんでだろ。唐子縛ってたらなんか心臓がドキドキしてきた」

「変態！」

　ちょっと顔を赤らめて、唐子は叫んだ。

「さっさと逃亡しなさいよ！　きっともう玄げん関かん前に自転車が届いてるはずだから」




「あ～～、犯人につぐ。自転車は用意したぞ」

　拡声器でパワーアップした声がびやんびやんと響ひびいた。

　駒こま犬いぬ家玄関前まえに自転車がどでんと座ってた。どこでにも転がってそうなママチャリだ。籠かごが大きくて便利そうだ。

「しかし、犯人はど～～して自転車なんかを要求したんですかね。まさか本当にあれで逃亡するつもりじゃ」

「いや、さすがにそれはないだろう」

　小お川がわ警けい部ぶは、鼻で笑った。

「いくら何でも自転車なんぞでパトカーに張り合おうなんて」

「小川警部！　犯人がいきなり出て来ると自転車に飛び乗りました」

「なんですと！」

　小川警部はずらしてた視線を慌あわてて元に戻した。

　今、まさに自転車が出しゆつ立たつするとこだった。雨ガッパを着た犯人が、学生服の青年を背負いちやりちゃり自転車を漕こぎ始める。

　もし、お巡まわりさんたちが冷静でいてなおかつよく目をこらしていれば、学生服の青年の顔がへのへのもへじだってことに気がついたかもしれない。

　だけどお巡りさんたちは冷静じゃなかった。なおかつ目もこらしてなかった。へのへのもへじのへの文字すら見えていなければ、ちょっとはみ出てる綿にだって気がつかない。

「追え！　追うんだ！！！」

　小川警部の喉のどを痛めるんじゃないかって叫びで、お巡りさんたちがわらわらと動いた。

　ある者は駆け出し、ある者は白バイにまたがり、ある者はパトカーに乗り込む。

　小川警部もお巡りさんの運転するパトカーの助手席にどっかと腰を下ろした。

　けたたましくサイレンを鳴らして、お巡り様御ご一いつ行こうは自転車を追いかけ出した。




「ちょっと予想外だったな」

　玄関入ってちょっと上がったとこの廊下で、縛しばられてる唐とう子こはぼそりと呟つぶやいた。

「きっとすぐにお巡りさんが飛び込んで来ると思ったのにな」

　唐子は辛しん抱ぼう強く待った。だけどやっぱり誰も入って来ない。

　どうやらあれだけたくさんいたお巡りさんたちは、みんな銀ぎん之の介すけの後を追いかけて行ってしまったようだ。

「せっかく縛ってもらったのに、意味なかったかな」

　はぁって特大ため息を吐き出しかけた時だ。沈ちん黙もくしてた扉とびらががっちゃと声を上げた。

「お巡りさん！」

　じゃなかった。入って来たのは、よくよく見慣れた眼鏡めがねのおじさんとその奥さんだ。

「もう、あなたったらずっと眠ってるんだから。しかも中ちゆう途と半はん端ぱなとこで拍手するし」

「おいおい、しつこいぞ典のり代よ。だから、言ってるだろ。眠ってた訳じゃなくて、少しうとうととした無む我がの境地で音楽を楽しんでいたんだと。それに中途半端なとこじゃないぞ、私が拍手したとこは。作曲家はきっとあそこで一つの山の終わりを……」

　銀ぎん一いち郎ろうはそこで熱ねつ弁べんを止やめた。

　玄関とこで自分たちを出迎えてくれてる女の子に気がついたからだ。

「あら、唐とう子こちゃんじゃない」

　典のり代よが笑顔を向ける。

「ど～～も、お邪じや魔ましてます」

「いいのよ。ゆっくりしていってね」

「そうそう、遠えん慮りよすることはない。カステラ買って来たんだ。お茶にしようじゃないか。………………ところで」

　笑顔でカステラの箱を持ち上げて見せてから、銀ぎん一いち郎ろうはちょっぴり気になってるポイントを指し摘てきした。

「どうして縛しばられてるんだい」

「ははは、気にしないでください」

　唐子は苦しく笑った。

「ちょっと銀ぎん之の介すけ君に縛ってもらっただけですから」

「銀之介に………」

「縛ってもらった」

　銀一郎と典代はゆっくりとお互いの顔を見合わせた。

「あいつにこんなアブノーマルな趣味があったとはな」

「そんな趣味に育てた覚えはないのにねぇ………」
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　二人が何を誤ご解かいしてるのか一いつ瞬しゆんで理解した唐とう子こ、もちろん慌あわてて叫ぶ。

「違うんです！　銀ぎん之の介すけ君の趣味って訳じゃなくって！　これはですね！」

「分かった。それ以上は言わなくてもいいよ」

　銀ぎん一いち郎ろうが手で制すると、ゆっくりと首を振った。

「大丈夫、人の趣味はいろいろだって叔お父じさんよく知ってるから。だけど、こんな玄関でってのはど～～かと思うんだ。一いち応おう、小学生の銀ぎん花かちゃんもいることだしな。子供にへんな影えい響きようを与えてしまっては大変と……あ、何も偏へん見けんを持ってる訳じゃないんだ。唐子ちゃんの趣味についてとやかく文句を言うつもりも…」

「だからそ～～じゃなくて」

「い～～んだい～～んだ隠かくさなくたって。なぁ典のり代よ」

「そうよ、唐子ちゃん。恥ずかしいことじゃないわ。秘密にした方がいいことだけど」

「だから、アタシの趣味でもなくってぇぇ」

　説明は困難を極めそうだった。

　長い戦いになりそうだなっと、唐子はちょっぴり脱だつ力りよくした。
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　銀之介はちゃりちゃりペダルを漕こいでた。

　パトカーやら白しろバイやらとのチェイスはまだ続いてた。思ったよりお巡まわりさんたちががんばってて引き離せないでいるのだ。

「それにしても、ここはどこなんだ？」

　ちゃりちゃりしながら、銀之介は辺りを見渡した。

　血けつ統とう書しよがついちゃうくらいの山やま路みち。追いかけっこを始めた頃には確かに飯いい波なみ市の中を走り回ってたけど、気がついたらだんだんと民みん家かが少なくなって、それに反はん比例して緑が多くなって。

　ガードレールの向こうにダムが見えた時、銀之介は確信した。

「こりゃ、もう飯波市出ちまってるぞきっと」

　後ろを見た。先さき程ほどまで食らいついてたパトカーの姿はない。どうやらくねくねした山路で音ねを上げてくれたよ～だ。

「やれやれ」

　銀之介は自転車を止めると、大きく深しん呼吸した。

「この、ちょっと走るとすぐ山の上ってのが、長野県ってもんなのかな」

　なんてしみじみ森しん林りん浴よくしたりする。

「さて、誰もいないならちょうどいいや。この辺りに隠かくれて着替えを」

　って時だった。サイレンの音がけたたましくやってくる。

「やってる場合じゃないか！」

　銀ぎん之の介すけは自転車に飛び乗るとペダルに足をかける。

　サイレンの音は下りの方向から、いや………。

「両方………はさみうちかよ」

　はさみうちだった。




「なるほど、そんなことになってたのか」

「人形を背負って自転車で走り回ってるとはねえ」

　長い長い時をかけて（三十分ばかし）銀ぎん一いち郎ろうと典のり代よはとりあえずの顚てん末まつを理解した。

「まったく、銀之介の奴やつはどこ行っても問題を起こして」

「本当ね。何か悪いものがついてるのかしら。今度神じん社じやでお祓はらいを」

「それなら飯いい波なみ神社がいいらしいぞ。何でも那な智ち村の今いま村むらさんが厄やく払ばらいで」

「あの～～」

　深しん刻こくにそんなこと話してる二人に、唐とう子こはおずおずと話しかけた。

「出来れば、ロープ解いてほしいんですけど」

　縛しばられてるって現実を棚において説明をがんばってた。だからまだまだ縛られてる。

「え？　ああすまないすまない。よっこらしょっと。こりゃまた固く結んだもんだな」

「軽くしてって言ったんだけど」

「変身したあいつの軽くだからな。駄だ目めだ。典代、ハサミ」

「はい、どうぞ」

「用意がいいな。よいこらしょっと」

　ロープが断ち切れると同時に、玄関チャイムが鳴った。

「誰かしら？」

　玄関へと向かった典代は、すぐに戻って来る。

「お巡まわりさん。何か大切な話があるんだって。すごく深刻な顔してたわ」

　三人は玄関に向かった。一人の若いお巡りさんが沈ちん痛つうな面おも持もちで立ってた。

「駒こま犬いぬ銀之介君のお父様とお母様ですね」

「そうですけど」

「ことの成りゆきは？」

「聞きました」

「そうですか。なら手て短みじかに報告します。銀之介君を背負った犯人を、白しろ部べダム付近で追いつめることに成功しました。しかしあと一歩というところで犯人は自転車を捨てるとガードレールを乗り越え、斜面を突っ走って逃げて行ったのです。人間技わざとは思えない行動でした」

「そりゃ～～そうだろうな」

「お二人とも、気を確かにして聞いてください。実は………その時に…………」

　お巡まわりさんは何度か口ごもってから、一気に吐き出した。

「背中に背負われていた銀ぎん之の介すけ君が……ダムに落ち……。救出しようと向かったのですが……行方ゆくえ不明に」

「そうですかぁ。そりゃ～大変だぁ」

　銀ぎん一いち郎ろうの平然とした対応に、唐とう子こがひじの一いち撃げきを食らわせた。

「いたっ」

「駄だ目めだっておじさん」

　唐子が、ものすごく微び少しような声で囁ささやいた。

「ちゃんと演技しないと！　お巡りさんにおかしいと思われちゃうよ」

「そうだな」

　言われてみれば当然だ。こっちは人形だって知ってるけど、向こうは知らないのだ。

「うおぉぉぉぉぉ、銀之介。何な故ぜ父をおいて逝いってしまったんだぁぁぁ」

　ダイナミックすぎる演技に、唐子はため息を吐き出した。

「ま、何もないよりいいか」

　そして、唐子と典のり代よも演技した。目め頭がしらを押さえて泣き崩れるって演技だ。

　そりゃ演技マスターからすれば、一昨日おととい来やがれって演技だろう。でも若いお巡りさんには一二〇パーセントで通じた。

「希望を捨てないでください！　今いま必死に捜そう索さく活動を続けていますから」

　廊下を転げ回ってる銀一郎の肩に手を置きそう言うと、今度は拳こぶしをぎっちぎちに固めて叫ぶ。

「憎むべきは犯人です！　我われ々われ警察の手でかならず捕まえてみせます」

「いや、そんなにがんばんなくてもいいよ。きっと犯人にもいろんな事情ってのがあるんだろうから」

「それでは私も追わなくてはならないので。失礼します」

　お巡りさんは一いち礼れいすると飛び出してった。

　一いつ拍ぱくおいてから、三人は同時に特大のため息を吐き出した。

「人形がダムに落っこちたってな」

「ええ」

　典代は困ったもんだと首を振った。

「新しい制服も買わなくちゃいけないわね」

「銀之介の小こ遣づかい……しばらくカットにするか」

「異い議ぎないわ」

　典代も了りよう解かいした。

　さすがの唐とう子こも、フォロー入れようがなかった。

「銀ぎん之の介すけ君、今いま頃ごろどこを逃げ回ってるのかな？」
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　本人も分かってなかった。

　ただひたすら追っかけっこやってた。

「なんか、ものすごい犯罪者になった気分だ」

　またパトカーのサイレンが近づいてくるのが聞こえた。

　そこら中のパトカーが総そう動員されているらしい。

「やれやれ」

　悲劇は突然起おこった。銀之介の足が悲鳴を上げたのだ。

「いたた、足がつった足がつった」

　すぐ近くの民みん家かの庭に逃げ込んだ。

　パトカーが通り過ぎてくのを耳で確認してから、銀之介は大きく息を吐き出した。

「助かった」

　と、銀之介の瞳にある物が映った。

　ガラス戸を通して見える部屋に、カラフルな多た角かく形けいの物体がたくさん転がってるのが。

「つ、積つみ木きだ」

　足の痛みも忘れて銀之介は立ち上がった。

　使い慣れてる積木じゃないけど、それでもおでんのこんにゃくよりは早く人間に戻れるはずだ。十分もあれば。

　銀之介はそっと窓に手をかけた。鍵かぎはかかってなかった。

　夢む遊ゆう病びよう者のように、銀之介は首を突っ込んだ。部屋に人の姿はない。

「ちゅ、ちゅみき」

　ぬき足さし足忍しのび足で部屋に進入すると、カラフルな積木に手を伸ばしかけ止やめる。

「黙って持ってっちゃ…………やっぱ犯罪だよな。いいか、後で返しに来れば」

　思い直し、積木を握り締めた時。

　がたって物音に、とんがった耳がぴくりと動く。

　振り向くと、男が襖ふすまを開けて入って来たところだった。

「だ、誰だ！」

　男の叫びに、銀之介はしまったと顔をゆがめた。

　自分はこれからこの積木を借りてどこか人のいないとこに行き人間に戻り、その後でここに返しに来るっていうお仕事があるのだ。

　騒がれてひともんちゃく起こす訳には……………。

　銀ぎん之の介すけの頭で、一いつ瞬しゆんこんな考えが閃ひらめいた。

　待てよ。ここで元に戻っちゃったら楽なんじゃないか？　人のいないとこを探す必要もない訳だし、わざわざ返しに来なくてもいい。

　となると、邪じや魔まになるのは目の前の男の方だ。出来ることなら、しばらく眠っていてもらいたい。

　そ～～だ眠っててもらおう。

　銀之介の右拳こぶしが目にも止まらない速さで男のみぞおちに決まった。

「も～～し訳ございません」

　崩れ落ちる男に、銀之介は深々と頭を下げた。
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「唐とう子こちゃん。カステラいかが」

「あ、いただきます」

　小さな茶さ話わ会かいが、駒こま犬いぬ宅では行われてた。

「銀之介。今どこなのかしらね」

「さあな。まぁ変身したあいつだから捕まることはないと思うが…………」

　カステラをもそもそ食べながら、銀ぎん一いち郎ろうが吐き出す。

「オオカミの姿が目もく撃げきされてなきゃいいんだけどな」

「本当ね」

　典のり代よがため息を吐き出した。

「引っ越しの準備……しといた方がいいかも」

　銀一郎の笑えない冗じよう談だんだった。事実誰だれも笑えなかった。

　三人そろってはぁってため息を吐き出したのと時を同じく、電話がけたたましく自己主張した。

「唐子ちゃん。出てくれないか。警察からだったとしたら、私たち、うまく演技出来ないから」

「はい、分かりました」

　唐子は立ち上がると階段下の電話機に向かった。

「友達を心配してる女の子。友達を心配してる女の子」

　そうイメトレしてから、受話器を取る。

「はい、もしもし」

　心配をねっとり込めてそう言ったけど、その必要は全くなかった。

「お～～ぃ、唐子か」

「銀之介君！」

「やっと元に戻れたよ。今から帰る。ただけっこう遠くまで来ちまったから駅探さがして電車で……」

「駄だ目めぇ！」

　銀ぎん之の介すけの言葉の語ご尾びにくらいつく。

「何なに考えてるの！　銀之介君はダムに落っこちたんだよ！」

　唐とう子こは、受話器に向かって叫んだ。

「今から服脱ぬいでダムに飛び込んで!!」




「ジョンと遊んでたらすっかり遅くなっちゃった」

　お日ひ様さまももうすっかり身をひそめたって頃、早足でてこてこ駆ける銀ぎん花かの姿があった。

「もうおじちゃんたちも帰ってるだろ～し、おみやげ何だろ」

　なんてことを口にしながら団だん子ご坂ざかを上ってる銀花の隣となりを、一台のパトカーが追い抜いていく。

「あれ？」

　銀花は足を止めると、目をぱちくりとさせた。

「何で銀兄ぃがパトカーに乗ってんだろ？　しかも体中にタオルなんか巻いて。プールから出たばっかなのかな？」

　推理してもそれぐらいしか出ないから、銀花は先を急ぐことにした。もうすぐ家が見える。そうすればきっとことの真相が解明されるはず……。

　家が見えた。

　家の前には銀ぎん一いち郎ろうと典のり代よと唐とう子こが立っていた。その前にパトカーが音をたてて到着する。

　ゆっくりと出て来た銀之介に、三人が駆け寄る。

「銀之介ぇぇぇぇよく無事だったな」

「怪け我がはない？　銀之介」

「うぅぅぅ、銀之介君。心配してたんだよ」

　映画に出てくるよ～～なシーンだ。

「よかったですね。小お川がわ警けい部ぶ」

「ああ、犯人は逃してしまったが、人ひと質じちが無事で本当によかった」

　二人も涙した。

「ね～～ね～～、ど～～してみんな泣いてるの？」

　銀花がまとわりついても誰も答えてくれなかった。

　お巡まわりさんたちの方は、感かん無む量りようで説明出来ないって顔つきだ。

　駒こま犬いぬ家の面めん々めんは、説明なんかしたくもないぜってな表情を一同が浮かべてた。

「ね～ってば～～、銀花だけ仲間外はずれにしないでよ」

　ぶっちゃけ何が行われてるのか爪つま楊よう枝じの先っぽほども分かっちゃいなかった。だけどなんか仲間外れにされてるようでしゃくだった。

　何が一番悔くやしいって言えば銀之介に抱きついてよかったね、よかったねって言ってる唐子の存在だ。

「銀兄ぃぃ」

　よく分からないけど、とりあえず銀ぎん花かは銀ぎん之の介すけの足にしがみついた。

「よく分からないけどよかったね」

　銀花も泣いた。よく分かんないけど必死になって泣いた。

　そんな中、たった一人だけ泣いてない銀之介は、一言だけ感謝の言葉を口にした。

「ひっくしょん！」
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「ひっくしょん」

　学校の帰り道、銀之介は特大のクシャミをかました。

「あれ～銀之介君まだ風か邪ぜひっぱってんの」

「当たり前だろ」

　ティッシュで鼻かみながら、銀之介が答える。

「このくそ寒い中、パンツ一つでダムに飛び込んだんだ。パトカーが通りかかるのが遅かったら、真ま面じ目めに沈んでたかもしんないんだぞ」

「仕方ないよ。完全犯はん罪ざいのためなんだもん。でもほら、アタシの言った通り全すべてが丸く収まったでしょ」

「ま～確かにな。それは認めるよ」

　駒こま犬いぬ宅強ごう盗とう犯はん占せん拠きよ事件は、犯人の逃亡、ダムに落ちた人ひと質じち無事発見という形で終演を迎えた。

　あれから早くも三日。警察はまだ犯人を捜してるらしいけど、絶対に見つからないだろう。見つかるわきゃないってもんだ。そんなもんいないのだから。

「これからは気をつけよ。もうこんなの御ご免めんだよ。風邪はひくし小こ遣づかいはカットになるし」

「そーそー、気をつけてね。あ、銀之介君知ってる？」

「何を？」

「那な智ち村での事件のこと」

「那智村ってのは、飯いい波なみ市の隣となりの村だよな。行ったこたないけど」

「そーそー、その村でさ。強盗事件が起こったんだってさ」

「物ぶつ騒そうな話だな。いつだよ」

「それがさ、銀之介君の事件と全く同じ日だったんだよ。偶ぐう然ぜんだよね」

　唐子は深しん刻こくな顔して説明を続けた。

「普通の家に侵入して家の人をみんな縛しばり上げたんだってさ。誰か客が来ても、包ほう丁ちよう当てて家の人に家の中から対応させて、自分はゆっくり物ぶつ色しよくしてたらしいよ」

「恐い話だな」

「けっこうその筋すじでは有名な犯人だったんだってさ。ま、捕まっちゃえば有名も何もないんだけど」

「捕まったのか？」

「うん。自力でロープを解いた家の人の通つう報ほうでお巡まわりさんが行ったんだって。ただよく分かんないのは、その時もう犯人は倒されてたことなんだって。家の人がやった訳でもないし」

「ふ～～～ん、不思議なこともあるもんだなぁ」

　銀ぎん之の介すけはしみじみと頷うなずいた。

「でもま、捕まってよかったじゃないか。きっとそれは神様のバチって奴やつだよ」

「そ～だよね。バチだよバチ」

　ってことで結論が出た。

「それじゃ～～ね。また明日あした」

「おう、またな」

　いつもの分ぶん岐き点で二人は別れた。

「そ～言えば、あの人大だい丈じよう夫ぶかな？」

　銀之介はふと思い出した。ちょっと眠っててもらうために拳こぶしをめり込ませた男のことだ。

「そんなに強くは殴なぐらなかったつもりだけど、やっぱ悪いことしちゃったよな。本当に」

　今度ひそかにお詫わびのお菓か子しなんぞを置いてきた方がいいかもしんない。なんてことを銀之介が考えてた時だ。

「あ～～、銀兄ぃぃぃ」

　振り返った時には、もう銀ぎん花かは銀之介の足にしがみついてた。

「うまくいったよ！　学芸会！」

　ポニーテールをゆさゆさ揺らし、銀花が叫ぶ。

「校長先生にも誉ほめられちゃった。銀花の赤ずきん」

「そっか。そりゃよかったな」

　苦く笑しようしながら銀之介は言った。思えばこのおてんば娘につきあったのが、悲劇の始まりだった。

　それを考えると手放しで祝福してあげられない、そんな複雑な心境なのだ。

「それでね、十二月のクリスマス会にもうちのクラスが劇をすることになったの。劇は『三匹の子こぶた』にしよって話してね、アタシが三番目の子ぶたするの」

　銀花は満面の笑えみを浮かべると、銀之介を見上げ言った。

「だからまたオオカミになって練習つきあってよ」

　もちろん、銀之介は魂たましい込めて力一いつ杯ぱい叫んだ。

「い・や・だ！」





第十五話　完















　　　第十六話　わんわんのままで
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「それじゃ、行って来るからな」

　タクシーに荷物を積み込みつつ、銀ぎん一いち郎ろうが言った。

「でも、本当に大丈夫なの？」

　典のり代よが心配そうに尋たずねる。

「大丈夫だって、なあお銀ぎん」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　銀ぎん花かがこれでもかってくらい深く首を縦たてに動かした。何度も何度も。

「銀花たちのことは心配しないで、おじちゃんたちは北海道旅りよ行こう楽しんできなよ」

「そ～～そ～～。五日くらい二人でなんとかやってけるよ」

「そうか。なら銀ぎん之の介すけ。あとはお前に任せるよ。ちゃんと銀花ちゃんの面めん倒どう見るんだぞ」

「違うよ。銀花が銀兄ぃの面倒を見るんだよ」

　銀花の自己主張に、銀一郎と典代は噴ふき出した。

「そうだな。それじゃ銀花ちゃん。銀之介の面倒、よろしく頼んだぞ」

「うん！　任せて任せて」

「よし、それじゃ行くか典代」

「そうね。あなた」

　二人はタクシーに乗り込んだ。

「おみやげ買って来るからな～～」

「ちゃんとご飯はん食べるのよ～～」

　そしてタクシーは去って行った。

　見えなくなるまで手を振ってから、銀之介ははぁって息を吐き出した。

「師走しわすの頭あたまに五泊六日の旅行ね。さすが強いな、自由業は」

「おみやげ何なに買って来てくれるかな？」

「北海道だろ。父さんの性格からして食べものだな。札さつ幌ぽろラーメンとかカニラーメンとか」

「わ～～～いカニカニ！」

　両手をチョキにしてカニの物まねをする銀花を見下ろし、銀之介ははぁってまたため息を吐き出した。

「五日もこのカニ娘の面めん倒どうを見なくちゃなんないなんてな」

「銀ぎん花かが銀兄ぃの面倒を見るんだって言ったでしょ！」

　腰に手をあて目を吊つり上げ、銀花はそう主張する。

「それに大丈夫だよ。銀花ちゃんとやるから。ちゃんとがんばるからさ」

　そこで銀花はちょっともじもじ虫になると、恥ずかしそうに呟つぶやいた。

「この五日間は銀花のこと奥さんだと思っていいよ」

「奥さんねぇ」

　銀ぎん之の介すけは軽く想像してみた。銀花を奥さんとした場合の結婚生活をだ。

「多分、僕長なが生いきしないんだろ～～な」

　銀之介はしみじみと吐き出した。
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「あ、もうお昼の時間だね。それじゃ銀花、さっそくお昼作るから。すっごい料理」

　家へ飛び込もうとする銀花の襟えり首くびを、銀之介はぐいと摑つかむ。

「カップラーメンがあったろ。お湯わかすだけでいい」

「でも、銀花やっぱり心を込めて作りたいの」

「そのあとすごいことになった台所を心を込めて掃除するのは僕の仕事なんだからな。とにかく、カップラーメンも一いつ杯ぱいあるし、母さんがいろいろ作って冷凍していってくれたからさ。お前がそんなに料理をがんばる必要はない」

「ぶう」

　銀ぎん花かはおたふく風か邪ぜのフグみたくぶうって膨ふくれた。

「さ、家に戻るぞ」

　くるりと向きを変える。中ちゆう程度の一いつ軒けん屋やが視し界かい一杯に広がった。四人で暮らしてる時はむしろ狭いと思ったくらいだけど、これからの五日間はさぞかし広く感じることだろう。

　このドアの向こうにはどんな苦労が待ってるんだろ～～か。

　なんてことを考えてた時だった。

　銀ぎん之の介すけの背中に、衝しよう撃げきが走った。

「うっ」

　力が抜け膝ひざを地面に落とす。

「ど～～したの銀兄ぃ」

　心配して駆け寄って来た銀花の前で、銀之介は苦しそうに荒く息を吐き出した。

「はあはあはあはあはあ」

「ねぇ、ど～～したんだってば」

「はあはあはあはあ」

「銀兄ぃってばぁ」

　銀花はしばし考えてから、こそっと尋たずねた。

「もしかして……これから銀花と二人きりになると思って緊きん張ちようしてるの？」

「違うよ馬鹿！」

　って叫んだ途と端たん。必死に押さえてたもんが体の中で爆発した。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ぞわぞわってした肌はだからは獣けものの毛が生はえ、耳は三角形に尖とんがり牙きばが飛び出す。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　いつものプロセスを経て、銀之介はオオカミにと変へん貌ぼうを遂とげた。

「駄だ目めだよ銀兄ぃ！　こんなとこで変身しちゃ」

　慌あわてて銀花が辺りをきょろきょろ見渡す。

「よかった。誰も見てない。ほら、早く家に入ろ」

「ああ」

　そこんとこは銀之介も理解してる。四本足で一気に家の中に駆け込んだ。

「ふ～～、一時はど～～なるかと思っちゃった」

　がちゃっとドアを閉め、銀花はほっと胸をなで下ろした。

「お銀ぎん。お前成せい長ちようしたな」

「え？」

「ここに来た頃のお前だったら人の目なんか気にしなかったろうにな。うん大たいしたもんだ」

　感心する銀ぎん之の介すけに、銀ぎん花かはちょと照れくさそうに笑った。

「銀花だっていろいろ勉強したもん。さ、お昼にしよ。その手じゃ箸はし摑つかみにくいでしょ。早く元に戻っておいでよ」

「ああ………………でもおかしいな」

　銀之介は毛け深ぶかい顎あごをおやっとばかしに傾かしげた。

「何で変身なんかしちゃったんだろ？　黄色くて丸いものなんか見てないのに」

「もしかして……これから銀花と二人きりになると思ってこ～ふんしちゃった？」

「違うよ馬鹿！」

　そう言い放って、銀之介は軽く笑った。

　笑ってられなくなったのは、それからまもなくのことだった。
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「駒こま犬いぬ君は今日もお休みです」

　柏かしわ持もち先生がホームルームで言った。

　唐とう子こは空っぽの隣となりの席にちらりと目を向けた。

　三日間ほったらかしにされた机つくえは寂しそうにしょんぼりしてた。もし口があったら、私はいらない机なんだ～！　なんて叫び出しそうなくらいの悲ひ壮そう感だ。

　このままほったらかしにしといたらグレてしまうことだろう。

「銀之介君。ど～しちゃったのかなぁ？」

　唐子は心配そうに呟つぶやいた。

「もうこれで三日目だよ」

　銀之介が風か邪ぜひくってのはそんなに珍しいことじゃない。有ゆう史し以来何なん度ども何度もひいてる。ウイルスに好かれやすい体質なのか、季節の変わり目のたんびにひいてる。

　ただここまで休みが長期化したのは初めてだ。

「そんなに具ぐ合あい悪いのかな？」

　唐子は悩んだ。ずっとずっと悩んでた。

　なもんだから、気がついたらホームルームが終わってた。

　それでも唐子は悩んでた。

「唐子さん」

　って声かけられ、唐子は悩むのを中断して首を動かした。

　楓かえでが立ってた。相変わらず涼しげなオ～ラまきつけて。

「駒犬君の風邪、今回は長引いてるみたいね」

「うん、そ～～だよね。もう三日間だもんね」

　唐子は難しい顔で続けた。

「実はさ、一昨日おととい、最初の日に電話かけたんだ。そしたら大だい丈じよう夫ぶ大丈夫って言ってて、お見み舞まいに行くよって言ってもそんな必要ないからって」

「私が昨日きのう電話した時にも同じようなこと言ってたわ」

「え？　楓かえでちゃんも電話したの」

「かけたわ」

　楓はそっけなく言った。

「両親が旅行中で、従妹いとこの女の子と二人だけで過ごしてるって言ってたわ」

「それ、アタシ知らない」

　唐とう子こがぶすっとして言った。

「どうして楓ちゃんだけに……」

「これは私の想像なんだけど」

　楓はそう前置きして続けた。

「何な故ぜか分からないけど、お見舞いに来てもらいたくないような口ぶりだったわ。だから唐子さんには言わなかったんじゃないかしら。唐子さんが聞いたら、何が何でも行ってたんじゃないの」

「うん、アタシが聞いたら行ってた」

　唐子だってもう十七歳さいだ。自分の性格だってある程度は理解してる。

　きっと、岩をもつき崩す勢いで駒こま犬いぬ宅へ突とつ撃げきしてたことだろう。大量の武器を背負って。

「でもど～～してお見舞いに来てほしくないんだろ？」

「う～～～む」

　二人は二人して脳のう味み噌そをこねくり回した。珍しい共同作業だ。

　お見舞いに来てほしくない理由。

　唐子は考えた。十七年の自分の人生、あんまり病気してないけどその病気の時、誰も来てほしくないなって思った時があるか？

　たった一度だけあった。おたふく風か邪ぜにかかった時だ。

　ぱんぱんに膨ふくれたほっぺを鏡で見て、この姿だけは、この姿だけは見られてなるものぞと拳こぶしを固めたあの時の思い出だ。

　でも相手はあの銀ぎん之の介すけだ、おたふく風邪でほっぺが膨らんだくらいで、お見舞いを拒絶するとは思えない。なんてったってそれよりもっとすごい変身をしてる方なのだ。

　となると…………。

　唐子はえんやこらしゃと考え、一つの結論を出した。

「銀之介君、ブタにでも変身しちゃったのかな？」

「は？」

　楓が一二〇パーセントで呆あきれ息を吐き出した。

「何を言ってるの？　唐とう子こさん」

「だってそれぐらいしか考えられないよ。銀ぎん之の介すけ君ってばオオカミじゃなくってブタになっちゃったんだよ。だから恥ずかしくて学校にも来れないしお見み舞まいもいやがるんだよ」

「………それはないと思うわ」

　楓かえでは一も二もなく否定した。

「そっか、さすがにブタはないよね」

　うんうんと頷うなずいた唐子だけど、真剣な顔して一ひと言ことぶっ飛ばす。

「マルチーズかもしれない。そっちの方が近そうだもん」

　駄だ目めだこりゃ駄目だこりや。

　やるせなく一息ついてから、楓は提案した。

「それなら今日きようの放課後、行ってみましょ。お見舞いに。それでハッキリすると思うわ」

「そ～～だよね、悩んでたって問題は解決しないよね。行く行く」

　唐子はだんと机つくえを叩たたいて決意を固めた。

「銀之介君とこのお見舞いに！」
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　その日の放課後、決意を忠実に守り唐子と楓は駒こま犬いぬ宅へとやって来た。もちアポなしだ。

　一いち応おうたて前的にはお見舞いってことで、それなりに武装もしてる。果物とか風か邪ぜ薬とかいろいろなもんだ。

「ねぇ、楓ちゃん」

　唐子は楓の小こ脇わきに抱えられ紙かみ袋ぶくろを横よこ目めで見て言った。

「お見舞いにウインナーソーセージってのは何か意味があるの？」

「好評だったから」

　そっけない楓の一ひと言こと。

「好評ね。はは」

　唐子は軽く笑ってから目の前の扉とびらを見やった。

　四角い扉が二人を待ち構えてた。何度か来てるはずなのに奇き妙みような威い圧あつ感かんすら感じさせる。

「それじゃ楓ちゃん。行こっか」

「ええ、唐子さん」

　二人は顔を見合わせこっくり頷うなずくと、ドアのチャイムを鳴らした。

「は～～い、ちょっと待っててくださ～～い」

　甲かん高だかい声がした。駒犬家で一番ちっこい子の声だ。

　しばらくして、ドアががっちゃり開かれた。

「は～～いなんですか？　あれぇ」

　顔を出した銀ぎん花かは、ドアの前に立つ二人に目をぱちくりさせた。

「うどんのお姉ちゃん。それから……」

「そっか、二人は初めてかもしんないね。駒こま犬いぬ君の従妹いとこの銀ぎん花かちゃん。話では聞いてるよね。銀花ちゃん、こっちの髪の毛の長い奇き麗れいなお姉さんは…」

「狩かり谷や楓かえで。二回目かしら？」

「楓……お姉ちゃん………」

　ここで一人、ショックにうちひしがれる人物が出た。

「何！　どういうこと！　アタシはうどんなのにど～～して楓ちゃんは楓お姉ちゃんなの！　不ふ公こう平へいすぎるよ」

　それでもこんなことでぷりぷりしてても大人おとな気げないってことで、唐とう子こはとりあえずこの憤いきどおりは箱につめて一番深い海に沈めた。

　必死に突とつ貫かん工事で笑顔を作ると、優しく銀花に話しかける。

「お銀ぎんちゃん。アタシたち、銀ぎん之の介すけ君のお見み舞まいに来たの」

「銀兄ぃの……お見舞い……」

　銀花の瞳がちょっとだけ泳いだ。

「風か邪ぜひいてるんでしょ。銀之介君」

「う……うん。すっごい風邪だよ。おでこにヤカン載っけるとピーピー音鳴ならしちゃうくらい熱が出てるの」

　噓うそだぜベイベーって波動をびんびんに臭におわせて、銀花がまくしたてた。

「鼻はな水みずだってお風ふ呂ろが一いつ杯ぱいになるくらい出ちゃってるし、すごいクシャミで部屋の中は散らかってるし。そりゃ～もう大変なんだから」

「それは大変だね」

「うん、だから駄だ目めだよ！　お見舞いなんかしたらお姉ちゃんたちにもうつっちゃうから。だからもう帰った方がいいよ。うんうん」

「でもね、せっかく来たんだし」

「駄目ったら駄目！」

　銀花は玄げん関かん前に立ちはだかると両手を広げて叫んだ。

「帰ってったら帰ってぇ！」

　困ったなあって顔で唐子は楓を見た。

「どうしよ、楓ちゃん」

　楓はゆっくりと銀花に顔を向けると、口を開いた。

「そんなにひどい風邪なの？」

「うん、すっごい風邪」

「すぐ人にうつるような？」

「そうそう、世界で一番ひとにうつるのが得意な風か邪ぜなんだよ」

「そうなの」

　たっぷりと納得するポーズを見せてから、楓かえではポツリと言った。

「それじゃ、銀ぎん花かさんにはどうしてうつらないのかな？」

「うっ」

　銀花は穴に片足を突っ込ませた。

「風邪の銀ぎん之の介すけ君の世話をしてるんでしょ。普通ならうつっちゃうんじゃないのかしら？」

「それは…………そうだよ。銀花も銀兄ぃに近寄らないようにしてるからだよ。だから平気なんだよ」

「あら？　病人をほったからしにしてるってこと？　それは可哀かわい想そうじゃない。食事とかの問題もあるだろうし、汗を拭ふいたりしてあげないと」

「大丈夫だよ！　だって銀兄ぃ自分でご飯はん作って食べるし自分でお風ふ呂ろ入るし」

「あら？　おでこにヤカン載っけるとピーピー音鳴らしちゃうくらい熱が出てるんじゃなかったかしら？　それなのにご飯作ったりお風呂入ったり出来るの？」

「うっ」

　銀花の体がすっぽりと穴にはまった。もう抜けられない。

「さ、案内してくれるわね」

「……分かったよ」

　銀花は力なくこっくりと頷うなずいた。

「銀兄ぃは自分の部屋にいるんだ。銀花について来て」

「さ、唐とう子こさん。行きましょ」

　楓が見ると、唐子は熱心に頷いてた。

「う～～ん、楓ちゃんすごいね。見ててなんか恐いものを感じたよ」

「馬ば鹿か言ってないで、先に行くわよ」

「あ～～、待ってよ～～」

　慌あわてて唐子も家の中に飛び込んだ。靴を脱ぎスリッパを履はいて階段を登る。するともうそこは銀之介の部屋の前だ。

『ぎんのすけ』って書かれた木もく板はんがぶらさがる扉とびらに、銀花は拳こぶしを何度か軽くぶつけた。

「銀兄ぃ。うどんのお姉ちゃんと楓お姉ちゃんがお見み舞まいに来たんだけど」

「またうどん……」

　ここでもちょっと憤いきどおりを感じちゃう唐子だったけど、大人おとな気げないってことで不満を飲み下くだす。

「ねぇ、どうする？　やっぱ帰ってもらおっか？」

「いや、その必要はないよ」

　弱々しい銀之介の声が部屋の中から聞こえてきた。

「せっかく来てくれたんだしな」

「本当にいいの？　銀兄ぃ」

「ああ、それからお銀ぎん。お前はお茶の用意をしてこい」

「……分かったよ」

　唇くちびる尖とがらしてそう言ってから、銀ぎん花かは一階へと下りて行った。

「二人とも、入っていいよ」

「う……うん」

　唐とう子こはかっくん頷うなずいた。なんか奇き妙みような息苦しさを感じさせる雰ふん囲い気きだ。

「楓かえでちゃん。それじゃ開けるよ」

　楓の顔を見て勇気を固めてから、唐子はドアノブにかけた手に力を込めた。

　ゆっくりと扉とびらを開く。薄うす暗ぐらい部屋の中、ベッドに座る男の姿があった。

　全身に生はえた獣けものの毛、尖とんがった耳、濡ぬれた鼻、鋭い爪つめ。

「なん～～～だ」

　緊きん張ちよう感かんをぷっちりたち切って、唐子が声を上げた。

「もしかしてマルチーズ？　それともブタ？　なんてドキドキしてたけど、いつもの銀ぎん之の介すけ君じゃん」

「そうね、いつも通りのオオカミだわ」

　楓も頷く。

「それにしても暗い部屋、電気つけるよ。空気もこもってるな。窓開けるよ。あ、カーテン開けたら見えちゃうかその格好。それじゃ窓だけっと」

　忙しく動き回って環かん境きよう整備をした唐子は、今度は座ってる銀之介のおでこに手をあてた。

「熱はないみたいね。風か邪ぜはもうなおったの？」

「いや、最初っから風邪なんかひいてないんだ」

「風邪ひいてない？　それじゃど～～して学校に…………は、もしかして今流は行やりの登校拒きよ否ひって奴やつ。ねぇ学校で何かあったの？　何かあったらアタシに言ってってば。友達でしょ。それともアタシのこと本当の友達だと思ってないとか？　それってちょっとひどいんじゃない。アタシはいつも…」

「唐子さん。少し静かにして」

　ほっとくと永遠に喋しやべり続けそうな唐子を、楓がやんわりと制した。

「で、駒こま犬いぬ君。風邪でもないのに学校を三日連続で休んだ理由は何。別に心配してる訳じゃないけど、分からないままだと気分が悪いわ」

　銀之介は、うなだれると首を左右に振った。

　そして、カゲロウの独ひとり言ごとみたくポツリと呟つぶやいた。

「戻れないんだ」

「え？」

「戻れなくなったんだ」

「だから何のこと？」

　ハテナマークを抱え上げてる唐とう子こに、銀ぎん之の介すけはやけクソのように叫んだ。

「人間に戻れなくなったんだ！」

　銀之介の部屋に、とてつもなく深い沈ちん黙もくがやってきた。
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「人間に戻れないって………」

　深い深い沈黙の海からなんとか這はい上がって来た唐子は、ごくって唾つば飲のんでから聞いた。

「どうして？」

「分からない。分かってたらさっさと元に戻って学校に行ってるさ」

　銀之介は濡ぬれた鼻でふんってした。

「三日前、父さんたちを見送った後に急に変身してさ。別に生なま卵たまご見た訳でもないし、むろん満まん月げつ見た訳でもない。とにかく変身しちゃってさ。ど～～しちゃったんだろ～僕って思いながらもそのままって訳にもいかないし、すぐに積つみ木きでかっちゃかっちゃ遊び始めたんだけど………」

「戻れなかった………と」

「そうなんだよ。あれから三日間ずっとこの格好のまま。これで学校行くなんて無む理りな話だろ。だから風か邪ぜってことにして休んでるんだ」

　はぁって大きく息を吐き出す。

「本当ど～～しちゃったんだろ？　僕の体」

「あれじゃないの、ほら。え～～～と、前に銀之介君のお父さんが言ってた病気。オオカミから人間に戻れないってあれ。え～～と、何だったっけ。ばうばう病だっけな？」

「わんわん病のことだろ？」

「そーそー、そのわんわんだよ、わんわん。あれじゃないの？」

　瞳を向けてくる唐子に、銀之介はゆっくりと首を横に振った。

「違うよ。わんわん病は一度やったらもうかからない病気なんだ。僕はもう一度やってる」

「そっか」

「他にはわんわん熱ってのがあって、高熱が出て熱が下がるまでは人間に戻れないって病気なんだけど」

「それじゃきっとそれだよ！」

「い～～や、僕を見れば分かるだろ。すこぶる健康。熱なんか出てないんだ」

「ふ～～む」

　唐子は腕組んで考え込んだ。と、隣となりに座ってた楓かえでが口を開く。

「家族には相談したの？　とくに同じ体質の人に」

「いや」

　銀ぎん之の介すけは力なく首を振った。

「ほら、電話で話したと～り、父さん母さん旅行に行っちゃってていないんだ。旅館についたぞって電話が留る守す録ろくに一回入ってただけであとは音おと沙さ汰たなし。こっちから連れん絡らく取れない」

「それじゃ銀ぎん花かちゃんのお父さん。銀之介君のおじさんに聞いてみたら」

「そっちも駄だ目め。穴あな掘ほりに忙しくて家に帰ってないらしい」

「他に親しん戚せきは？」

「いないよ。もしかしたらいるのかもしんないけど僕は聞いてない」

　ばんじきゅうすって感じに、空気が淀よどんだ。

「駒こま犬いぬ君。あれはもう試したの？」

「あれ？」

　楓かえでの言葉に、銀之介はおやっと小首を傾かしげる。

「女の子とのキス。それで元に戻れるんでしょ」

　ちょっと口にするのが恥ずかしいその単語の登場に、銀之介は少し頰ほおを赤く染め上げた。

「い、いや、それは試ためしてないよ。だって試せる相手もいないし。そんな」

「なら試した方がいいわね。すぐにでも」

「え？」

　顔を上げた銀之介は、さらに驚いた。

　楓が立ち上がるとこちらへ歩いて来るからだ。

　その目的は……語らなくてもいいだろ。

「え、もしかして……まじで…いや、でも……その」

　とっても素す敵てきにキョドる銀之介とは対照的に、楓はつかつかと銀之介のとこまでやって来ると顔を近寄らせる。

「目閉とじてくれない？」

「え、ああ、うん」

　言われるままに、銀之介は目を閉じた。

　心臓は今にも破は裂れつしそうなくらいバクバク弾はずみまくってた。

　ああ、もしかして僕ってばちょっとラッキーかも。

　なんて思いきり不ふ純じゆんなこと考えながら、唇くちびるを尖とがらして待つこと三秒。

　バスって音がして顔がん面めん全体に衝しよう撃げきが走った。

「ちょっと待ちなさいよ！！！」

　枕まくらを銀之介の顔に叩たたきつけた唐とう子こは、肩で息しながら叫んだ。

「何なに二人しておっぱじめようとしてんのよ！　アタシを気まずくさせる気！」

「なら唐とう子こさんがどうぞ」

「そ～～ゆ～～問題じゃないの！　そりゃ確かに一番早い方法かもしんないよ。でもそれは最後の手段であって、今はまだ最後の時じゃないわけ！」

　よく分かんない理論を、唐子は叩たたきつけた。

「とーにーかーく！　駄だ目めなもんは駄目なの!!　いいよね！　銀ぎん之の介すけ君！」

　唐子のすごい剣けん幕まくに、銀之介は何度も首を縦たてに動かした。

　それから、おずおずと下した手てに出て尋たずねた。

「ちなみに、参考までに聞くんだけど、最後の時ってのはどんな時なんだ」

「それは……いろいろと努力した後の話だよ。さ、行くよ」

　唐子は銀之介の手をぐいっと引っ張った。

「おい、唐子！　どこへ行くって言うんだよ」

「決まってるじゃない」

　唐子はにっかり笑って言った。

「いろいろと努力しによ」




　　　　　５




　お猿さるさんがシンバルをちゃんちゃかちゃんちゃか叩いてた。その隣となりじゃちっちゃな機関車がぽっぽ音おん出して走り回ってた。プラスチックのネズミが玉たまを追いかけて走り回ってた。

　典てん型けい的なおもちゃ屋さんって奴やつだ。

　そう、ここは駅前のデパートの玩具おもちや売り場なのだ。

「ついつい勢いに押されてやって来ちまったけど」

　フード付きのコート。マスクとサングラス。手には分ぶ厚あつい手て袋ぶくろ。

　他人の目から完全防備してる銀之介は、辺りをたっぷりと見渡してから隣の唐子を見下ろした。

「一体ここでどんな努力をしろとおっしゃるので」

「ふっふっふ、アタシたちの目的は………あれだよ！」

　唐子がばば～～んって効果音付きである一いつ角かくを指さした。

『積つみ木きこ～～な～～』

「はい？」

「ほら、一度見てすっごい泣いた映画でも何度も見てると泣けなくなったり。それと同じだと思ってさ。銀之介君のも」

「はぁ」

「つまり、新しい積木を使えば新たな刺し激げきで元に戻れるんじゃないかって」

「慣れてないもんじゃなかなかうまくいかないんだけどな」

「そこだよ！　そう決めつけてるからいけないんだよ！　ほら、こんなにたくさんあるんだから、きっと一つくらい銀ぎん之の介すけ君にベストヒットするのがあるよ」

「……ま、試ためしてみるか」

　不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、銀之介は積つみ木きコ～～ナ～～へと足を向けた。色とりどりの積木セットが銀之介を出迎えた。

　一つ手に取っては眺ながめて、また別のを手に取る。

　唐とう子こと楓かえではそんな銀之介の一い挙きよ一いち動どうをじっと見つめてた。

「あのさぁ、そんなに見ないでほしいんだけどさ」

　居い心ごこ地ち悪そうに銀之介は言った。

「ごめんごめん。じゃ、楓ちゃん。ちょこっとぶらついてこよう」

「ええ」

「それじゃ銀之介君。がんばってね～」

　にこやか～～に手を振って唐子らは去ってった。

「まったく、人の気も知らないで」

　って毒づく銀之介だけど、唐子の論ろん理りが分からない訳でもない。

　慣れからくる弊へい害がいってのも、戻れない可能性としちゃあるかもしれない。

　それにベストヒットの積木をもう一組用意しとくのも悪くないはずだ。予備として。

「さて、ちょっと真ま面じ目めにいじくってみるか」

　銀之介は気合いを入れなおすと、猛もう然ぜんと積木と戦い始めた。

「お城にお家うちにバベルの塔とうだぞ～～」

　いい若者が積木で遊んでる光景は、ちょっと目立った。




「久しぶりに七階まで登って来たけど、何軒かお店変わってるね。前まえ来た時はここにこんなお洒落しやれな洋服屋さんなんてなかったのに。あ！」

　めざとくなんか見つけた唐子が、ぱたぱたと駆けてった。

「見てみて、楓ちゃん。ほら？」

　唐子は、薄いブルーのベビー服を持ち上げにっかり笑った。

　楓は軽く一いち瞥べつすると、一ひと言ことだけさらりと言った。

「子供出来たの？」

「な、何なに言ってるの！　そんなことある訳ないじゃん」

　唐子は楓の肩をばしばしと叩たたいた。

「そんな子供なんてもう。いや～～、きゃ～～」

　一人できゃーのきゃーの言って飛び跳ねる唐子を、楓は珍しい動物でも見るような目つきで見た。事実それは珍しい動物だった。

「新種のウサギ……かしらね」
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　しばし飛び跳ねてから、唐とう子こウサギは戻って来た。

「別に今すぐ欲しいって訳じゃないけどさ、女の子だったらこ～～ゆ～～のに憧あこがれるじゃん」

「そうかしら？」

「そ～～だよ。赤ちゃんがベビーベッドで眠っててさ、アタシが台所でとんとん料理作ってるの。そうするとピンポーンって音がして旦だん那なさんが帰ってくるの。アタシは旦那さんを出迎えて、あなたお帰りなさい。ご飯にする？　それともお風ふ呂ろ？　って聞くの」

　夢見る乙女おとめの目つきになって唐子は明後日あさつてを向いた。

「唐子さんの得とく意い料理って何かしら？」

「それは…………」

　何気ない楓かえでの質問に、唐子はちょっと静かになった。

　台所でうどんをこねてる自分の姿が思い浮かんだのだ。ねじりハチマキして粉こなまみれになった豪ごう快かいな姿だ。

　おう、帰ったか。メシにするか？　それともフロ？

　そんなこと言っちゃうくら豪快な臭においを漂わせてる。

「ま、まだ早いよね」

　唐子は手に持ってたベビー服を元に戻した。

「さ、銀ぎん之の介すけ君とこ戻ろう。そろそろ一個くらいヒットするの見つけてるかもしれないよ」




「う～～む、これもどうも駄だ目めだな」

　手にしてた積つみ木きを銀ぎん之の介すけは置いた。

　お試ためしとして遊べる積木も残り少しだ。

　やっぱ駄目かもって一いつ瞬しゆん思ったけど、慌あわてて首をぷるぷる横に振る。

「いや、こんなことでくじけてどうする。努力だよ努力。うんうん」

　自分自身にそう言い聞かせ、銀之介は新しい積木に手を伸ばした。

　と、ねっとりとした視線に気がつき、首を向ける。

　幼稚園真まん中なかくらいの女の子が、大きな瞳で銀之介を見上げてた。

「や、やあ」

　軽く挨あい拶さつしてから視線を反そらす。しばらくして見ると、女の子はまだ銀之介を見つめてた。

「ね～～ね～～。ど～～してお兄さんはマスクしてるの？　ど～～して家の中なのに服についてるおぼ～しかぶってるの？　ど～～してお外じゃないのに色のついた眼鏡めがねつけてるの？」

　子供らしい質問だ。実に微笑ほほえましく、実に厄やつ介かいな代しろ物ものだ。

　ここは何か適当なこと言って誤ご魔ま化かさねば、子供の知的探たん求きゆう心しんはおさまっちゃくれないだろう。

　そう悟さとりゴクリと唾つばを飲み込んだ銀之介は、さっそく言い訳劇げき場じようを開いた。

「それはね……お兄ちゃん風か邪ぜひいちゃっててさ。だからマスクしてるんだよ。病気がみんなにうつっちゃいけないだろ。それにとっても寒いからフードもかぶってる。あとお兄ちゃんて目が弱くて明るい光が苦にが手てだからこうやってサングラスをつけてるんだよ」

「ふ～～～ん。そうなんだ～～～」

　子供は納得したようだ。銀之介も安あん堵どの息を吐き出す。

「もう一つだけ聞いていい？」

「ああ、何でも聞きな」

「うん、あのね、あのね」

　女の子は何度か言葉を飲み込むと、真ま顔がおで尋たずねた。

「ど～～してお兄さんは犬の顔してるの？」

「い！　ど～～してそれを」

「さっきマスク外はずして深しん呼吸してたでしょ。ね～ど～～してど～～して」

「お、お嬢じようちゃん。小さい声で話そうね」

「あ、ママだ。お～～い、ママ～～」

　女の子は両手を振り回しながら、二十メートル先の母親に向かって大声でぶちまけた。

「犬の顔したお兄さんがいるよ！」

　銀之介は一いち目もく散さんに逃げた。

　後ろは一回も振り向かなかった。

「積つみ木きに慣れたってせ～～じゃないみたいだったぞ」

　デパート出たとこで銀ぎん之の介すけはそう報告した。

「そっか、積木のせ～じゃないのか」

「そうそう。という訳だから……悪いんだけどさ」

「まだ駄だ目め！」

　唐とう子こはぴしゃりと叩たたきつけた。

「ねえ、ちょっと聞くけど、積木以い外がいで元に戻っちゃったってことないの？」

「と言うと？」

「ほら、お銀ぎんちゃんは星の形したペンダント使ってるでしょ」

「ああ、お銀は昔からあれで修業してるからな」

「つまり、黄色くなくて丸くないものなら、何だっていいってことじゃん」

「ま～～、そ～～いうことだよな。あとは慣れの問題か」

「だから銀之介君も、積木以外の物で元に戻れたことないの？」

「そ～～だな～～」

　銀之介は考え込んだ。

「そういや、中学の時、変へん身しん状態でケーキ食ってたら突とつ然ぜん元に戻ったって時があったな。ケーキの三角形に反応しちまったんだな。あれ以来ないけど」

「それだよ！」

　唐子ばびしりと叩きつけた。

「さ、ケーキ屋行こ！」
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　気がついたら三人でケーキ屋に来てた。気がついたら三人の目の前にショートケーキが並んでた。

「ど～～して僕がお金払うのかが分からん」

　ぶすっとして言う銀之介に、唐子が眉まゆ毛げを吊つり上げた。

「何言ってるの？　銀之介君のためにアタシたちはつきあってるんじゃない。ね～～楓かえでちゃん」

「別に私たちまでケーキ食べる必要はないと思うんだけど」

「だっしゃ！」

　唐子は楓にうどん屋チョップを食らわせた。今いま思いついた技わざだから威い力りよくは皆かい無むだけど。

「銀之介君一人がケーキ頼んで睨にらめっこしてたら怪しく思われちゃうじゃない。こうやって三人でケーキを前にすることによって小さな茶さ話わ会かいを演出しようっていうアタシの宇宙意い思しが分かんないの？」

「なんだよ。宇宙意い思しって」

「知らないわよ！　昨日きのうテレビでやってたの。とにかくそ～～ゆ～～ことよ」

　まとまってんだかまとまってないんだかよく分かんない強ごう引いんなくさび打ちつけて、唐とう子こはフォークを握り締しめた。

「それじゃ銀ぎん之の介すけ君。ゆっくり眺ながめてね。あ、食べてもいいけどマスク外はずさないようにね」

　それだけ言うと、銀之介のことなんかほったらかしにしてケーキを食べ始めた。

「うん、やっぱり飯いい波なみ堂のケーキはおいしいおいしいおいしい」

　見捨てられた小犬のような気分がちょっとだけした。

　銀之介は一いち抹まつの希望を胸に楓かえでに目を向けた。

「あら、おいしいわ。このショートケーキ」

「でしょ、甘あますぎずかといって味が薄いわけでもなく。上じよう品ひんな甘さって言うのかな？　こ～～ゆ～～の」

　見捨てられてた。

　銀之介ははぁぁってため息を吐き出すと、仕方なしに目の前のショートケーキに目を落とした。

　形は三角形だ。色は白だ。確かに人間に戻るきっかけになる条件は持ってる。

　しばらく見つめた。でも駄だ目めだった。

　もうしばらく見つめてみた。やっぱり駄目だった。

　ただなんか口によだれが湧わいてきただけだ。

　オオカミ状態の時は、肉以外のものにはあんまり食欲が湧かないのが普通だけど、空っぽの胃い袋ぶくろがケーキを欲してるらしい。

　銀之介はフォークを摑つかむと、ケーキにぶっさした。

　それを持ち上げ、マスクをひょいとずらした口に押し込む。特大の口だからケーキの一つや二つ簡単お気き楽らく大だい万ばん歳ざいだ。

　もぐもぐもぐもぐもぐもガリ！

　何か固いもんを嚙かみ、銀之介は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「なんじゃ？」

　口からぺって吐き出してみると、三角形した金属の筒つつみたいなもんだ。

「なあ、唐子。これ何？」

「え？　ああこれね」

　ケーキをもぐもぐしながら、唐子は説明した。

「これってあれだよ。ケーキにデコレショーンで生なまクリームしぼる時に使う奴やつ。この先っぽのギザギザで生クリームに形がつくんだよ。ど～～したのこれ？」

「ケーキの中に入ってたんだ」

「ふ～～ん。間違って入っちゃったんだね。お店の人に返そっと」

　唐とう子こは右手を上げてお店の人を呼ばると、手のひらに載っけたそいつを見せた。

「これ、ケーキの中に入ってたんですけど」

「な、何ですって」

　ウエイトレスさんはダイナミックにのけぞった。

「ちょっと待っててください。今いま店長を呼んで来ますから」

「え？　あの～～～」

「店長！　店長！　大変です！　店長！」

　ウエイトレスさんが叫びながら店の奥へと消えて行った。

「アタシ、何か悪いこと言ったかな？」

　いくばくもしないうちに、ダンディーな髭ひげ生はやしたおじさんが飛んで来た。

「私、店長の白しら田たと申します。お客様のケーキの中に異い物ぶつが入ってたとのことですが？」

「なんか異物って言うとすっごく危ないもんみたいだけど、これだよ」

「な、なんてことを………」

　ケーキ屋のご主人もダイナミックにのけぞった。

「すぐに栗くり山やまさんを呼べ！」

　ウエイトレスのお姉さんがまた店の奥へと飛んで行く。今度は生なまクリーム色の調ちよう理り服ふくを着たおじさんを連れて来た。見るからに筋すじ金がね入りのケーキ職人って奴やつだ。

「店長、お呼びですか？」

「これを見ろ！　これがお客様のケーキの中に」

「なんですって！」

　ケーキ職人ものけぞった。

　この店の社員教育って、『マトリックス』みたいな映画でも見るのかなって唐子は思った。

「そんなに騒がなくても。別にこのせいで口の中怪け我がしたって訳でもないし」

「そうはいきません！」

　店長さんはすっと背せ筋すじを伸ばしピシリと言った。

「ここ飯いい波なみ堂は、真ま心ごころのこもったケーキをお出しすることをモットーとしています。真心こそ最高の隠かくし味あじ。それが先代から受け継がれてきた心でございます」

「はぁ、それは立りつ派ぱですねぇ」

「それを、こんな危険な物が混入されたケーキをお出ししてしまうなんて……」

「だからそんなに大おお袈げ裟さになんなくても。別に怒ってる訳じゃないんだからさ」

　唐子の言葉なんて誰も聞いちゃいなかった。

　いかにお詫わびするか会議がすでに開かれちゃってたからだ。

「やはりお詫わび金きんというのがいいんじゃないですか？」

「お金というのはあまりにも無ぶ粋すいなような気もするが、いいだろう、私が一晩一いつ緒しよに眠って真心をすり込むから」

「いくらにしましようか？」

「やはり十万は必要でしょ」

「いや、もしあれを飲み込んでいたことを考えると十万では安いかもしれん」

　なんかすごいことになってるもんだから、唐とう子こは慌あわてて声をはり上げた。

「分かりました。分かりました。じゃぁケーキ取り替えてくれませんか？　ってもう食べちゃってるけど、替わりのケーキ一つ」

「そんなものでよろしいんですか？」

「よろしいのよろしいの。ね、銀ぎん之の介すけ君」

「ああ、別に僕はなんだって」

「かしこまりました。それでは、栗くり山やま君。あれをお出ししなさい」

「あれというのは、プレーヌ・リュンヌのことですか？」

「そうです」

「しかし、あれはピエール様の奥様の誕生日のための」

「まだ時間はあります。いくらでも作り直せます！　私たちに大切なことは、いかにこのお客様に真心のこもったお詫びをするかなんです！」

　店長のぶ熱い説得に、一同が納得した。

「なんですか？　そのプレーヌ・リュンヌって？」

「フランス人のお客様の注文で作った特別ケーキでございます。厳げん選せんされた素材と洗せん練れんされた腕をもってして出来た幻まぼろしのケーキ。まぁあまりにコストがかかってしまうから一般用ではございませんが」

「幻の……ケーキ」

　唐子が目を輝かせて食らいついた。甘かん味み好きの女の子としちゃ聞き逃せないとこ。

「でもそんなのもらっちゃっていいんですか？　そのフランス人のひと怒りません？」

「心配ご無用。まだ材料は余っています。すぐに作り直します」

「でも、やっぱ悪い気が……」

「食べてください！」

　店長さんが懇こん願がんしてきた。いりませんって言ったら穴に埋められそうな勢いだ。

「わ、分かりました。戴いただきます」

　唐子は必死に首を上下に振った。

　店長さんたち一同は、満足げに微笑ほほえむと店の奥へと戻って行く。

「なんか、すごいことになったな」

　銀ぎん之の介すけがマスク越しに呟つぶやいた。

「別にいいのにな」

「そ～～だよね。でもきっとああいった真ま心ごころがこのお店の人気を支えてるんだよ。うんうん」

　唐とう子こはたっぷりと感心してから、にっかと破は顔がんした。

「でもさでもさ、すっごくラッキーじゃないこれって。幻まぼろしのケーキが食べられるんだよ」

「唐子好きだもんな？　幻とか黄金とかっていう言葉のつくもん」

　銀之介の呆あきれビームなんて唐子に届いてなかった。バリアが厚すぎた。

「プレーヌ・リュンヌ、プレーヌ・リュンヌ、らんらんらんっと」

　フォーク片手に喜んでた唐子は、ふと誰にという訳でもなく尋たずねた。

「ねえ、ところでプレーヌ・リュンヌってど～～ゆ～～意味？」

「フランス語で満まん月げつって意味よ」

　楓かえでがさらっと答える。

「フランス語で、満月か」

　唐子はほんのちょっとだけやな予感がした。

「さぁ、どうぞ」

　って置かれたケーキを見て、予感が的中したことを悟さとった。

　まん丸くて黄色いケーキ。見事なお月様だ。

　ただでさえ元に戻れなくて困ってる銀之介君がさらにこんなもんを見たら………。

　事態の悪化!!

　その言葉が唐子の頭の中で弾はじけて飛んだ。

「や、やっぱ申し訳ないんで失礼します」

「ちょっと、お客様」

「さ、楓ちゃん行こ！」

「え？　でも」

「いいから！」

　銀之介の手引ひっ張ぱって唐子は店を飛び出した。




「も～～、ど～～して銀之介君ってばこ～～も次から次へと厄やつ介かいごとを」

「僕のせいなのか？」

「それじゃ誰のせいだって言うの？」

　こう強く言われちゃ、大人おとなし系ボーイの銀之介君としちゃ黙だまるしかない。

「それにしてもケーキも駄だ目めだったなんてね」

　唐子はう～～むと頷うなずいた。

「何か別の方法を考えないと。ねぇ他ほかにないの？　積つみ木きとケーキ以外で人間に戻れたこと」

「他ほかにねぇ」

　銀ぎん之の介すけはまたう～～むと考え込んだ。

「そ～～言えば、これも中学の時なんだけど」

「うんうん」

「夜に変身して体力がありあまってたからちょっと街まで散歩に出たんだ。でちょっと高いビルによじのぼって屋上から街並みを見てたら、なんか不思議と元に戻っちゃって。どうも上から見てた建物の四角形に反応しちまったらしくて。あん時は屋上から下りられずに苦労したよホント」

「それだわ」

　唐とう子こは親指をパチリと鳴らした。実際音おとは鳴ってなかったけど本人の気分の問題らしい。

「さ、行こ！」

「どこへだよ？」

「決まってるじゃない。飯いい波なみ市で一番高いビルの屋上だよ」

　さっと歩き出す唐子に、楓かえでがぽつりと言った。

「私はさっさとキス試して帰りたいんだけど。寒くなってきたし」

「僕も出来ればそっちの方が」

「何？　何か言った！」

　キッて睨にらみつけられ、銀之介は大人おとなしくなった。唐子の怒りを言いい値ねで買う勇気は持ち合わせてない。割引きしてたって買わない。

「レッツゴーだよ。目指すはこのへんで一番高い建物の屋上！」
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　屋上は高かった。そんなもんは常識だ。

　おまけに風も吹いてて寒かった。

　ぶらついてて見つけた六階建てのアパートの屋上に、二人と一匹はやって来てた。

　もちろん屋上へと続く階段とこには扉とびらがあってしっかり鍵かぎがかかってたんだけど、銀之介の力でブチッて鎖くさりを引き千ち切ぎって入った。あきらかに不法侵しん入にゆうなところが痛いとこだ。

「さ、銀之介君。こころゆくまで見なよ」

　唐子に促うながされて、銀之介は屋上のフェンスに顔をくっつけた。

　街並みが見えた。色とりどりの四角い屋根が並んでるのが見える。

　しばらく見た。別にど～～ってことなかった。

　さらにしばらくが経過した。それでも何も起きなかった。

　さらにさらにしばらくが経過した後、銀之介は振り返るとゆっくりと首を横に振った。

「ダメなの？　銀之介君」

「ああ。さっぱりだよ」

　銀ぎん之の介すけは、すぐ脇わきのコンクリートのでっばりに腰を下ろし脱だつ力りよくした。

「黄色くなくて四角い物を見てると、前はこう運動会してた細さい胞ぼうがだんだんと大人おとなしくなってくような、そんな感かん触しよくがしたんだ。だけどそれがないんだ。いつまでも細胞が運動会しててさ」

　銀之介は力なく笑った。

「さ、次を考えないとな。え～～と、確か他ほかには」

「もうい～～よ」

　唐とう子こはあきらめたよ～に息を吐き出した。

「もう暗くなったし、最後にしよ」

「ってことは」

「………決まってるじゃん」

　唐子は恥ずかしそうに視線を落とした。

「最終秘ひ密みつ兵器だよ」

　人間に戻る最終秘密兵器。それはいわゆる乙女おとめのキッス。

「そうね、さっさと試ためして帰りましょ」

　楓かえでもその意見に賛同した。

「よし…………それじゃ………」

　緊きん張ちようした面おも持もちで喉のどをごくり鳴らした銀之介は、重大すぎるほどに重大な問題に気がついた。

　待てよ…………二人いるぞ。

　別にどっちとじゃなきゃイヤ！　とかわがままを言うつもりもない。って言うかどっちもそれぞれに魅み力りよく的な二人だ。ちょっとおいしいかもって思っちゃうほどだ。

　だけど、このシチュエーションは波は乱らんを呼ぶぞって予感がした。動物的シックスセンスがびんびんにサイレンを鳴らしてた。

　そして、予想にたがわず波乱はやって来た。

　波乱の始まりは唐子の重～～い一ひと言ことだった。

「で、どっちとするの？　銀之介君」

　来ちまったぜベイビー!!

　銀之介は心の中でシャウトした。

　今いま一番来てほしくない質問が、ストレートで飛んで来てしまったのだ。

「そ、それはだな………」

「ねぇ、どっちがいいの？」

「どっちがいいのって言われてもだな……別にどっちだっていい訳であって」

「何！　そんな曖あい昧まいな答えで許されると思ってるの！」

　案あんの定じよう、唐子は怒り出した。腰に手をあてて銀之介を睨にらみつける。

「ハッキリしてよハッキリ！」

「ハッキリって………」

　口の中でもごもご言葉をこねくりまわしながら、銀ぎん之の介すけはふと思った。

　なんか二ふた股またしてたのがばれたプレイボーイみたいな状況だな、僕ってば。

　だけどその状況をまったり味わってる余よ裕ゆうなんてないのないのないなのだ。

「それじゃさ、ジャンケンで」

「あ──？」

　特大のあ──？が飛んで来た。殺さつ意いすら感じさせるあ──？だ。

「……何でもないです」

　弱よわ虫むし銀ぎんちゃんは尻尾しつぽをきゅっと折り込んで肩をすくめた。

　いっそのこと屋上から飛び降りて逃げてしまいたかった。それが出来たらどんなにか楽だううか。身しん体たい能力的にいえば、今の自分なら出来る訳だし。

「ハッキリ言ってよ。どっちにするのか」

「うぅぅぅぅ」

　進しん退たい極まった銀之介が、本気で飛び降りようと考えてた時だ。彼の尖とんがった耳がぴくりぴくりと二、三度動いた。

「唐とう子こ！」

「え？　アタシなの。そっか～～、アタシか～～。えへへ、べ、別に喜んでる訳じゃないからね。しょ～～がないな。協力してあげるか。言っとくけど、人助けの人工呼吸みたいなものだからね。誤解しないよーに。それじゃ目閉とじてよ」

「違うんだ！」

「違うって何よ～～！　それじゃ楓かえでちゃんだってこと！　別にいいんだよ。別に。でも男が一度言ったことを取り消すってのは」

「そ～～じゃなくて、悲鳴だよ」

「何が？」

「聞こえたんだ悲鳴が。下の方から」

　銀之介はフェンスに顔を押しつけると下に目を向けた。楓も唐子も右にならう。

　薄うす暗ぐらい小こ路みちが見えた。そして追いかけっこしてる二人の姿もおまけに見えた。

「女の人が追いかけられてる！」

　両目とも２・０っていう唐子が声を上げる。

「大変だよ。銀之介君！」

「おう」

　そう返事をすると、銀之介はていていって靴を脱ぎ捨てた。

「それじゃ行って来る」

　それだけ言うと、足のバネで高く跳ちよう躍やくしフェンスを飛び越える。

　垂直の壁を真下に向かって突っ走ってくオオカミを見つめ、楓かえでがぽつりと呟つぶやいた。

「いつ見ても、人間技わざじゃないわね」

「本当だよね。普段の運動神しん経けいがあまりにも低いから、ギャップがすごいよ」

　しばし感心してから、唐子がフェンスから顔を離した。もちしっかりと跡あとが残ってる。

「さ、楓ちゃん。行こ！　下に」




「やっと追いついたぜ。アケミ」

「来ないで！」

「俺おれを捨てないでくれよ！　な、もう一度話し合って」

「いや！　もう話し合う必要なんてないわ。あなたとはもう終わりなのよ」

　その言葉に、男の瞳が変わった。狂気を濁にごらせたのだ。

「分かったぜ。俺のものにはならないって言うんだな」

「そうよ！　もうお店にも来ないで！」

「俺のものにならないなら仕方ない」

　男はコートのポケットから特大のナイフを取り出した。

「お前を殺して、俺も死ぬぜ」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ドゲシ！

　戦いは終わった。

　突とつ然ぜん空から舞い降りて来た獣けものが、男のすぐ脇わきに着地したのだ。

　突き上げるようなオオカミキック一発で、ストーカー男ははるか遠くの植え込みんとこまで飛ばされた。

「ぐえ！」

　カエルを踏み潰つぶしたような声が聞こえてきて、静かになった。

　多分明日あしたの朝ぐらいまでは意識は戻らないだろう。

　全すべては瞬まばたきをするヒマもない一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「ま、こんなもんかな」

　あっさりと事件を解決した銀之介は、軽くそう呟いた。息いき切ぎれ一つしていない。

「助けてくれてありがとう」

　その言葉で顔を動かした銀之介は、軽く心しん臓ぞうをどきっとさせた。

　奇き麗れいなお姉さんだったからだ。

「いえ、その………お怪け我ががなくて何よりです。はい」

　しどろもどろにそう言う。

「お礼をしたいわ。名前と住所を教えて」

「はいはい、名前と住所ですね。え～名前は、こまい…」

「それから、その犬のお面めんも外はずしてくれると嬉うれしいわ」

「………犬の……お面」

　そこで銀ぎん之の介すけは全身の毛を逆さか立だたせた。とっても重大なことを思い出したのだ。

　屋上で人ひと目めがなかったもんだから、マスクもサングラスもフードもみんな外してしまってたのを。つまり今はオオカミの素す顔がおがもろに出されてることをだ。

　唯ゆい一いつの助けは、お姉さんの目が悪いか何かでこの顔がお面だと思われてるってことだ。

　とすると、もうこの路線で突っ走るしかない。それが一番安全だと判断した銀之介は、その路線を突っ走った。

「お名前は？」

「名前は……ウルフマスクです。職業は覆ふく面めんレスラーをしています。挑ちよう戦せん者に敗北するまではこの覆面を取ることが出来ません。それが覆面レスラーの掟おきてですから」

　自分で言っててもなんか横よこっ腹ばら痛くなってくるよ～な言い訳だけど、お姉さんは信じてくれたようだ。

「正義の覆面レスラー。素す敵てきだわ」

「どうも」

「お礼をさせてもらえないなら、せめて……」

　お姉さんが濡ぬれた瞳で近寄って来るのを、銀之介は硬こう直ちよくして見つめてた。

　街頭の明かりに照らされる影かげが、そっとくっついた。




「お～～ぃ、銀之介君だいじょ～～」

　建物から下りて来た唐とう子こも、ピシリと硬直した。

「どうしたの唐子さん」

　楓かえでは唐子の見ている光景に目を向け、軽く声を漏らした。

「あら」

　奇き麗れいなお姉さんがオオカミにチューしてるっていうちょっと絵になる光景だった。

「やるわね。駒こま犬いぬ君も」

　その言葉をきっかけに、硬直してた唐子が動き出した。

　つかつか銀之介んとこまで歩いてくと、思いきりその耳を摑つかんで引っ張る。

「いてててててて」

「ちょっと来て」

「いてててててて。引っ張るなって」

「いいから！！！」

　すごい剣けん幕まくの唐とう子こに、銀ぎん之の介すけは引っ張られて行った。

　そして見えなくなった。

「ありがとう。覆ふく面めんレスラーウルフマスクさん」

　一人残されたお姉さんは、両手を組み合わせ勝手に自己完かん結けつした。




「いたたたたた。痛いってば唐子。痛いって」

　少し離れた建物の陰までやって来たとこで、やっと銀之介の耳は謂いわれない暴力から解放された。

「も～～、いきなり何すんだよ」

「何すんだよじゃない！　銀之介君こそ何やってたのよ！　あんなとこでハレンチな」

「ハレンチって。いや、あのお姉さんがお礼だって言ってさ」

「ど～～して拒こばんだり逃げたりしないのよ」

「そんなこと言ったってな。僕みたいな青少年にそりゃ無む理りな話だぞ。そりゃ心の中ではやばいって考えるけど、体が動いてくれないんだよ」

「噓うそ！　本当は嬉うれしかったんでしょ！　エッチスケベ変へん態たい！」

「あのな～」

　珍しく険けん悪あくなムードが流れ出す中、一歩引いたとこにいた楓かえでが口を開く。

「結局、最後の手段も失敗だったみたいね」

「え？　何が？」

「だってほら」

　楓が銀之介を顎あごで軽く指した。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　唐子もその事実に気がつき、大声を上げた。

「銀之介君!!　顔！」

「顔がどうかしたのか？」

　銀之介はぺたぺたと顔を触った。毛むくじゃらだった。耳も三角形だった。鼻の頭も濡ぬれてた。

「別に普通のオオカミの顔だぞ。豚ぶたになってる訳でもなきゃモグラになってる訳でも」

「違うよ！　キスしたのに戻ってないじゃん!!」

　しばらくが経けい過かした。

　銀之介は夜空を見上げると、ムンクの叫びで叫んだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」
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　団だん子ご坂ざかの一いつ軒けん家や、駒こま犬いぬ銀之介宅の二階、自室。

　銀ぎん之の介すけは、窓から外を見つめてた。

　魂たましいが二、三個抜けちゃったような顔して、鼻はな歌うたなんぞを歌ってる。

　見てるだけで気分がどんよりしてくる光景だ。

「元気出そうよ」

　椅い子すに座ってた唐とう子こが、元気を振りかけた。

「また明日あした楓かえでちゃんも来てくれるって言うし。きっと方法があるよ。だからさ」

「もういいよ」

　銀之介は力なく笑った。

「もう僕は一いつ生しよう人間に戻れないんだ。ずっとオオカミのままなんだ。そ～～ゆ～～運命なんだ」

「そんなマイナス地方に行かないでよ。もっとプラスの地方へ歩いてかないと、春は来ないよ」

　唐子は窓んとこまで行くと銀之介の肩に手を置いた。

「ね、銀之介君」

　銀之介の顔を下から覗のぞき込んでニパってやって見せたけど、どんより空はまだどんよりしてた。太陽は拝おがめそうになかった。

「もう一生元もとに戻れないんだ。もう一生人ひとから隠かくれてて生きてくんだ。こんな姿だから彼女だって出来ないし、結婚だって出来ないんだ。ずっとずっと孤こ独どくなんだ」

　銀之介はとことん落ち込んだ。ほっとけばほっとくほどずぶずぶ沈んでいく。

「あ～～あ」

　唐子はしょ～～がないなって息を吐き出した。

　それから、ちょっとだけ銀之介に体をくっつけると、囁ささやくようにして言った。

「大丈夫だよ銀之介君。ちゃんといるから」

「え？」

「もし、銀之介君が一生その姿だとしても、それでも好きになってくれる人はいるから」

「気休めは止やめてくれよ」

「気休めじゃないよ！　いるよ！」

　嚙かみつくような勢いで唐子は叫ぶと、ちょっとだけ頰ほおを赤らめ伏ふせ目めで続けた。

「たとえば…………銀之介君のすぐ近くにも」

「どこにだよ」

「すぐそばよ」

「だからどこにだよ」

「そば！」

「どこ？」

「あ～～も～～、なんで分かんないのかな～～」

　唐子は頭を搔かきむしると、はったと銀之介を見み据すえた。

「銀ぎん之の介すけ君がどんな姿だろ～～と、アタシは……アタシは……」

「お～～ぃ、銀之介。いるのか～～」

　突然の銀ぎん一いち郎ろうの来らい訪ほうに、唐とう子こはあわあわあわと慌あわてた。

「おや、唐子ちゃんも一緒だったのか」

　銀一郎は鼻の頭をポリポリ搔かいて呟つぶやいた。

「こりゃ邪じや魔ましちゃったかな？」

「そんなことより父とうさん。帰って来るのは明日あしたのはずじゃ」

「急な仕事を思い出したから、一日早めに帰って来た。な～～に、北海道はしっかり堪たん能のうして来たぞ。ほら、みやげだ」

　手にぶら下げてた袋ふくろから札さつ幌ぽろラーメンやら夕ゆう張ばりメロンキャラメルとかをどさどさ出す。

「こんなとこにいないで、下でお茶でも飲もうじゃないか。ところで銀之介」

　銀一郎はそこで初めて銀之介につっ込んだ。

「ど～～してそんな格好してるんだ？」

「お銀ぎんから聞いてないのか？」

「銀ぎん花かちゃんは風ふ呂ろに入ってて話しはしてないぞ」

「そっか、なら説明するよ」

　銀之介は力なく笑ってから言った。

「僕、人間に戻れなくなっちゃったんだ」

「あ？」

「黄色じゃなくて丸くないものを見ても、戻れないんだ」

「ふ～～～む。そいつは大変だなぁ」

　銀一郎は顎あごに手をあてて考え込んでから、ふっと尋たずねた。

「ちなみにだな。どういったきっかけで変身したんだ？」

「きっかけなんてないよ。黄色くて丸いものなんか見てないし、ましてや生なま卵たまごなんかも見てない。父さんたちを見送って、さて家に入ろうってドアの前に来た時に、いきなりぞわぞわぞわわって」

「見たのはドア……長方形で茶色のドアか」

　銀一郎はしばし考え込んでから、こくんと頷うなずいた。

「ちょっと待ってなさい。多分あれで元に戻れると思うから」

　それだけ言うと部屋を出て行った。

「もしかしたらすっごい秘ひ密みつ兵器があるのかな？」

「きっとそうだよ！　銀之介君。人間に戻れるかもしれないよ！」

　どよめく二人んとこに、銀一郎はお椀わんを持って帰ってきた。

「ほら、これだ」

　急せき込むようにお椀わんをひったくり、銀ぎん之の介すけは中を覗のぞき込んだ。

　まん丸いおっ月様がこちらを覗いてた。保証書をつけたっていい。生なま卵たまごって奴やつだ。

「父とうさん！　何でこんなもの」

「いいから、騙だまされたと思ってしばらく眺ながめてなさい。分かったな」

　そう言うと、銀ぎん一いち郎ろうは唐とう子こに笑顔を向けた。

「それじゃ唐子ちゃん。下でお茶でも飲んでよ～～か。銀之介は集中したいだろうし」




「北海道はでかかったな。どこまで続く一本道がだな」

　銀一郎の北海道旅行話ばなしを聞きながらも、唐子は落ち着かなかった。

　二階でがんばってる銀之介のことが気がかりで仕方ないのだ。

「あの、おじさん」

　北海道にわり込んで、唐子は尋たずねた。

「ど～～して銀之介君に生卵なんか？」

「あ、あれね」

　茶をずずってすすってから、銀一郎が話しかけたその時だった。

「唐子ぉぉぉぉぉぉぉ」

　って叫びながら階段を駆け降りて来る音がした（途と中ちゆうから転げ落ちて来る音になってたけど）。

「見てくれ！　唐子！」

　居間へと飛び込んで来たのは、ちょっと傷だらけになってるけど紛まぎれもない人間の駒こま犬いぬ銀之介だ。

「戻ったんだよ！　唐子！」

「おめでとう！　銀之介君！」

　二人は手をとりあって幸せダンスを踊りまくってから、銀一郎に顔を向けた。

　そして異い口く同どう音おんに言った。

「でもどうして？」

「ちょっとした体たい質しつ変化って奴だよ」

　平へい然ぜんとして銀一郎は答えた。

「黄色くなくて丸くないもので変身し、黄色くて丸いもので人間に戻る。いつもとは逆の体質にね。年とし頃ごろのオオカミ人間にはよくあることだ」

「そっか、それじゃ全く逆のことをやっちゃってた訳か」

　うんうんと唐子が頷うなずいた。

「父さん。もしかして僕、一生このままなのか？」

　銀之介が危機感をたくさんつめて聞いた。それはそうだろう。世の中には黄色くて丸いものよりそうじゃないものの方が多いのだ。表なんか歩けなくなる。

　でも、銀一郎は笑いながら言った。

「い～～や。ほっといたって一週間くらいで元の体質に戻るはずだぞ。ちょっとした治療をすれば、すぐにでも治る。どーする？」

「すぐに頼むよ!!」

「了りよう解かい。あとでやってやるよ」

「元に戻るんだ……唐とう子こ!!」

「銀ぎん之の介すけ君！」

　二人はまた喜びのダンスを踊り狂った。

「よかった。よかったよ。一時はど～～なるかと思ったけど」

「本当！　あの美人のお姉さんのキッスでも元に戻らなかった時には、正直アタシもうダメだと思ったよ」

「美人のお姉さんのキッスで元に戻らなかった？」

　銀ぎん一いち郎ろうが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「それはおかしいな。それは体質とは関係ないはずだが」

「え？　でも戻れなかったよな」

「うん、戻れなかった」

　考える人が三さん体たい出来た。

「アタシ、ふっと思ったんだけどさ」

　一体の考える人が足の小指を動かした。

「あの人、奇き麗れいなお姉さんじゃなくて、奇麗なお兄さんだったんじゃないの」

　そ～～言われれば、そ～～言われれば、お姉さんにしては背が高くて、お姉さんにしては肩かた幅はばがしっかりしてた。それになんかお店がど～～のこ～～の言ってるのが聞こえたし。

　銀之介はピシリと硬こう直ちよくした。

「お～～い」

　唐子がトンカチでとんとん叩たたいても動きそうになかった。

「しょ～～がないな～～もう」

　ため息を吐き出す唐子だけど、実は内ない心しんでちょっとほっとしてた。

　銀之介が奇麗なお姉さんとキッスするより、奇麗なお兄さんとキッスした方が、なんか生理的に許せた。

　何な故ぜかそう思えた。




「ここまででいいよ。銀之介君」

「そうか？　じゃ気をつけて帰れよ」

「うん」

　送ってくれた銀之介に別れを告げ、唐子は自宅を目指して商店街を歩き出した。

　もうすっかり遅くなってる。自宅のうどん屋も忙しいピークは通り過ぎてることだろう。

　歩きながら、唐とう子こは考えた。

　もし、銀之介が一生元もとに戻れなかったら、一生オオカミのままだったら、どうなってたのかなって。
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「ア、アタシってば何なに考えてんだろ！」

　顔を真っ赤にして、唐子はきゃーのきゃーのわめいた。

　こんな想像したってことは誰にも言えない。親にだって友達だって神様にだって、もちろん銀ぎん之の介すけにだって。

　唐子は心の一番奥おくにある耐たい火か金庫に想像を押し込むと、ぎっちりと鍵かぎを閉めた。だいやるの番号を書いた紙も自分でびりびりに破いた。これで開けられることはない。

「うん、こんなもんだ」

　って満足気げにうなずいた唐子は、ふと顔を真ま顔がおにした。

「待って………」

　重大なことを思い出したのだ。

　銀之介は、黄色くなくて丸くないものを見てると変身するっていういつもとは逆の体質になってた。

　つまり言いかえれば、黄色くて丸いものは平気だってことだ。それどころか元に戻っちゃうくらいありがたい存在なのだ。

　でもそれを知らなかったから、目の前にあった黄色くて丸いものからは目を反そらしてきた。

　たとえば…………………飯いい波なみ堂のケーキとか。

「あ～～プレーヌなんとかってやつ!!」

　唐とう子こは夜空に向かって絶ぜつ叫きようした。

「もったいなかったぁぁぁぁぁ」





第十六話　完









　おまけ




「え～～～、銀兄ぃ戻っちゃったのぉぉぉ」

　風ふ呂ろから出て茹ゆでたてになってる銀ぎん花かが、銀ぎん之の介すけの顔を見て大声を上げた。

「お～～、戻ったぞお銀ぎん。いや～～、悪かったな。お前にもいろいろと迷めい惑わくかけて。うんうん」

　銀之介は、シャンプーしたての濡ぬれてる銀花の頭をくしゃくしゃってやった。

「さ～～って、僕も風呂に入るとすっか」

　鼻はな歌うたなんぞを歌いながらスキップして風呂場へと向かう。

　そんな後ろ姿を見つめながら、銀花は親指の爪つめ嚙かんで不満をぶちまけた。

「ずっとあの格好の方がよかったのにぃぃぃ」

　ぶすっとしてる銀花に、すっとお椀わんが突き出される。

「ん？」

　覗のぞき込んだ銀花は、こっちを見上げてる黄色いお月様に元気よく変身した。

「あおおおおおん」

　とりあえず天てん井じよう向けて吠ほえてる銀花に、お椀を突き出した張ちよう本ほん人にん、銀ぎん一いち郎ろうが言う。

「銀花ちゃん。悪いんだけど、銀之介んとこ行ってどこでもいいからカプシって嚙かみついてきてくれないか？」

「ど～～して？」

「いいから頼むよ。銀之介のためだから」

　銀之介のためって言われたら、やらないわけにはいかない。

「分かった。銀花行いってくるね。銀兄ぃのために」

　元気よくうなずくと、銀花は四本足で風呂場めがけて走っていった。

「どういうことなの？」

　不思議そうに尋たずねる典のり代よに、銀一郎は笑いながら言った。

「な～に、ちょっとした治療だよ。一ひと言ことで言えばワクチンの投とう与よ」

「ワクチン？」

「ああ」

　銀ぎん一いち郎ろうは軽くうなずき呟つぶやいた。

「正常なオオカミ人間の……唾だ液えき」




「お、お銀ぎん!!　何だよ、いきなり飛び込んできて。ダメだぞ。いくらいとこ同士だからって、風ふ呂ろまで一緒ってのは」

「銀兄ぃ……ごめん」

「何だ、何だよ」

　カプシ♡

「いってぇぇぇぇぇぇぇぇ」













　　　第十七話　29番目のカッチョマン










　　　　　１




　ちょっと二枚目な男子高校生が並木通りを歩いていた。

　その男子高校生を、並木の陰から見守る女子高生がいた。

　その女子高生を、陰から支えるポリバケツとゴミ袋ぶくろがいた。

「キミ先せん輩ぱい！　早くしないと行っちゃいますよ。カッチョマン28号」

　ゴミ袋……もとい、飯いい波なみ女子高一年、小こ森もりマユが声を飛ばした。

　チャームポイントは時代後おくれのパーマだ。でもどっちかっていうとアフロだ。アフロ大だい魔ま人じんだ。

「そ～～ですよ」

　ポリバケツ……もとい、飯波女子高一年、大おお寺でらユミも口を挟はさんだ。

　風か邪ぜひいてないのに装そう着ちやくされてるマスクがいかしてる。でもマスクっていうより食パンに近い。

「決心を固めて来たんでしょ。さ、早く」

「でも………でも……」

　女子高生はもじもじと体をよじった。ちょっとメッシュ入っちゃってるけど、ちょっとスカート長いけど、ちょっと眉まゆ毛げ太いけど、なかなかの美少女だ。ただ声かけたら半はん殺ごろしにされそうな雰ふん囲い気きだけど。

　彼女の名前は、倉くら畑はた希き美み恵え。自じ称しよう飯いい波なみ女子高のスケバンであり、角かく刈がりの健けんを叔お父じに持ち、目もつ下か彼氏募ぼ集しゆう中のワイルド系お嬢じよう様だ。

「駄だ目めよ。アタシなんて」

　希美恵は並木に拳こぶしをがしがし打ちつけた。

「アタシなんて、ガサツだし、乱らん暴ぼう者だし、料理下へ手ただし、イラストロジック苦にが手てだし、眉毛太いし」

「ま～～確かにそ～～ですけど」

　うっかり口走ったゴミ袋に、電光石せつ火かの早はや業わざで先せん輩ぱいチョップが叩たたき込まれた。

　口は禍わざわいをまねきまくる。

　残ったポリバケツは頭の中でそう呟つぶやくとぎゅっと唇くちびるを閉じた。

「きっとコクっても失敗に終わるわ。そ～～に違いないのよ」

「勇気を出してください！　キミ先輩」

　ポリバケツが熱っぽく言った。

「何事もやってみなけりゃ分からないじゃないですか」

「そ～～です」

　頭を押さえながらも、ゴミ袋ぶくろが復活し言う。

「チャレンジです。キミ先輩なら出来ますって」

「そう…………ね」

　希美恵はゆっくりと息を吐き出した。

「逃げてばかりいちゃ、何も始まらないものね」

「そうですキミ先輩」

「応援してますキミ先輩」

「行くわ」

「ゴーゴーレッツゴーキミ先輩！」

「それ行けみんなのキミ先輩！」

　ゴミ袋とポリバケツは誠せい心しん誠せい意いを込めて応援した。

　そんな応援に後押しされ、希美恵はゆっくりと歩き出した……その時だった。

　カッチョマン28号の手からコーヒー牛乳のパックが投げ捨てられた。

　パックは乾いた音をたてて着地した。

「ゴミの……投げ捨て…………」

　希き美み恵えの目が見開かれた。瞳どう孔こうが開き、小こ鼻ばながひくひくとする。

　ゴミ袋とポリバケツはとってもいやな予感がした。こ～～ゆ～～シチュエーションは何度も目まの当たりにしてきてる。しまくってる。

「ちょっとキミ先せん輩ぱい、落ち着いてください。キミ先輩ってば」

　止めるポリバケツの声も届かず、希美恵はつかつかと歩き出した。

　投げ捨てられた紙パックを拾い上げると、腹に力を込めた声で一ひと言こと。

「おい」

「ん？　僕に何か用かい？」

　振り返るカッチョマン28号の顎あごをがしっと摑つかみ口を開けさせると、希美恵は丸めたパックをぐいぐいと押し込んだ。

「ゴミは屑くず籠かごにだ！　ボケ！」

　最後に強烈なキミ姉さんパンチを男の顎に食らわせて口を閉じらせる。

　男は口くち端はしから泡あわを噴ふいて倒れた。

「分ぶん別べつしろよ！」

　最後にそう付け加えて、希美恵はくるりと向き直った。

「帰るわよ。ユミ！　マユ！」

「あの、毎度の質問なんですけど、いいんですか？　カッチョマン28号」

「あんなのカッチョマンでも何でもないわ。燃えないゴミよ。粗そ大だいゴミよ！」

「はぁ」

「気分悪い。カラオケでも行くわ。ついてらっしゃい」

　一方的にそれだけ言って、希美恵はすたすたと歩き出した。

「これって、いつものパターンよね」

　ポリバケツがため息を吐き出した。

「本当よね」

　ゴミ袋ぶくろも右に続いた。

　ふと気がつくと、またカラスが集まってた。

「ちょっと、アタシらはゴミじゃないわよ」

「そ～～よそ～～よ」

　二人はカラスを追い払うと、さっさとポリバケツとゴミ袋を卒業した。

「ユミ！　マユ！」

　遠くから希美恵の叫ぶ声が聞こえた。

「は～～ぃ、今いま行きま～～す！」

　機き嫌げん悪い時の希美恵は危険だ。ただでさえよくくり出される先輩チョップの頻ひん度どが三倍くらいに膨ふくれ上がるからだ。

　ユミとマユはとばっちりを受けないようちょこっと距離を開けながら希き美み恵えについて行った。

「ねぇ、アタシふっと思ったんだけどさ」

　ユミがふっと小声で囁ささやいた。

「キミ先せん輩ぱい、案あん外がいゴミ拾う人だったら誰でもよかったりして」

「そりゃないでしょ。いくら何でもそんな安あん直ちよくな」

　そんなことを二人が話してる時だった。

　並木の向こうから男子小学生がてこてこ歩いて来た。

　まぁなんて言うか、どん臭くさそうな男の子だ。鼻たれてるし、頭のネジ三本くらい抜けてそうだし。

「あ！」

　男の子は道の端はしっこに落っこちてる空あき缶かんを発見するとちょこまかとそれに歩み寄った。

「だめだな～～。ちゃんとゴミ入れに捨てないといけないのにな～～。だめなんな～～」

　ひたすらに頭の回転遅おそそうな口調でそう言うと、男の子は空缶を拾い上げ近くのゴミ入れに放り込んだ。

「うん、これでいいんだな」

「おい、坊主ぼうず」

「ん？」

　男の子が顔を上げると、眉まゆ毛げの太いお姉さんがいた。

　小学生はちょっと恐くなって半歩後うしろへ下がったけど、恐がる必要なんてなかったよ～だ。

「偉えらいぞ～～。坊主」

　希美恵はしゃがみ込むと、男の子の頭をぐりぐりと撫なでた。

「偉い偉い。お前は将来大おお物ものになるぞきっと。あ、これお姉さんからのプレゼントだ。肉にく饅まんでも買って食いな」

　希美恵はサイフから五百円玉を取り出すと男の子の手に握らせた。

「気をつけて帰るんだぞ～～」

　にこやか～～に手をふって見送りまでしてあげた。

「う～～ん、なかなか可愛かわいいガキじゃね～～か。将来が楽しみだな」

　希美恵は腕を組むとうんうんと頷うなずいた。

　その後ろで、ユミとマユは囁ささやき合った。

「ほら、やっぱりそうよ。ゴミ拾った相手が格好よく見えるのよ」

「そうよね、あの鼻タレガキンチョを可愛いって言うんだもんね。何かこう人類が発見してない未知の脳のう内ない麻ま薬やくがどっぴゅどっぴゅ出てんのよ」

　人間の脳って不思議だねって、ユミとマユはしみじみと感じた。

「二人とも何なに話してんの？　行くわよ」

「は～～ぃ」

　再び歩き出した三人の前方から、ひょっこら歩いてくる奴やつがいた。

「あら、鮫さめエサ男おとこじゃない」

　希き美み恵えが口を開いた。

　鮫エサ男（意味／鮫を釣つる時のエサぐらいにしか使えそーもない男）。以前ちょっとしたすったもんだの時、河原で丸まる太たに縛しばり付けられたって経けい歴れきを持つ。

　一ひと言ことで言えばのんぽりした奴。なんて言うか、恐きよう竜りゆう時代にタイムスリップしたら一番最初にブロントサウルスに踏み潰つぶされそうな、そんなどん臭くさそうな奴だ。

「相変わらず鈍にぶそうな奴っすね」

「ほんとほんと」

　マユとユミも頷うなずき合った。




　鮫エサ男こと駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけはちょっと幸せだった。

　試験日ってことで学校が早く終わったからちょっと遠くまで足をはこんでたい焼きを買って来たのだ。

　近所でも有名なたい焼きだ。ちょっとお値段は高いけど、それに見合う味は持ってる。

　そしたら、店のおじさんがいつもありがとこれおまけだよってカスタードたい焼きをおまけしてくれたのだ。

　そんな訳で、銀之介は上じよう機き嫌げんだった。

「たい焼きたい焼きあんこが一いつ杯ぱい、たい焼きたい焼きカスタードも一杯。いや～～、ラッキーラッキー、唐とう子こも来りゃよかったのにな～～も～～」

　大事に紙かみ袋ぶくろを抱え、銀之介は弾はずむような足取りで歩いてた。

　ちょっと弾ませすぎて、思わずハプニングが起こった。

　たまたま道に転がってた空あき缶かんを、思い切り踏みつけたのだ。

　ひしゃげた空缶は銀之介の靴にかっぷりと食らいつく、微び妙みようなバランスが崩れた。

「あ～～～」

　銀之介はキレイに倒れた。最近の男子高校生でここまでキレイに倒れられる奴やつはなかなかいないだろう。

「いたたたたた」

　打ちつけた顎あごをさすりながら起き上がった銀之介は、悲ひ劇げきを目まの当たりにした。

「あ～～、たい焼きが！」

　袋をのぞき込むと、哀あわれ、たい焼き君は見事に内ない臓ぞう破は裂れつしてた。

「大丈夫だ。これぐらいの傷。気にしないで食べてやるからな。安心しろよ」

　たい焼きに熱っぽく語ってから、銀之介は足にかみついた空缶に目を向けた。

「まったくも～～。誰だよこんなとこにポイ捨てした奴」

　足から空あき缶かんを外はずすと銀ぎん之の介すけは遠くに見えてたゴミ箱目め掛がけて投げた。

　七年に一度くらいの奇き跡せきで、空缶はゴミ箱に飛び込む。

「シュ───ト！」

　一人で喜んでから、銀之介は紙かみ袋ぶくろ抱えながら並木通りを歩き出した。

「たっいやっきたっいやっきらんらんらんっと」




「あの～～、キミ先せん輩ぱい」

　ユミがおずおずと声をかけた。

「ど～～して隠かくれてるんですか？」

　マユも右に続いた。

　並木の植え込みの陰から、希き美み恵えがにょっきり顔を出した。

　その視線をび～～って引っ張ってくと、ひょこひょこ歩く鮫さめエサ男おとこへとつながってた。

「キミ先輩」

「大丈夫ですか～～」

　ユミとマユが目の前で手をぴらぴらしても、希美恵は固まったままだった。

　ユミマユコンビはとってもやな予感がした。

　でもそりゃ～～いくらなんでもないっしょって苦く笑しようし合った。

　だけどあった。

「見つけたわ」

　希き美み恵えはうっとりとした瞳で言った。

「カッチョマン29号様」
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「え～～～～～!!」

　ユミとマユは特大のえ～～～！を響ひびかせた。

「ちょっとキミ先せん輩ぱい！　間違いないとは思うんですけど一いち応おう聞きます。カッチョマン29号ってあの鮫さめエサ男おとこのことですか！」

「あのど～～しよ～～もないくらい冴さえてない奴やつ！」

　二人の頭に、先輩チョップが食い込んだ。一いつ瞬しゆんの早はや業わざだ。

「いたあい」

　頭抱かかえて丸くなるポリバケツとゴミ袋ぶくろを見下ろし、希美恵はフンって鼻を鳴らした。

「これだからダメね。見る目がない奴は。よっく見なさいよ。冴えてないんじゃないの。素晴らしさを内に秘ひめてるの。奥おくゆかしいのよ」

「そ～～～ですかね～～」

　二人は遠くなった背中を見やった。パッカリ二つに割ってもやっぱり冴えてなさそうだった。

「あぁ、カッチョマン29号様」

　希美恵はうっとりと、遠ざかる背中を見つめ続けた。

　ユミとマユの二人は、これから始まるであろうストーカーな日々に、そっと嘆たん息そくした。
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「う～～ん」

　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけは何やら悩んでいた。下校の最さい中ちゆうだ。

　何を思ったのか急に足を止めクルっと振り返る。しばし後ろを見やり首を捻ひねりながらまた歩きだす。

　銀之介の不思議な行動に、すぐ右隣どなりを歩いてたソバカス少女が声をかけた。

「ど～～したの銀之介君？　さっきから後ろをちらちら気にして」

「いや、気のせいかもしんないんだけどさ。なんか最近ずっと誰かに後をつけられてるよ～～な気がするんだ」

「え～～本当？」

　唐とう子こはそう言ってから後ろを向いた。別におかしなものはない。あるのは電でん柱ちゆうとその足あし下もとに横たわるポリバケツとゴミ袋だけだ。

「ダメだね。あそこゴミ捨て場じゃないのに」

　そんなこと呟つぶやきながら、唐子は顔を銀之介に向けた。

「別に誰もついて来てないよ。やっぱ気のせいなんじゃないの」

「そ～～かな～」

　まだうかない顔の銀ぎん之の介すけに、唐とう子こは尋たずねた。

「それに、銀之介君の後をつけてどうしよって言うの？　誘ゆう拐かいして身みの代しろ金きんってのも考えにくいし」

「いや、もしや、僕の隠かくれた魅み力りよくに気がついた女の子がストーカー行為を」

「はいはい。寝ね言ごとは寝てる時だけにしといた方がいいよ」

　全く相手にされなかった。

「さ、行こ行こ」

　つっかつっか歩き出す唐子に、銀之介は唇くちびるを尖とがらかしてぶつぶつ言った。

「そりゃ～～ま～～冗じよう談だんなんだけどさ、もちっとのってくれたっていいだろ」

「ほら、銀之介君。早くぅ」

「分かった分かった」

　銀之介は早はや足あしで唐子を追いかけた。

「寝言は寝てからにするよ」

　なんて言ってる銀之介は、もちろん知らなかった。

　冗じよう談だんじゃなかったのだ！

　本当のことだったのだ！




　電でん柱ちゆう下のポリバケツとゴミ袋ぶくろからにょっきりと手足が生はえた。

「キミ先せん輩ぱい！　行かないんですか！」

「今日きようこそは行くんだって決めてきたんじゃないですか？」

　二人の声を浴びて、電柱の陰から希き美み恵えが顔を出した。

「カッチョマン29号様………」

　その瞳はうっとりと銀之介の背中を見ちゃってるもんだから、困ったもんだなのだ。

「ぶっちゃけ言いますけど、これまでで一番成せい功こう率りつ高いと思いますよ」

　マユが熱っぽく言った。

「右に同じっす」

　ユミもこっくり頷うなずく。

「見てくださいよ。どう見たってこれまで絶対恋れん愛あいしてね～だろって空気漂ただよわせてるじゃないですか」

　希美恵のチョップ飛んで来そうだったから、マユは慌あわてて言い直した。

「つまり、ちゃらちゃら女をとっかえひっかえしてるって感じじゃなくこう奥おくゆかしいっていうか清せい純じゆんっていうか………とにかく、キミ先輩がコクればイチコロでっす！」

「そ～～です！　キミ先輩ってば暴力ふるいさえしなければすっごい美人なんですから。だから大丈夫っす」

「本当？」

「本当っす。先せん輩ぱいならいけるっす」

「………行くわ」

　希き美み恵えが電でん柱ちゆうから卒業した。

「がんばれがんばれキミ先輩！」

「負けるな負けるなキミ先輩！」

　ユミとマユの声援を一いつ身しんに受け、希美恵は一歩歩あるき出した。

　だけど偉い大だいな一歩は一歩で終わってしまった。

「ダメよ。アタシなんて。ガサツだし乱らん暴ぼう者だし、それに眉まゆ毛げ太いし」

　またこれだってユミとマユはため息を吐き出した。

「こ～～ゆ～～時だけすっごい可愛かわいらしい少女になっちゃうんだよな。キミ先輩って」

「それに、もうカッチョマン29号様には彼女がいるみたいだもの」

「あの外そとハネの娘のことですか？　いや、彼女って感じじゃ」

「きっとそうよ。あんなに仲良さそうに一緒に歩いてるんだもの」

　希美恵は顔を押さえるといやいやをした。今いま時どきそんじょそこいらの女学生じゃ出来ない少女マンガな仕し種ぐさだ。

　顔を見合わせたユミとマユはどちらからという訳でもなくこっくりと頷うなずき合った。

「分かりました。うちらが一ひと肌はだ脱ぎます！」

「そうです。キミ先輩のためっす。先輩は家で昼ひる寝ねでもして待っててください！」




　　　　　３




「ユミ、そっちの調査結果は？」

「聞き込み作業したところあの鮫さめエサ男おとこは」

　ユミは手帳を開くと、食パンマスク越しにぼそぼそ呟つぶやいた。

「名前、駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ。飯いい波なみ高校二年の十七歳さい。今年の四月にこの街に転校。ひょろひょろしてるくせに肉好き」

「こっちも似たようなもんだったわ。勉強運うん動どう両方ダメの、これといって特とく技ぎなしの肉好き男だって」

　カリフラワーみたいなパーマ頭を振って、マユは疲れたように言った。

「どうしてキミ先輩はこんな男を」

「本当に」

　しばらく脱だつ力りよくしてた二人だったけど、すぐに復活した。

「でも言いかえれば、これまでで一番成せい功こう確率が高いってことよ」

「つまり、キミ先せん輩ぱいとうまくいけばくっついちゃうかもしれないってこと」

「キミ先輩とあの鮫さめエサ男おとこがくっついてくれれば」

　二人は声をそろえて異い口く同どう音おんに言った。

「先輩チョップの回数が減る！」

　不ふ機き嫌げんな時に多発される先輩チョップだ。彼かれ氏しが出来て幸せ街道まっしぐら状態ならさぞかし回数は減ることだろう。いやもしかして………

「撲ぼく滅めつもありえる」

　人生の幸せってのを、ユミとマユは感じ取った。

「今回は決めるわよ。ユミ」

「分かってるわ。マユ」

　二人はがっちりと腕を組み合わせ、改めて決意を固めなおした。

「さ、それで本ほん題だいに入るわよ」

「おう！」

　校舎裏うらの密みつ談だんは本題に入った。

「あの鮫エサ男と一緒にいた外そとハネ女おんな」

「七しち味み唐とう子こって奴やつね」

「そう。別に恋人って訳じゃないけど、仲良くしてることは確かみたい」

「ってことは」

「今後の展開によっては、ちんちんかもかもな関係になる可能性もなきにしもあらず」

　沈ちん黙もくが校舎裏にとぐろを巻いた。

「つまり、ここでうちらが取るべき行動は…………」

　マユとユミはお互いに見つめあいこっくり頷うなずくと、拳こぶし握り締めて叫んだ。

「その前にぶっ潰つぶす！」

　どど～～～ん！

「行くわよユミ！　恋の芽め引ひっこ抜ぬき作戦よ」

「ラジャー了りよう解かい！　マユ！　引っこ抜いて引っこ抜いて引っこ抜きまくってやるわ！」

　ユミとマユはだだだだって走った。しばらく走ってからふと足を止める。

「ところで、どうやって引っこ抜く？」

「さぁ」

　極きよく限げんまで盛り上がってたオ～ラが一気に盛り下がった。

「何よユミ！　あんた何も考えてなかったの！」

「マユ！　そっちだって」

　不ふ毛もうな戦いが始まった。

　恋の芽引っこ抜き作戦始し動どうには、まだもう少し時間がかかりそうだった。
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　商店街のうどん屋さん、七しち味みうどん亭てい。そこが唐とう子このお家うちだ。

「ただいま～～」

　って、のれんの出てない正面入り口から唐子はいつものよ～～に帰宅した。基本的に昼間は鍵かぎをかけてないのだ。裏うら口ぐちもあるけど唐子はもっぱらこっちを利用してる。

　店内に人ひと影かげはない。まねき猫が一匹棚たなの上でおいでおいでしてるだけだ。

　お店の壁にかかってる年ねん代だい物ものの時計に目をやった。まだ三時ちょっと過ぎたとこだ。開店までにはたっぷりぷりぷり時間がある。

「ちょっと休んでから掃除でもしよっかな」

　なんて今日きようの予定を口ずさみながら階段へと向かった時だ。

「おう、唐子。おかえり」

　店の奥から腹はら巻まきにラクダ股もも引ひきって出いで立ちで辛から雄おさんがやって来る。唐子の親父おやじだ。

「ちょうどよかった。さっき電話があったぞ。銀ぎん之の介すけ君から」

「え？」

　唐子はおやっと小こ首くびを傾かしげた。

「銀之介君とはさっき別れたばっかだけどな。公こう衆しゆう電話でも使ったのかな？……で、何？」

「飯いい波なみ公園の噴ふん水すいの前まで来てくれってさ」

「ど～～して？」

「ハッキリとは言わなかったが、何かものすごく大切な話があるそ～だ。急いだ方がいいんじゃないか？」

「大切な話？　何だろ？」

　しきりに首をひねる唐子に、辛雄は真ま顔がおでこう言った。

「唐子……………お父とうさんは別に反対じゃないからな」

「は？」

「銀之介君は気き立だてもいいし純じゆん朴ぼくだし、今時どき珍しいくらい気持ちのいい青年だ。だから反対じゃないが、出来れば一緒にこのうどん屋をやってくれるってのがお父さんの希望であって」

「ちょっとちょっとお父さん！　何なに言ってるの？」

「だから、銀之介君にプロポーズされた時の話だよ」

「プロポー……」

　ズと同時に、唐子は噴ふき出した。

「も～～、何言ってるのお父さん。そんなことある訳ないじゃん」

「しかし男が大切な話って言えば」

「はいはい。お父さんも冗じよう談だんは眠ってる時だけにしてよ。それじゃ鞄かばんだけ置いて行ってこよっと」

　唐とう子こはくすくす笑いながら階段を登ると自じ室しつに飛び込んだ。

　六畳の純じゆん昭和風ふうの部屋のすみに鞄かばんを置く。

「よりによってプロポーズなんて言い出すなんて。お父とうさんってば」

　唐子はまた思い出してプスって噴ふき出した。だけどふと考え込む。

「待てよ……」

　プロポーズってのは、いわゆる結婚してください宣言のことだ。銀ぎん之の介すけは十七歳さいの高校二年生。生活能力だってまだまだないし、そんな宣せん言げんをする訳がない。

　だけど、その一歩手て前まえだったらど～～だろ～～か？

『ザ・ガールフレンドになってください宣言』

　ありえない話じゃないのではなかろうか？　もう知り合って半年以上たってるし、なんだかんだで仲良くしてるし、秘密を共有してるってことで特別な連れん帯たい感生まれてるし。

「……まっさかね～。そんなことある訳ないじゃ～ん」

　唐子は自分の想像をけらけら笑い飛ばした。

「ね～～、あの銀之介君がだよ。ないない」

　言いつつ、押おし入いれから引っ張り出してきたのはホコリでコーティングされた古ぼけた箱だ。

　ぱかっと開けると蓋ふたの後ろは鏡になってる。いわゆる化け粧しよう箱だ。

　そこからクシを取り出すと唐子は外そとハネの髪をとかし始めた。

　気合い入ってる外ハネだけど、それでも幾いく分ぶん落ち着いてくれる。

　努力の結果だ。

「そんなガールフレンドなって宣言なんてね。考えられないって」

　そう呟つぶやきながら、鏡でソバカスのあたりを伸ばしてみたりした。

「よし、悪くない悪くない」

　最後に鏡に向かってにっかり笑って、唐子は蓋を閉めた。

「さ～～、行ってこよ～～っと。大切な話聞きっきに～～」

　階段を降り靴を履はいて出しゆつ陣じんの準備は整った。

「じゃお父さん行ってくるね～～」

「ああ、別に店のこと心配して早く帰って来なくてもいいからな。銀之介君によろしくな。風か邪ぜ、早く治すように伝えてくれよ」

「は～～～い」

　元気よく返事して唐子は外へと飛び出した。

　と、そこでちょっとだけ眉まゆ根ねをひそめる。

「風邪？」

　別に風邪って感じじゃなかったはずだ。銀之介は。

　だけど、そんな些さ細さいなことで悩み続ける唐とう子こちゃんじゃなかった。

「まいっか」

　脳のう天てん気きに笑い飛ばすと、唐子は飯いい波なみ公園めがけてスキップを踏み出した。

　鼻はな歌うたもおまけにつけて。

　なんだか、この時の唐子はちょっぴり幸せ色いろに染そまってた。

　スキップで鼻歌歌うたいながら、唐子はゴミ袋ぶくろとポリバケツの横を通り過ぎて行った。




「作戦。成功みたいね」

　ポリバケツからにょっきり顔を出し、ユミが満まん足ぞく気げに頷うなずいた。

「鮫さめエサ男おとこの方にも電話かけといたから、もう向かってるはずよ」

　ゴミ袋から顔を出したマユが、携帯を振り回しながら言う。

「にしても単純な親父おやじで助かったわ。ちょっと声かすれさせて風か邪ぜだって言うだけで全ぜん然ぜん普通に信じるんだもん」

「本当、ありがたいわね。さ、感心してないで。飯波公園に向かうわよ。あの二人に会って話しでもされたらせっかくの苦労が水の泡あわになっちゃう」

「ガッチャ了りよう解かい！」

　ポリバケツとゴミ袋はもそもそ歩き出した。

　ちょっと物ぶつ色しよくしようと思って近寄ってた猫が、軽く腰を抜かした。
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　公園の噴ふん水すいの前には、人ひと影かげはなかった。

　おやっと首を傾かしげながらも、唐子は待つことにした。

　ヒツジが五十匹くらい柵さくを飛び越えた時だ。向こうからやって来る人影を見つけた。

　間違いない。いつも見慣れてる柔にゆう和わな顔だ。

　なんだかちょっと緊きん張ちようしながら、唐子は手を振った。

「御ご免めん。遅くなっちゃって。ちょっとトイレに行ってたもんだから」

「ううん。いいんだよ。アタシも今来きたところだから」

「そっか。そりゃよかった」

　銀ぎん之の介すけは、ぽりぽりと鼻の頭を搔かきながら言った。

「その…………。まぁ、何て言うか………突然でさ」

「うん、突然だね」

　二人は黙だまりこくった。噴ふん水すいのしゃばしゃばしてる音だけが鼓こ膜まくをくすぐった。

「ま、黙ってたって仕方ないから。聞くよ」

　銀之介が仕切りなおすように言った。

「うん」

　唐とう子こも身み構がまえた。

　頭の中でどんな言葉がくるか何通りもシミュレートし、それに対する答えも何通りも考えた。

「大切な話って…」

　銀ぎん之の介すけが何かを言いかけたまさにその時だった。

「銀ぎんちゃ～～ん！」

　脳のう味み噌そをまき散らすような甲かん高だかい声が飛んできた。

　顔を向けると、一人の少女が突っ走って来るとこだった。

　ボーイッシュなショートヘアーの、なかなか可愛かわいらしい少女だ。年は銀之介らと同じくらいだろう。

「待った！　銀ちゃん！」

　少女はいきなり銀之介に飛びつくとその腕に自分の腕を絡からみつけた。

「ごっめ～～ん。ちょっと野の良ら猫ねこに襲おそわれてて、遅くなっちゃったぁ」

「え？　あ？　え？」

「お詫わびにユミユミの手作りクッキーあげる、はい、あ～～んしてあ～～ん」

「ちょっとあの………」

　ひたすらに狼ろう狽ばいする銀之介の隣となりで、一人唐とう子こが険けん悪あくな顔して見てた。

　ただの険悪じゃない。超ちよう険悪だ。

「銀之介君。誰？　この人」

「いや、全然知しら…」

「ユミユミで～～す」

　銀之介を遮さえぎって、少女はまた脳味噌まき散らすような声を張り上げた。

「じつわね、ユミユミ」

　少女はセーラー服のお腹なかの辺りを押さえて言った。

「出来ちゃったの。銀ちゃんの子供」

　唐子が噴ふん火かした。

「ちょっと待て！　僕には身に覚えが！」

「ひどい！　銀ちゃん」

　少女は大きな瞳に涙をこんもりためて叫んだ。

「あの夜のこと忘れちゃったの？　あんなにも激しく燃え上がったじゃない！」

「あの夜も何もそんな夜が………」

　銀之介は言葉に詰まった。その顔がずんどこ青くなる。

　もしかして、もしかしてこの女の子はあの夜のことを言ってるんじゃないのか？





　銀之介君のあの夜




　あれは、十一月の満月の日の出来事でした。いつものように日の暮れる前に帰宅し、家中のカーテンを閉めました。夕飯にハンバーグを食べお風ふ呂ろに入りました。

　何気なく新聞のテレビ欄らんを見ていた銀ぎん之の介すけ君の小こ鼻ばながちょっと開きました。

　深夜番組で、ちょっぴりエッチな特集をすると言うのです。

　普段なら夜よ更ふかししてまで見たくないっていう銀之介君でしたけど、満月の日は違っていました。

　満月の日。それはオオカミ人間にとっては、何だか分かんないけどそわそわして興こう奮ふんしてしまう日なのです。

　銀之介君は誓ちかいました。何が何でもその番組を見てやると！

　しかし、夜更かししてるとお母様にしかられます。

　そこで銀之介君はいい方法を考えました。いったんは部屋にてベッドに入り、二時になったらそっと二階から降りて来ると。

　十一時くらいに、銀之介君はベッドに入りました。眠らないつもりでしたが、念ねんのため目覚まし時計を二時にセットし枕まくらの下に入れておきました。こうしておくと音が家族に聞こえないからです。

　桃もも色いろ映像を期待しながら、銀之介君は次し第だいにうとうととし始め、とうとう眠ってしまいました。

　それから時間がたちました。

　目覚ましが鳴りました。銀之介君は枕の下に手を突っ込んで目覚ましを止めるとむっくりと起き上がりました。

　本当ならばここで桃色映像を見るために動き出すはずなのですが、寝ね惚ぼけてた銀之介君は元気よく言いました。

「う～～～ん、もう朝か」

　いつものように、もっそり起き上がり朝日を浴びようとカーテンを開けます。もちろん差し込んでくるのは朝日じゃなく月光です。

「あ！！！！」

　っと思った時には時すでに遅し[image: 三点][image: 三点]でした。銀之介君はオオカミになりました。しかも満月は心までケダモノに変えます。

　銀之介君の意識は、そこでぷっつりと途と絶だえました。

　眩まぶしい光で、銀之介君は目覚めました。

　そこはいつもと同じ自分の部屋の自分のベッドの上でした。

「あ、銀兄ぃが起きてる！　つまんない」

　ケシゴムと割わり箸ばしを持って部屋に入って来た居い候そうろうの銀ぎん花かちゃんがものすごく不満そうに言いました。

　そのアイテムが一体どんな風ふうに使われる予定だったのかを考えると、銀ぎん之の介すけ君はたまらなく恐くなりました。

　ぶつぶつ文句を言いながら出て行く銀ぎん花かちゃんを見送り、銀之介君は考えました。

「きっと昨日きのうのは夢だったんだ。カーテン開けたのも夢。満月を見ちゃったのも夢。あははは」

　でもすぐに笑えなくなりました。カーテンが開かれ、おまけに全ぜん開かいにされてる窓を目まの当たりにしたからです。

　その日は一日中ブルーになっていたけれど、別にどこどこが破壊されたとか誰だれ々だれが襲おそわれたとかそういった噂うわさは一つもありません。

　銀之介君は思いました。

　満月の時だけひょっこり出てくる人格、ワイルドウルフ様は、きっと夜の散歩をしただけで帰ってきたと。悪いことなんかしなかったと。ひどく楽観的な考えでしたが、そう思い込むことにしました。

　銀之介が夜中外がい出しゆつしたことは家族の誰も気がついてなかったようなので、銀之介君は秘密にすることに決めました。

　永遠の秘密にすることに。
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「心あたり………あるんだ」

　どんどんブルーになってく銀之介の顔色に、唐とう子こがかすれた声で言った。

「銀之介君なんて、銀之介君なんて…………不ふ潔けつよぉぉぉぉぉ」

　力一いつ杯ぱい青春の叫びすると、唐子は突っ走って行った。

「唐子ぉぉぉぉぉぉ」

　誤ご解かいなんだぁぁぁって力一いつ杯ぱい叫べないとこがつらいとこだった。

　銀之介はがっくしと膝ひざをついた。

「そ～～だよな～～。あいつが何もしないまま帰ってくるなんてありえないよな」

　しばしオーマイガッて絶望にうちひしがれてから、銀之介は口を開いた。

「申し訳ないけど、あの夜に起こったことをちゃんと説明してくれないかな？　疑ってる訳じゃないんだ。ただ、自分が何をしたのかぐらいちゃんと把は握あくしておきたくて………あれ？」

　妊にん娠しん少女は忽こつ然ぜんといなくなってた。跡あと形かたもなく。靴の片方すら落ちてない。

「お～～い」

　返事もなかった。

「ユミご苦労！　任務達たつ成せいね」

　茂みの中に隠かくれつつ、双そう眼がん鏡きよう覗のぞいてたカリフラワーパーマのマユが、戻ってきたボーイッシュ少女をねぎらった。

「これまで知らなかったけど、あんたマスク取って目をぱっちり開けるとけっこう可愛かわいいじゃない。これからは取ってたら？」

「マスクは命よ！」

　ボーイッシュ少女は魂たましい込めてそう主張すると、マスクを装そう着ちやくし目をごしごしと擦こする。

　食パンマスクにとろんとした眠そうな目。いつものユミに戻った。

「さ、芽めも摘つめたし。それじゃさっそくキミ先せん輩ぱいに電話かけよっと」

　携帯をピポパやり始めるマユを、ユミは制した。

「ちょっと待って」

「え？」

「あれ見て！」

　ユミは茂みの向こうを指さした。




「あら、駒こま犬いぬ君じゃない。こんなところで何やってるの？」

　ひたすら落ち込んでた銀ぎん之の介すけは、その涼しげな声で顔を上げた。

　楓かえでが立ってた。小さなバッグを小こ脇わきに抱えたおでかけバージョンだ。

「楓さん………」

　銀之介は何かを言いかけ、はぁってため息を吐き出した。

「何だかお悩みのようね。私でよければ話聞きくけど」

「最低の話だよ。聞いたら僕のこと軽けい蔑べつしたくなる」

「かまわないわ。そしたら軽蔑するだけだから」

　突き放すような楓の言葉だけど、かえってこうハッキリ言われると気楽になるところもある。

「立ち話も何だし、そこの喫茶店にでも入る？」




「芽だわ！」

　仲良く並んで歩いてく二人を見て、ユミは確信を込めて言った。

「あれは間違いなく芽だわ！　早く摘みとらないと」

「そうね、それじゃユミ。また行って」

「ちょっと待ちなさいよ」

　ユミはマスク越しに不満をぶつけた。

「どう考えたって今度はあんたの番じゃない」

「え～～～」

「一人だけ楽らくしようたってそうはいかないからね」

　ユミは袋ふくろからヘアムースを引っ張り出すとマユに投げつけた。

「ほら、こいつでさっさとそのカリフラワー頭なんとかしてきなさいよ！」

「うう！」

「ほら早く！」
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「なるほど、そんなことがあったんだ」

　しゅわしゅわ音をたてるコーラを見つめながら、銀ぎん之の介すけは沈ちん黙もくしてた。

　紅茶をすすった楓かえでが、口を開く。

「でも、心当たりがないんでしょ。だったら」

「それが………」

　銀之介は口ごもった。満月の日におかしくなることは楓には秘ひ密みつにしてる。出来ればお墓はかにまで持っていきたいと思うくらいに秘密にしてる。

「ちょっと、記き憶おくがあやふやな夜が一晩あって」

　銀之介はそう言って誤ご魔ま化かした。

「記憶があやふやな夜ね」

　楓は頷うなずいてから、ふと尋たずねる。

「ところで、駒こま犬いぬ君はどうして公園に来たの？」

「それは、唐とう子こから電話があったからだよ。大切な話があるってさ。電話とったのは父とうさんだったんだけど」

「ふ～～ん。で、その話ってのは」

「分かんない。話って何？って聞こうとしたところで、あの娘が乱入して来たから」

「おかしな話ね」

「え？」

「だってそうでしょ」

　楓は、当然とばかしに言った。

「駒犬君は唐子さんに呼ばれて公園に行ったんでしょ。どうしてそのユミって女の子が駒犬君の居い場ば所しよを知ってたの？」

「それは………そうだよな。おかしいよな」

　銀之介が首を傾かしげたその時だった。

「銀ぎん様！」

「え？」

　顔を向けると、少しウェーブかかった髪の毛の女の子が自分を見下ろしてた。

　なんだかちょっとやな予感しながらも、銀ぎん之の介すけは尋たずねた。

「あの、どちら様で」

「も～～忘れちゃったんですか？　マユですよ。銀ぎん様」

[image: ]

　少女はにっかりと笑うと、急に深しん刻こくバージョンになった。

「実は今日きようは、銀様に大切な話があって」

　両手がそっとお腹なかにあてられる。

「出来ちゃったみたいなの。銀様の赤ちゃん」

　銀之介はざっと見積もっても三秒くらい死んだ。

　きっかり三秒後に生き返った銀之介は、しどろもどろに叫んだ。

「そ、そそ、そんな！　僕には身に覚えが！」

「ひどい！　あの夜のことを忘れたなんて」

　少女の瞳にこんもりと涙が盛り上がった。

「あの……夜……」

　銀之介はとってもブルーになった。

　あの夜の思い出が頭にもやもやと浮かび上がった。

　銀之介のあの夜（省略）。

「それより、誰なんですか？　この女！」

　少女は楓かえでに向かって敵てき意いの視線をばりばりに向けた。

「出てって！　銀ぎん様とあたしがデートするんだから」

「駒こま犬いぬ君。お邪じや魔まみたいだから帰るわね」

　楓が立ち上がる。

「お金はここに置いておくから」

「ちょっと、楓さん！　行っちゃいや」

「それじゃ、さよなら」

　楓はそれだけ言い残して喫茶店を出て行った。

　誤ご解かいなんだぁぁぁって力一いつ杯ぱい叫べないとこがつらいとこだった。

　銀ぎん之の介すけはがっくしと膝ひざをついた。

「そ～～だよな～～。あいつが何もしないまま帰って来るなんてありえないよな。それにしても一晩で二人もだなんて」

　しばしオーマイガッて絶ぜつ望ぼうにうちひしがれてから、銀之介は口を開いた。

「申し訳ないけど、あの夜に起こったことをちゃんと説明してくれないかな？　疑ってる訳じゃないんだ。ただ、自分が何をしたのかぐらいちゃんと把は握あくしておきたくてって………あれれれ？」

　二人目の妊にん娠しん少女は忽こつ然ぜんといなくなってた。跡あと形かたもなく。やっぱり靴は落ちてない。

「お～～い」

　返事もなかった。

　ただ、喫茶店のお客様たちが、ゴキブリでも見るような目つきで自分を見てるだけだ。

「ど～～なってんだこりゃ」

　銀之介は二、三度瞬まばたきしてからぼそっと呟つぶやいた。




「マユご苦労！　任にん務む達成ね」

　電でん柱ちゆうの陰に隠かくれつつ、双そう眼がん鏡きよう覗のぞいてた食パンマスクのユミが、戻ってきたウェーブ髪がみ少女をねぎらった。

「これまで知らなかったけど、あんたパーマ取って目を細めるとけっこう美人じゃない。これからはずっとそれでいたら？」

「パーマは魂たましいなの！」

　ウェーブ髪少女は魂込めてそう主張すると、髪の毛をわしゃわしゃした。

　ムースで固められてた髪がかき回され、見事なカリフラワーが復活する。いつものマユだ。

「さ、今度こそ本当に芽めも摘つめたし。それじゃキミ先せん輩ぱいに電話かけよっと」

　ユミが携帯をピポパする。

「もしもし、あ、キミ先せん輩ぱいですか？　今どこに？　え？　山の上公こう園えん。ど～してまたあんなとこに。それより先輩。無事に芽めを摘つんだんで、さっそく来ちゃって告白しちゃってください。え？　そんなちょっとキミ先輩！」

　ユミが携帯を下ろした。

「ど～～したのユミ？」

「勇気が出ないからダメだって」

「も～～、だからど～～してこんな時だけ少女マンガのかわい娘こちゃんなの！　キミ先輩！」

　マユが荒々しく手を振った。

「どうする？」

「どうするって決まってるじゃない」

　マユの手にロープが握られた。

「キミ先輩が来なけりゃ、こっちから連れてくまでよ」




「どうも、ありがとうございました」

　支払いを終えて、銀ぎん之の介すけは外へと出た。

　レジやってるお姉さんの視線がなんか痛かったけど、なんとか耐たえた。

「はぁ、僕はなんてことを……」

　がっくりと肩を落としてとぼとぼと歩く銀之介が、角をくいっと曲がった時だった。

　いきなり後ろからむぐって猿ぐつわをはめられた。

　あたふたしてるうちにロープでぐるぐる巻きにもされやがった。

　おろおろしてるうちに、担たん架かにかしっと乗っけられた。

「こんなものねユミ」

「そうねマユ」

　なんて担架の前と後ろにいるのは、かつて自分を拉ら致ちして河原の丸まる太たに縛しばりつけたあの三人組の下したっ端ばの二人だ。

「ひきみみたちは」

　銀之介の声なんか華か麗れいに無視し、ユミとマユは肩に赤せき十じゆう字じのマークをスチャッてくっつける。

「よし、これでどこからどう見ても病人を運んでく保健委員よね」

「どうして病人が縛られてるかが疑問だけど、そんな細かいこと気にする奴やつはいないわね」

　二人でうんうんと頷うなずき合うと、担架持もって走り出す。

　えっほえっほえっほえっほ。

　神様、僕は一体どこに連れてかれるんでしょうか？

　銀ぎん之の介すけは、ドナドナの子こ牛うしの気持ちがちょっとだけ分かった。
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「見み損そこなったよ銀ぎん之の介すけ君。見損なったよ」

「はい、てんぷらうどんと月見うどんと山さん菜さいうどんね」

「ありがとう。うぅぅぅ、いただきます」

　涙ぐみながら唐とう子こは割わり箸ばしを割った。

　うどんの麵めんを箸はしでつまみ上げずずずってすする。

「ううう………こしが弱いよ～～」

　なんて立ち食いうどん屋でうどんのヤケ食いしてた時だ。

「唐子さん。何をしてるの？」

　後ろから話しかけられたもんだから、うどんくわえたまま唐子は振り返った。

「はへへはんかえでちやん」

「飲み込んでからでいいわ」

　楓かえではやんわりと注意した。注意しないとそしゃくされたうどんが飛んで来そうだったから。

「うぅぅぅ、銀之介君が……銀之介君が……」

「妊にん娠しん少女のこと？」

「知ってるの！」

「ええ、さっきまで銀之介君と一緒だったから。一いち応おうの概がい要ようはね」

　楓は軽く息を吐き出し言った。

「そうそう、駒こま犬いぬ君が悩んでたけど、何の用事だったの？」

「え？」

「だから、駒犬君を公園に呼び出した理由」

「何言ってるの楓ちゃん。アタシが、銀之助君に呼び出されたんだよ。大切な話があるって言って」

「おかしいわね。確か駒犬君は唐子さんに呼び出されたって言ってたのに。直接は電話とってないって話だけど」

「あ、うちも電話をとったのはお父とうさん。ただよく分かんないのが、銀之介君に風か邪ぜ早く治せって伝えてとか言われたこと」

「……………私の個人的予想なんだけど」

　楓はそう前置きしてから言った。

「唐子さんが駒犬君の家に電話かけてないように、駒犬君も唐子さんの家に電話かけてないんじゃないかしら」

「つまり、誰かがアタシたちをあそこに呼びつけたってこと？　一体誰だれが？」

「ほら、前に一いち度ど駒犬君がさらわれたことがあったじゃない。飯いい波なみ女子高の……こう眉まゆ毛げが整った」

「あ、この間楓かえでちゃんが動物占うらないをやった……キレイ好きのイタチ！」

　動物占いって言わないでって表情を楓は一いつ瞬しゆんだけ浮かべたけど、言ったって無む駄だだなって悟さとったのか続けた。

「彼女じゃないの」

「ど～～してそう思うの？」

「だって、アタシの前に来た女の子って、あの時の一人だったもの。髪の毛、ムースか何かでがちがちに固めてたけど、普段はこうパーマにしてる」

「楓ちゃんの動物占いで皮ひ肉にく屋のハムスターだった人だ」

　だから動物占いって言わないでって表情を楓はまたしたけど、当然のごとく唐とう子こには分かってもらえなかった。

「帰る時に一瞬手てが触れてね。それで分かったわ」

「さすが楓ちゃんの動物占い」

「動物占いって言わないで」

　ここまで続くとさすがの楓も憮ぶ然ぜんとして言った。

「ちょっと待ってよ。それじゃアタシの前に来たあのショートカットの女の子も……」

　唐子は想そう像ぞうしてみた。女の子の顔と食パンを思い浮かべ、それを合体させる。

「寝ね不ぶ足そくのカラスだ！」

　唐子は驚きの声を上げた。

「銀ぎん之の介すけ君は？」

「さぁ、もう家に帰ったと思うけど」

「行かなくちゃ。なんだか分かんないけど、何かとんでもない陰いん謀ぼうの臭においするよ」

　唐子は切せつ羽ぱ詰つまった声を出すと、楓に顔を向け言った。

「楓ちゃん。後あとお願いね」

　それだけ言い残して、唐子は店を飛び出して行った。

「後って……何？」

　首を傾かしげる楓はすぐに気がついた。

　目の前にある食べかけのうどんの存在。しかもその数三つ。

「このこと………なのね」

　楓はため息いき一つ吐き出してから、割わり箸ばしをパシリと割った。
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「あの～～～」

　銀之介はおずおずと尋たずねた。

「ど～～して僕はこんな目にあってるんでしょ～～か？」

　こんな目ってのは、銀ぎん之の介すけが現在陥おちいってる境きよう遇ぐうのことだ。

　小さな公園の端はし、ちょっとした街がい灯とうの棒ぼうんとこにしっかりと縛しばりつけられてるっていうあんましありがたくない境遇だ。

「あの～～～」

「ちょっと黙だまってて！　にしてもキミ先せん輩ぱいどこに行っちゃったのかしらね。ここで夕日を見るとか言ってたのに」

「トイレじゃないの？　ここらへんって公衆トイレまでやたら距離あるから」

　なんてこと話してる二人を見てて、銀之介は大きく目を見開いた。

「あ！　君たちは！　妊にん娠しんした！」

「誰が妊娠してんのよ誰が！」

「人聞きの悪いこと大声で言わないで！」

　ぎろって睨にらみつけられた。

「だけど、僕のせいで」

「あ？　あんた何なに言ってんの？　あんなの噓うそっぱちに決まってるじゃない」

「本当に用事があるのはうちらの先輩で……」

　そこで緊きん張ちようが走った。

「来るわ！　キミ先輩！」

「いい、キミ先輩を傷つけるよ～なこと言ったら」

　手には鎖くさり、そしてもう一人の手にはカミソリの刃はだ。

　よく分かんないけど、銀之介は何度も何度も首を縦たてに振った。振りたくった。

「よろしい。さ、隠かくれるわよ」

　二人は手て頃ごろな茂みに飛び込んだ。

「何なんだよ。本当に」

　一人残された銀之介はぼそっと呟つぶやいた。でもじきに一人じゃなくなった。

　入り口からこちらへやって来る人ひと影かげが見えたのだ。

　どっかで見たことあると思ったら、自分をここへ縛りつけた二人がセンパイって呼んでる人だった。

「あ！」

　向こうもこちらに気がついたのだろう。はっとして足を止める。

「や……は」

　銀之介は、ぎこちなく笑った。

「や……は」

　あちらもぎこちなく笑った。

　涼しい風が吹く中、二人は錆さびたロボットみたいな笑いを飛ばし合った。




「がんばってください！　キミ先せん輩ぱい」

「うちら応援してますから」

「あ、キミ先輩が後ろ向いた！」

「逃げちゃダメです！　キミ先輩！」

「あ、足を止めて振り返った！」

「勇気を出したっすね」

「ゆっくりと鮫さめエサ男おとこに歩いてく！」

「がんばれがんばれキミ先輩」

「負けるな負けるなキミ先輩！」




「私………倉くら畑はた希き美み恵え。飯いい波なみ女子高の二年生」

　なんだかよく分かんないけど、自己紹しよう介かいされたら自己紹介で返さなきゃいけない。これが日本の常識だ。

「駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ………飯波高校二年」

「そう……なんだ………」

「そう………です」

　会話が凍とう結けつした。

「その、この間は……悪かったわ。河原で縛しばりつけたりして」

「あの、今も縛りつけられてるんですけど」

　また会話が凍結した。




「あ～～もう、じれったいっす」

　茂みでユミがもだえた。

「言っちゃってください！　キミ先輩！」

　二人は必死にお～～らを送った。

　お～らが届いたのか（十じゆつ中ちゆう八はつ九くそれは関係ないけど）凍結してた空気がちょっと溶けた。




「あの～～、僕になんの用事なんですかね？　はは」

　銀之介はへらへらって笑った。

「出来れば………お家うちに帰りたいんですけど」

「銀之介！」

「はい！！！」

　突然怒ど鳴なりつけられ、銀ぎん之の介すけは体をビクっとさせた。でもすぐにこう付け加えられる。

「………君」

「はい」

　なんなんだこの人は。

「その…………私は………私はさ……」

　希き美み恵えはもじもじしながら人ひと差さし指ゆびと人差指をくっつけてくいくいした。

「私は……私は………」

　なんなんだこのシチュエーションは。

　銀之介はごくりと喉のどを鳴らした。

　それにど～して僕の心しん臓ぞうはさっきからこんなにどきどきしてんだろ？

　最初に河原であった時は、眉まゆ毛げのびしっとした恐い人って印象しかなかったけど、こうやってる姿を見るとなかなかけっこう美人でござる。

「私は………私は……あんたのこと……」

　希美恵は両目をつむると力ちから込こめて叫んだ。

「あんたのこと、すき……」

　ガガガガガガガガガガガガガガ！

　って音で、希美恵の叫びは搔かき消された。

「な、何？」

　でっかなトラックが、公園脇わきの狭い道を通り過ぎて行った。地じ響ひびきをたてて。

　ちょっと行った先の林に頭を突っ込ませると、停車する。

　出て来たのはあんまりいい人じゃなさそうなごつい作業員二人だ。

　距離があってよくは見えないけど、何か話しながら荷台の古タイヤを下ろしている。

　いや、それどころか、坂になってるとこの下に向かって古タイヤを捨て始めた。

　ポイ捨てなんてレベルの問題じゃない。不法投とう棄きって奴やつだ。

　希美恵の瞳から少女漫まん画がちっくな光が消えた。

　銀之介なんかにはすっかり目もくれず、つかつかと歩き出す。もちろん行き先はトラックに向けてだ。

「ちょっとキミ先せん輩ぱい！　さすがにそれはやばいっすよ」

「そうっす」

　茂みからユミとマユが飛び出し、希美恵を追いかけて行く。

　銀之介はまた一人取り残された。

　一体ど～～なってるのか、いまだによく理り解かい出来なかった。

　三人が向かった先で何をやってるのかすら見えない。木に縛しばられてて首を思いきり曲げてもその方向に目を向けられないのだ。

「なんなんだ一体」

　神様に向かって、銀ぎん之の介すけはそう尋たずねた。

　答えちゃくれなかったけど。




「おい、大丈夫か？　もっと山やま奥おくに行って捨てた方がい～～んじゃね～～か？」

「かまわねえかまわねえ。もう十分さ。こんなとこに誰がいるってんだ。ほら、さっさと捨てちまって次つぎ行こ～～ぜ」

「ちょっとあんたら！　何やってんのよ」

「あ？」

　って振り向くと、眉まゆ毛げがびしっとした少女が立ってた。

　男は下げ卑びた笑えみを浮かべると口にくわえた煙草たばこをぺっと吐はき捨てた。

「こんなところに人がいたとは思わなかったぜ。ほら、お嬢じようちゃん。さっさと帰りな。何も見なかったことにしてな」

「こんなの見てそんなこと出来る訳ないでしょ！　さっさと捨てたタイヤ拾ってそっちが帰りなさいよ」

　もちろん、ちゃんと付け加えた。

「煙草も忘れずにね」

「ちょっとキミ先せん輩ぱい！」

「やばいっすよ」

　おっつけ駆けつけて来たユミとマユの制止なんて軽くあしらって、希き美み恵えはたんか切った。

「さっさと拾ってくか？　ここで痛い目みるか？　どっち？」

「こりゃいいや」

　男は高笑いを響ひびかせた。

「痛い目め見るのはお嬢ちゃんたちの方じゃ…」

　ドボス！

　スーパーデンジャラススクリューパンチが男の顔面に食い込んだ。

「この野や郎ろう！　よくもやってくれたな！」

　残った男が振り下ろす拳こぶしを希美恵は軽く避け、男の腹はらに強烈な膝ひざ蹴げりを食らわす。

「ぐぐぐぐぐぐ」

「フン！」

　希美恵は軽く鼻を鳴らすと、手をぱんぱんと叩たたいた。

「相変わらず強いっすねキミ先輩」

「本当、うちらの出る幕なかったっす」

「お誉ほめの言葉ありがとう。って言う前に、一つ聞かせてもらうわ。ど～してあんたらがこんなとこにいる訳！」

「それは………」

「その……」

「なるほど。よっく分かったわ」

　希き美み恵えは腕組みして言った。

「どうしてカッチョマン29号様が木に縛しばられてたのか。あんたたちの仕し業わざね」

　先せん輩ぱいチョップが来る！

　二人は確信すると目を閉じ歯を食いしばって激げき痛つうの到とう来らいを待った。

　でも来なかった。

　恐る恐る目を開けると、希美恵は照れくさそうにそっぽ向いていた。

「ありがと。いろいろ気ぃつかってもらって」

「先輩！」

「分かってくれたんですね」

「あんたらのおかげで、ちゃんと告こく白はくできそうよ」

「キミ先輩！」

　ユミとマユは手を取り合って落らく涙るいした。初めて努力が報むくわれた瞬しゆん間かんだった。

「さ、戻るわよ。戻ってばちっと告白してみせるわ！」

「その意気ですキミ先輩！」

「幸せ街道まっしぐらです！」

　三人の志し気きが極限まで盛り上がった。まさにその時だった。

　地じ響ひびきが再びした。

　さきほどと同じようなトラックが二台、坂を上って来たのだ。

　トラックはその丸い足を止めると、やっぱりあんまりいい人じゃなさそうな作業員たちを吐き出した。

「おいおい、お前らど～した？　大丈夫か？」

「うぅぅぅ、その女が俺たちを……」

「何？」

　一ひと際きわ筋きん肉にくの塊かたまりって男が、希美恵らを見て笑った。

「おもしろい」

　男たちが袖そでをまくって笑った。




「おいおい、なんかヤバいんじゃないかぁ、おい」

　銀ぎん之の介すけは一人で青ざめてた。背中の方向だから一いつ体たい何が行われてるかは分からない。でも耳をすませば声ぐらいはかすかに聞こえる。

　三人のうちの誰の声かは判はん別べつ出来なかったが、聞こえたのは紛まぎれもない女の子の悲ひ鳴めいだった。

　ついで男たちの笑い声も聞こえる。銀之介が一番嫌きらいな種類の笑い声だった。

「なんとかしなきゃいかんのに、なんとかしなきゃいかんのに」

　いくら身をよじっても紐ひもが解ける気配はない。

「ああ、月見うどんさえあればこんな紐簡かん単たんにぶっち切れるのにぃぃぃ」

　って空に向かって叫んだ直後だった。

「大丈夫？　銀ぎん之の介すけ君」

　唐とう子こが目の前に現れたもんだから銀之介は思わず叫んだ。

「うどん!!」

「うどんじゃないよ！　唐子だよ。失礼ね～～本当に」

　唐子はぷりぷりと怒った。

「さ、詳しい話はあとあと。解いてあげるよ」

　ロープに手をかける唐子に、銀之介は急せき込んで言った。

「それより、なんだか分かんないけど大変なんだ！　生なま卵たまごをくれ！」

「そんないつも持ち歩いてる訳ないじゃん！」

「だったらどっかでうどん屋見つけて…」

「こんなところにうどん屋さんがある訳ないじゃない」

　って唇くちびるを尖とがらす唐子の目の端はしっこに、うどんって文字が映った。

「え！」

　って首を動かすと、茂みの中にあったのは紛れもないうどんの屋や台たいだった。

　こんなとこで屋台開ひらいてるっていえばあの人しか思い浮かばなかったけど、やっぱりあの人だった。

「うどんの神様だ！」




　　　　　９




　草むらで苦しんでる二人がいた。ユミとマユ。どうやらしこたま殴なぐられたらしく、青アザがあちらこちらに張りついてる。

　そんな二人の脇わきに、銀色の影かげが舞い降りた。

「大丈夫か？」

「うぅぅぅ………なんとか」

「一いつ体たい何があったんだ？」

「先せん輩ぱいが………タイヤを不法投とう棄きしてるおっちゃんたちに喧けん嘩か売って」

「トラックに乗せられて………山やま奥おくに」

「あんだって！」

　影は驚きの声を上げた。

「お願い、先せん輩ぱいを助けて」

「分かった」

　影はこっくり頷うなずくと、しゅばばばって走り去って行った。

「ねえ、マユ」

「何………ユミ」

「今のって………誰？」

「分かんない。実はよく見えなかったの………ただやたら毛け深ぶかい奴やつだったわ」

「あたしも………毛深いってことしか分かんなかった」

　しばしの静せい寂じやくが流れる中、プスって音がした。

「ねぇ、ユミ」

「何……マユ」

「今、オナラしたでしょ」

「してない……わよ」

「噓うそ……音……したわよ！」

「自分じゃ……ないの」

「あたしじゃ……ないわ」

　息もたえだえなのに、懲こりない二人はケンカを始めた。

　なんだかんだで、すぐ元気になりそうだった。




　山やま路みちを走るトラックの荷台に、作業服の男たちは乗っかってた。そしてそれに取り囲まれるように、希き美み恵えがぐったりとしてる。

　男たちにくっついてる青アザやら鼻はな血ぢの跡あとやらが希美恵のがんばりの証しよう拠こだった。でもさすがの彼女でも多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。敗北をきしてしまった。

「ちっ、いて～ぜちくしょ～～。思いきり殴なぐりやがってよ」

　リーダー格らしい男が、顔をしかめ顔の青アザに手をあてた。

「ゲンさん。ど～～すんですか？　この女」

「決まってんじゃね～～か」

　ゲンって呼ばれた男は、にやって笑えみを浮かべて言った。

「捨ててやるのさ」

　男たちがなるほどって顔をした。

「俺おれたちが最さい近きん使わせてもらってるあのゴミ捨て場に叩たたき込んでやるさ。産業廃はい棄き物ぶつにかこまれてさぞやいい気分だろ～～よ」

　あんまりよくない笑いが、荷台を占せん領りようした時だった、風を切る音をたてて突とつ然ぜん荷台に飛び込んでくる奴やつがいた。

　上り坂とはいえ走ってるトラックの荷台に飛び乗ってくるってだけでも普通じゃないのに、そいつはぐったりしてる希き美み恵えを抱きかかえるとそのまま荷台を飛び出して行く。

　ひゅるひゅる回転しながら、少し離れたとこの大地にしゅたって着地した。

「おい！　止めろ！」

　ゲンの命令でトラックが止められた。ゲンを先頭に男たちがトラックをわらわらと降りる。

「誰だ……お前は」

　そいつは希美恵を地面に置くと、ゆっくりと顔を上げた。

　どう見たって普通じゃない顔だった。大きな口、ぞろりとそろう牙きば、三角形の耳。オオカミの顔だ。

　一いつ瞬しゆんギョッとする男たちだったけど、ゲンが一歩歩あゆみ出て言う。

「貴き様さま、ど～～ゆ～～つもりだ？」

「ど～～ゆ～～つもりも何も」

　顔立ちには似に合あわない流りゆう暢ちような口調で、オオカミは言った。

「ゴミを不法投とう棄きしてた悪い人たちに捕まったっていうから、助けるだけだよ」

「へ、せっかくだが、俺おれらはその娘に痛い思いをさせられたんだ。きっちりと仕し返かえししなけりゃ気がすまねえんでな。返してもらおうか」

「やーだよ」

「ふざけんなコスプレ野や郎ろう」

　ゲンが鉄パイプ振り上げると、オオカミに襲おそいかかった。

　誰もがオオカミの頭ず蓋がい骨こつに鉄パイプがヒットすると思ってた。でもそうはならなかった。

　残ざん像ぞうを残して、オオカミは軽くパイプの一いち撃げきを避けたのだ。

「何！」

　って目を見開くゲンの顎あごに、オオカミの拳こぶしがめり込んだ。

「オオカミすくりゅ～～あっぱ～～」

　景けい気きよくふっ飛ばされ、ゲンは地面に叩たたきつけられた。

「そんなばなな………ガク」

　しっかりと昏こん倒とうした。

「ゲンさんが！」

「ちくしょ～～！　敵あだ討うちだ！」

　残った作業員たちが手に適当な武器を握り締しめて息せき切って飛びかかってはきたものの……。

　オオカミの敵じゃなかった。

　ゴミ不法投とう棄き業者の皆様は、数々の技わざの餌え食じきになった。

「オオカミぱ～～んち！　オオカミきぃぃぃっく！　オオカミに～～ぷれす！　オオカミふらいんぐぼでーあたっく！　オオカミあるぜんちんばっぐぶりーかー！　オオカミじゃいあんとすいんぐ！」

「ぎゃ～～～」

「許してぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

「もうしませんんんん！」

　ってな悲鳴で、希き美み恵えはあっちの世界からこっちの世界に戻って来た。

「ん………ん」

　起き上がった希美恵は、その奇き妙みような光景を見た。

　オオカミの顔した男が、ナルト目で昏こん倒とうしてる男たちの山を満足気げに見てるって光景だ。

「ま、こんなもんかな。あとは警察を呼んでっと……」

　オオカミの動かした瞳が、希美恵を捕とらえた。その表情にしまったって色が浮かぶ。

　希美恵も、言葉なくオオカミを見つめた。

　しばし見つめ合う時が流れた。
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「やばいな～～こりゃ」

　銀ぎん之の介すけは口の中で小声で呟つぶやいた。

「ありがたく気き絶ぜつしてくれてたから、このまま逃げちゃおうと思ってたのに」

　調子に乗って暴れすぎたよ～だ。

「昨日きのうお銀ぎんと見たプロレスが悪いんだ」

　さりげなく銀之介は責任転てん嫁かした。

「あんた………あんた誰よ」

　あんましして欲しくない質問さ飛んで来ちまった。もちここは噓うそつくしかない。

「僕は……………」

　山の神だ！

　って口くち走ばしりそうになる口に一発パンチをくれてやってから、銀之介はやけくそで叫んだ。

「長野県ポイ捨て禁止委員だ」

　毎回こ～～ゆ～～思いつきで墓ぼ穴けつを掘ってるような気がしないでもないけど、口にしちゃったからには噓をつきとおすしかない。

「悪あく質しつなゴミのポイ捨てに対抗するべく、長野県が組織した秘密の組織なのだ」

　どんどん墓穴を広げてるのをひしひしと感じた。

　そのうち這はい上がれないくらいの穴にしちゃいそうだから、銀之介はさっさとその場から離り脱だつすることにした。

「秘密組織だから素す顔がおを見せることは控ひかえさせていただくよ。それじゃ」

　しゅばって大地を蹴けって、銀之介はオサラバした。




「ゴミのポイ捨て禁止委員」

　希き美み恵えが、惚ほうけた様よう子すでそう呟いた直後、やって来る二人組がいた。

「大丈夫ですか！　キミ先せん輩ぱい！」

「うちら、やっと復活しました」

　鎖くさりやら棒ぼうきれやら振り回して、ユミとマユが到着した。

「さぁ、かかって来い汗あせ臭くさい奴やつらめ」

「うちらの底そこ力ぢから見せてやるって…………あれ？」

　山になった男たちの末まつ路ろに目をしばたたかせる。

「キミ先輩がやったんですか？」

「違うわ」

　ゆっくりと首を横に振る。

「ゴミのポイ捨て禁止委員様がやったの。そう」

　希美恵はごくりと喉のどを鳴らすと、パンチきかせて叫んだ。

「カッチョマン30号様よ！」

「は？」

「へ？」

　ユミとマユは仲良くハニワになった。

　ハニワはどちらかと言うでもなく顔を見合わせた。

「29号、終わっちゃったね」

「うちらの苦労……なんだったんだろ」

　脱だつ力りよくしてるとこに、希き美み恵えの声が届く。

「ちょっと、早く帰るわよ。こんな寒いとこにいたら風か邪ぜひくわ」

「ちょっと待ってくださいよ！　キミ先せん輩ぱいってば」

「キミ先輩ってば！」

　こうして、いつもの三人に戻った。まあ、丸く収まったって言えば丸く収まったのかもしれない。
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　丸く収まってない人たちもいた。

　すっかり夕暮れ時の山やま路みちをとぼとぼ下りつつ、唐とう子こはう～～むって首を傾かしげた。

「結局、よく分かんない一日だったね」

「ああ、僕だっていまだに分かってないんだ」

　隣となりの銀ぎん之の介すけも首を傾げた。ちなみにもう人間には戻ってる。秘ひ密みつ兵器の積つみ木き持ってなかったから、ちょっと時間をかけて元に戻った。二人が遅くなったのはそのせいだ。

「ただ、僕が分かってることを整理するとだな」

　銀之介は軽く唇くちびるを嘗なめると、説明口く調ちようで言った。

「あの眉まゆ毛げビシッとした女の子が、僕になんか話があったらしくて。でもそれはちょっと言いにくいことだったらしくて。それでカリフラワーパーマと食パンマスクの娘が僕を拉ら致ちして行ったってことみたい」

「ますます分からなくなったね」

「そうだよな。僕も言ってて余よ計けいに分からなくなった」

　ため息を一つ。

「結局、あの女の子、僕に何が言いたかったんだろ」

　夕日を見上げてみても、答えは浮かんでなかった。

「それより唐子、こっちも聞きたいよ。ど～してこんなとこに」

「ど～してじゃないよ。銀之介君を助けに来たんだよ」

「僕を助けに？」

「うん、銀之介君家ちに行ったけど帰って来てないって聞いて、これは前みたいにまた拉致されたに違いないって思ったアタシは、早さつ速そく女子校に乗り込んで」

「相変わらず積極的だな」

「アタシあの眉まゆ毛げビシってした人の名前知しらなかったんだけど、聞いたらすぐに分かって」

「だろうな。あれだけ個性的なんだから」

「今どこにいるか電話してもらったら夕ゆう日ひ見るため山の上公こう園えんに来てるって答えが帰ってきたから急いでやって来たのぉ」

　一気に喋しやべりきってはーはー息を整えてから、唐とう子こは顔を上げた。

「心配してたんだよ。銀ぎん之の介すけ君のこと」

「ありがと。あ！　言い忘れてた唐子!!　唐子と一緒の時にやって来たあの妊にん娠しんしたとか言ってた女の子。あれは実は食パンマスクの」

「知ってるよ。全ぜん部ぶ全部噓うそッパチだったんでしょ」

「なんだ。知ってるなら」

「も～～銀之介君だって悪いんだよ。身に覚えがないならもっとびしってたんか切ってればよかったのに、あの夜って単語に急にはっとして青ざめるからアタシだって………」

「はは、ちょっと……ね」

「ちょっとって、まさか銀之介君、疑わしいあの夜ってのがあったんじゃ」

　一人で勝手に軽けい蔑べつの眼まな差ざしを送ってくる唐子に、銀之介は観かん念ねんしたとばかしに声を上げた。

「分かった。唐子にだけは話すよ。実はさ、先月の……」

「聞きたくない聞きたくない聞きたくない！」

　両耳を手で押さえてわめく唐子に、銀之介は怒ど鳴なるように言った。

「いいから聞いてくれって。誤ご解かいなんだから。先月の満月の日、うっかり夜中にカーテンを開けちゃったんだよ、僕。それで気がついたら朝ベッドで眠ってて。窓は開いてたから、夜出かけたのは確からしいんだけど、何ぶん記き憶おくがないからさ。それが僕が青くなった理由」

「先月の満月……な～～んだ。そ～～だったのか～～」

　唐子はけらけら笑った。

「だったら早く言ってよ～～。びっくりさせるんだから」

「でも、なんか今回のことで心配になっちゃったよ。あの夜のこと」

「それなら大丈夫だよ」

　唐子は満まん面めんの笑えみで言った。

「だってあの夜、銀之介君………じゃなくってワイルドウルフ様ってばアタシん家ちに来たんだよ」

「何だってぇぇぇ！」

　銀之介が飛び上がった。

「何でそれを今まで黙って」

「だって…………それはちょっと…………あれだから」

　唐とう子こは顔を赤らめ恥ずかしそうにもじもじした。

「出来ればずっと秘密にしておこ～～かなって」

「おーまいごっどねす！」

　銀ぎん之の介すけは大地を転げ回った。

「ついに、ついにやっちまったのか………やっちまったのか」

　そのまま崩ほう壊かいしちゃいそうな勢いだったけど、なんとか復活し唐子に目を向ける。

「唐子。正直に教えてくれ。僕は一いつ体たい何をしたんだ？」

「え～～、別にいいじゃんそんなの。知らなくたっていいことだよ」

「教えてくれ。自分が何をやったのかくらい、ちゃんと知っておきたいんだ」

「…………そこまで言うなら分かった。言うよ」

　唐子はため息まじりに了りよう解かいした。

「あの日、ワイルドウルフな銀之介君は夜中に家うちに来てね、それでね……」




　もやもやもやもやもやもや。




「おい！　起きろ！」

　唐子は強引に眠りの世界から引き戻された。

「も～～何？　まだ夜中の二時じゃん。ど～したのお父とうさん」

　お父さんじゃなかった。開かれた窓からさし込んでくる月明かりに照らされてるその姿は、紛まぎれもないオオカミ君だ。

「銀之介君！」

　夜中！　女の子の部屋！　男の訪問！

　唐子は咄とつ嗟さに一つの単語を思い浮かべた。

　夜よ這ばいである。

「ダメだってダメ！　やっぱこ～～ゆ～～のは順序を置かないと。いろんなもん飛び越えすぎじゃない。これって」

「何訳わけ分かんねえこと言ってんだよ。うどん娘」

「うどん娘………」

　その一ひと言ことで唐子は気がついた。目の前に立ってるのが銀之介であって銀之介じゃないことに。

　今夜は満月。となると…………。

「ワ、ワイルドウルフ様！」

　とすると、こんな夜よ更ふけにアタシの部屋に飛び込んで来た理由ってのは。

　鬼き畜ちくの王様って銀之介に呼ばれるほどのワイルドウルフだ。

　ア、アタシってばすーぱー特大ピ～～ンチ！

　一人で青ざめてる唐とう子こに、ワイルドウルフは一ひと言ことだけ言った。

「飯、食わせろ」

「え？」

「腹はら減へったんだよ！　何か食わせろ！　お前まえん家ちは飯めし屋やだろ！」

「でも、もう営業時間なんかとっくに終わって」

「やかましい！」

　そんなこと言ったってワイルドウルフ様に通じる訳がなかった。

「俺おれ様に食われたくなけりゃさっさと作ってこい！」

「分かりました。分かりましたって。何か作ればいいんですね。ちょっと待っててください。大人おとなしく！！！」

　唐子はわめきたてるようにそう言うと部屋を飛び出し階段を駆け降りた。

「さ、お父とうさん起きてくる前に何か作っちゃわないと」

　ど～～せ、ワイルドウルフのことだ。待つなんて大変な仕事が長続きするはずがない。

「てっとり早くうどんを！」

　うどん玉がなかった。

「じゃぁ、ご飯で」

　炊すい飯はん器きを開けたが空からっぽだった。

「あ～～、ど～～して今日きように限ってこう」

「まだかよ！」

　案あんの定じよう、ワイルドウルフ様のお声が飛んできた。唐子の思ってた以上に、待つのが嫌いのよ～～だ。

「も～～ちょっと待っててください！」

　冷蔵庫を開けた唐子はとにかく食べれそうなものを引っ張り出した。

「とにかくなんか作らないと、作らないと」




「待ちくたびれたぞ！　うどん娘」

　唐子が部屋に戻ると、ワイルドウルフは雑誌をびりびりに破いてた。

　ヒマ潰つぶしにクロスワードをやろうとしててうまくいかなくてかんしゃくを起こしたらしい。ワイルドウルフってばこ～～ゆ～～奴やつなのだ。

「さ、食わせろ！」

　壁にたてかけてたちゃぶ台持もってくると、どでんと置き、その前にあぐらをかく。

　唐子はちゃぶ台の上に、大おお皿ざらをよいこらしょっと置いた。

「何だこれは？」

「特性ギョーザ………なんだけど」

「でかいな」

「はは、特性だから」

　唐とう子こは笑った。でも額ひたいの上んとこにはやせ玉たま葱ねぎ形の汗が浮かんでた。

　当とう初しよは軽く炒いため物にしようとしてたんだけど、なんか作ってるうちにどんどん見てくれが悪くなってしまったのだ。見るだけで食欲がなくなる色合いの物体を前に、ど～したもんかと考えた唐子の目に、春はる巻まきの皮が飛び込んできた。

「これだわ！」

　ってことで張り合わせた春巻の皮にその恐ろしい物体をつめ、レンジでチンして持っては来たものの。

「肉にく入ってんのか？」

「うん、確か入ってる。何の肉か分かんないんだけど」

「そーかそーか」

　ワイルドウルフは満足気げにフォークを握り締しめた。

　こんな気味の悪いもん食えるかぁ！って星ほし一いつ徹てつさんやられるかとびくびくしてた唐子は、とりあえずほっと一息ついた。

「食ってやるぜ。ありがたく思えよ」

　唐子は考えた。ど～～せ、ワイルドウルフのことだ。これが終わったらさっさと飛び出して行くに違いない。飛び出して行ってやりたい放ほう題だいに暴れ回るに違いない。そ～～ゆ～～奴やつだ。

　のん気に突っ立ってんじゃね～～よとか言って電でん柱ちゆうを蹴けり倒したり、歩くのに邪じや魔まだとか言って路上駐ちゆう車しやしてた車をスクラップにしたり、顔が気に入らねえんだよとか言って郵便ポストをぼこぼこにしたり。そ～～ゆ～～迷めい惑わくな方だ。

　唐子がキスすれば一発でことは終わるけど、前回のこともあるし警けい戒かいもしてるからそう簡単にはスキを見せないだろう。

　となると、あの方を呼ぶしかない。

　ワイルドウルフと喧けん嘩かして唯ゆい一いつ勝てるあの方だ。

　唐子は決めた。

　ワイルドウルフがお食事してる中、そっと抜け出し階段を降りて電話んとこへ行く。そして駒こま犬いぬ宅に電話をかける。

「ふ～～、食った食った」

「早！！！」

　皿は空からっぽになってた。どうやら丸まる吞のみしたらしい。計画はいきなり崩れた。

「さてっと」

　皿を奇き麗れいに嘗なめると、ワイルドウルフは立ち上がった。

「どこ行くの？」

「決まってるじゃね～～か。食後の運動さ。がはははは」

　運動ってのが破は壊かい活動だったり破は廉れん恥ち行為だったりすることは、容易に想そう像ぞう出来る。

「待って！」

　窓へ向かおうとするワイルドウルフの前に、唐とう子こは両手広ひろげて立ちはだかった。

「食べたばっかで動くのってあんましよくないよ。少し休まないと」

「必要ね～～よ」

「ダメだって。ちょっと休んでってよ。出来れば明日あしたの朝まで」

「明日の朝まで………なるほど。そ～ゆ～～ことは」

　ワイルドウルフは舌なめずりして笑った。

「お前、やっぱり俺おれ様の子供が欲しいんだな」

「あ～～、やっぱりそ～～ゆ～～誤ご解かいするぅぅ」

　唐子は落らく涙るいした。

「ま、俺様の相手としちゃお前じゃ役やく不足だがいいだろ」

　ワイルドウルフの手が唐子に伸びる。普通人の唐子が抵抗してどうにかなる相手じゃない。逃げ切れる相手じゃない。

　銀ぎん之の介すけ君、責任とってもらうからね。

　唇を嚙かみ締しめて、唐子が半なかば覚かく悟ごを決めたその時だった。

　ふと、ワイルドウルフの手が止まった。

　にやけてたその顔から表情が消えていく。それに比例してなんか青色に染まってった。

「ど～～したの？」

「…………………帰って寝る」

「ねぇ、ちょっと！　ねえってば！」

　ワイルドウルフ様は出て行ってしまった。今にも倒れそうな足取りで。

　ぽつんと取り残された唐子の目は、空からっぽの皿に向けられる。

「もしかして、アタシの料理のせいなのかな？」

　確かめたくてももう何も残っちゃいない。それに残ってたとしても口に入れる気にはならないだろう。

　殺人ギョーザ！

　そんな言葉が唐子の頭にぽっかり浮かんだ。

　あそこの娘は、殺人ギョーザ作るぞなんて噂うわさがたったら大変だ。もうお嫁よめに行けなくなってしまう。

　そう考えると、唐子はちょっとだけ青くなった。

　出来ればこの出来事は歴史の闇やみに隠かくしたい。

　唐とう子こは辺りをきょろきょろと見渡し、一応目もく撃げき者がいないことを確かめた。

「ど～せ銀ぎん之の介すけ君も覚えてないんだろうし、このことは秘密にしよ」

　頭の一番奥おくの金庫をがっちゃりと閉め、唐子は深く頷うなずいた。

「少なくとも、アタシが結婚するまでは!!」





第十七話　終わり
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　　　あとがき




　わんわん病。

　もしかして『僕月⑤』を読んだって方がいたらもうおなじみの病気だろう。

　わんわん病。それはオオカミ男が幼児期にかかるという病気。一度かかればもう二度とかからないけど、かかったら最後、ひと月近く人間には戻れないという恐ろしい病気だ。

　でも、もっと恐ろしいのは、わんわん病にかからずに大人おとなになることなのだ。

　もしうっかり大人になってからわんわん病にかかってしまったら大変だ。ひと月たとうがふた月たとうが元の姿には戻れない。至急ワクチンの投とう与よが必要となる。

　ワクチン。それは正常なオオカミ男の唾だ液えき。

　つまり、正常なオオカミ男にガブッと手や足を嚙かみついてもらえば、病気は治るということだ。

　もしこれが間に合わず、発病後一年が経過してしまった場合、悲劇にも一生オオカミの姿で過ごさなければならなくなってしまうのだ。

　なんて裏うら設定をずっと考えてた。

　こ～～ゆ～～下らない裏設定は大好きなのだ。

　それにしても、驚きだ。

　気がついたら⑦巻。言うまでもなく新記録なのだ。

　当初の予定じゃこの⑦巻で最終回だったはずだけど、なんか馬鹿話ばなしやら昔話やらをちょこちょこ入れてる間に、こんなにも増えてしまった。

　そろそろ腰を据すえて最終回をやんなくちゃならん。

　でももう一巻ぐらい馬鹿話で遊びたい気もする。

　あ～～～ど～～～すりゃいいんだ？


阿智太郎






　言っておきたい一ひと言こと





その①　最近遊ゆう戯ぎ王おうを覚えた。これで小学生とデュエル出来るぞ。誰か勝負してくれる人いないかな？（ただしアドバンスで）

その②　ついにポップンミュージックに手を出した。たいていの曲は軽くクリアできるようになったぞ。５ボタンモードだけど。

その③　就職しました。これで僕も立りつ派ぱな社会人です。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。独特な笑いとハートウォーミングな世界を描きファンの支持を集める人気作家。２００２年春、遂に学生生活を終了した。
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イラスト／宮みや須す弥み

ＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。主な作品に『僕の血を吸わないで　ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神学園』（電撃コミックスＥＸ）がある。
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僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで⑦




29番ばん目めのカッチョマン








阿あ智ち太た郎ろう
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※2002年12月20日発行の電撃文庫『僕にお月様を見せないで⑦ 29番目のカッチョマン』3版に基づき制作
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